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1．国立学校設盟法及び国立養髄教諭養成所設置法の一部を改正する法律（抜すい）

（国立学校設置法の一部改正)(５２．５．２）

第｜条国立学校設置法（昭和24年法律第150号）の一部を次のように改正する。

第３章の３の次に次の１章を加えろ。

第３章の４大学入試センター

（大学入試センター）

第９条の５国立大学の入学者の選抜に関し，共通第一次学力試験の問題の作成及び採点その他一括

して処理することが適当な業務を行うとともに，大学の入学者の選抜方法の改善に関する調査研究

を行う機関として，大学入試センターを置く。

２大学入試センターは，国立大学以外の大学の要請に応じて，当該大学の入学者の選抜に関する業

務の実施に協力することができろ。

３大学入試センターは，東京都に置く。

４第１項の共通第一次学力試験に関し必要な事項は，文部省令で定めろ。

附則

（施行期日）

ｌこの法律は，公布の日から施行する。

（教育公務員特例法の一部改正）

４教育公務員特例法（昭和24年法律第１号）の一部を次のように改正する。

第22条中「第３章の３に規定する機関の長及び」を「第３章の３及び第３章の４に規定する機関

の長（同法第９条の４第２項に規定する研究所の長を含む｡)並びに」に,「もっぱら」を「専ら」に

改めろ。

2．国立学校設置法施行規則の１部を改正する省令及び大学入試センター組織運営規則（抜すい）

国立学校設置法施行規則の一部を改正する省令（５２．５．２）

第５章大学入試センター

（大学入試センター）

第47条大学入試センターに置かれる職の種類並びに大学入試センターの組織及び運営の細目につい

ては，大学入試センター組織運営規則（昭和52年文部省令第20号）の定めるところによる。
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（共通第一次学力試験）

第48条国立学校設置法第９条の５第１項の共通第一次学力試験は，各国立大学が大学入試センター

と協力して，国立大学に入学を志願する者の高等学校の段階における一般的かつ基礎的な学習の達

成の程度を判定することを主たる目的として，同一の期日に同一の試験問題により，共同して実施

するものとする。

大学入試センター組織運営規則（省令20号５２．５．２）

（職員の種類）

第１条大学入試センター（以下「センター」という｡)に，次の職員を置く。

－所長

二教授

三助教授

四事務職員

五技術職員

２所長は，センターの業務を掌理する。

３教授は，研究に従事する。

４助教授は，教授の職務を助けろ。

５事務職員は，庶務，会計等の事務に従事する。

６技術職員は，技術に関する職務に従事する。

（内部組織）

第２条センターに，次の二部を置く。

一管理・事業部

二研究部

（管理・事業部）

第３条管理・事業部においては，庶務，会計及び施設等並びに共通第一次鬘蔦３条管理・事業部においては，庶務，会計及び施設等並びに共通第一次学力試験の実施等に関す

る事務を処理する。

２管理・事業部に，その所掌事務を分掌させるため，文部大臣が別に定めるところにより，課を置

く。

３管理・事業部及び課に，それぞれ部長及び課長を置き，事務職員又は技術職員をもって充てる。
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４部長は，所長の命を受け，部の事務を掌理する。

５課長は，上司の命を受け，課の事務を処理する。

（研究部）

第４条研究部においては，大学の入学者の選抜方法の改善に関する調査研究を行う。

２研究部に，次の三研究部を置く。

一情報処理研究部門

二追跡研究部門

三評価研究部門

３研究部に部長を置き，教授をもって充てろ。

４部長は，所長の命を受け，部の事務を掌理する。

（評議員）

第５条センターに評議員15人以内を置く。

２評議員は，センターの事業計画その他の管理運営に関する重要事項について，所長に助言する。

３評議員は，国立大学の学長その他の学識経験のある者のうちから，所長の推薦を受けて，文部大

臣が任命する。

４評議員は，非常勤とする。

５評議員の任期その他評議員に関し必要な事項は，別に文部大臣が定めろ。

（運営協議員）

第６条センターに運営協議員21人以内を置く。

２運営協議員は，共通第一次学力試験の実施計画に関する事項その他のセンターの運営に関する事

項で所長が必要と認めるものについて，所長の諮問に応じろ。

３運営協議員は，センターの教授及び助教授並びに国立大学の学長及び教員その他の学識経験のあ

る者のうちから，所長の推薦を受けて，文部大臣が任命する。

４運営協議員は，非常勤とする。

５運営協議員の任期その他運営協議員に関し必要な事項は，別に文部大臣が定めろ。

（専門委員）

第７条センターに，別に定める定数の範囲内で，専門委員を置く。

２専門委員は，所長の定めるところにより，共通第一次学力試験に関し，実施方法の検討，試験問

題の作成その他の専門的事項を処理する。
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３専門委員は，センターの教授及び助教授並びに国立大学の教員のうちから，所長が任命する。

４専門委員は，非常勤とする。

５専門委員の任期その他専門委員に関し必要な事項は，別に所長が定める。

附則

この省令は，公布の日から施行する。

教育公務員特例法施行令第３条の２の規定に基づく大学入試センターの所長等の選考の手続に関す

る省令（省令22号５２．５．２）

（趣旨）

第１条大学入試センター（以下「センター」という｡)の長及びその職員のうち専ら研究に従事する

者に関する教育公務員特例法施行令（昭和24年政令第６号）第３条の２において準用する教育公務

員特例法（昭和24年法律第１号）の第４条第１項の選考の手続については，この省令の定めろとこ

ろによる。

（所長の選考の手続）

第２条センターの所長の採用の選考は，大学入試センター組織運営規則（昭和52年文部省令第20号。

以下「規則」という。)第５条第１項に規定する評議員で構成する会議が推薦（当該推薦に当たって

は，規則第６条第１項に規定する運営協議員（以下「運営協議員」という｡)で構成する会議の意見

を聴くものとする｡)をした者について行うものする。

（教授及び助教授の選考の手続）

第３条センターの教授及び助教授の採用及び昇任の選考は，センターの所長が推薦（当該推薦に当

たっては，運営協議員で構成する会議の議を経るものとする｡)をした者について行うものとする。

附則

この省令は，公布の日から施行する。
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3．大学入試センターの機構（昭和52年度）

所長の助言機関年：５回
国立大学長等１５人

所長の諮問機関年５回
センター教員，国立大学教員等２１人１人

各部門共通：客観テストの信頼性・妥当性の向上に関する研究

１人
採点処理システム等，共通第１次学力試験の全般的な情報

i~人処理システムの開発研究

．、共通第１次学力試鹸旦第21欠覺２$験這鍾屯成鍵大学入学塗２
１人成綴，その他との相関等に関する研究及び研究方法の開発

共通第１次学力試験問題の内容の評価に関する研究及び能
r人力評価に関する研究

客員研究員（国立大学教授）１６人
科目別問題作成研究

管理・寧業部長 1人

三」１人

驍縢鍵灘臺鮒繍｜
壽臘鍵繍譲議Kj鱗篝１
国1人
試験実施係４人

縢篝濤議霞篝鱗騨繍薑｜
問題作成係５人

麟繰灘驫:更三?ニト騨纏鴎腫］
J購報処理係45人

ｌ蘂蕊鵜;蓋W曇臘ヨ
部会長で構成

国立大学教員232人で榴成

(塞襲直蕊鵜醍な賞'2人×'6部会譜?鵠）

雛善薯蕊」
各大学２人年３回

16人

科目別問題作成部会

実施方法専門委 ６人

伝藏ﾗ彌蔭〕 センター教職員，国立大学教官10人年１０回

センター教職員，国立大学教官１０人年:１０厄１
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4．昭和52年度大学入試センター予算

区分 金額 備考

1．管理運営等経費

2．試行テストの実施

3．本試験の実施準備

4．共通的事項

計

円千

１
８
０
２
１

２
６
３
２
４

０
８
０
１
Ｏ

７
Ｐ

９
１

１

０
５
１
６
３

７
８
６
７
９

４
３
２
１
２

１

1．定員２８人（教官４人，その他24人）９５
千円
， 125

2．電子計算機等経費277,957

(電子計算機，マークリーダー（２台，米国製）の導入）

3．その他96,939

(運営事務費，客員研究員経費，設備費，建物借上経費）

(８万人対象，国立80大学実施）

1．試験問題，解答用紙，実施要項等の印刷，輸送経費

171.397

2．試験実jili経費214,471

(委員会，試験監督，一斉連絡経費，試験場経費等）

1．試験問題印刷256,335

2．広報4,695

1．試験問題作成 137,808

2．その他38,314

(説明会，問題警備，報告書等）
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5．「国立大学入試改善調査研究報告書」についてのアンケート（照会）

国入試改第１号

昭和51年４月５日

各国立大学長殿

国立大学協会

入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

国立大学協会では，昭和48年以来，国立大学共通第一次試験についての調査検討を重ねてまいりま

したが，昭和４８，４９，５０年度の３か年度において，入試改善調査委員会および附属各専門委員会を設

置して鋭意調査研究を行ってまいりました。その結果を，昨年おとどけいたしました「国立大学入試

改善調査研究報告書｣(昭和50年３月）と今回おとどけする「国立大学入試改善調査研究報告書｣(昭和

51年３月）として，とりまとめました。特に本年の報告書では，昨年の報告書の中で問題とされてい

たいくつかの点を研究し，その一部を解決してまいりました。

しかし，この報告書で述べていろとおり，将来，これを実施するとした場合においては，現在でも

なおかなり検討すべき問題が残されております。そのため，昭和51年度においても従来の委員会を存

置してさらに調査研究を継続することにしており，あわせて全国立大学の意見を集約し，国立大学協

会としての意見をとりまとめることとしております。

このため本年もさらに報告書（昭和51年３月）についてのアンケート調査をお願いいたすこととな

りました。なお，報告書およびアンケートに関する説明会を５月中旬頃に開催することとしておりま

す。

つきましては，報告書をご参照のうえ，貴学のご意見をご回答いただきたく，きたる６月10日（木）

までにご回答（30部）をど送付くださるようお願い申し上げます。
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国立大学入試改善調査研究報告書に関するアンケートについて（依頼）

「国立大学入試改善調査研究報告書｣(昭和50月３月）においてまとめました結果に関しては，すで

に昨年９月30日にご提出いただいたアンケートにおいて各国立大学のご意見をご報告いただきました。

その結果，現在研究中の国立大学共通第一次試験は大学側からみた場合従来より適切な入学者選抜が

可能であり，また，受験生側からみた場合も「一発勝負」の従来の欠点をより緩和することができる

とする意見が，全国立大学の65-70％であるとしてとりまとめられました。

さらに，そのアンケートでは，共通第一次試験の入学者選抜にあたっての利用方法，各大学で独自

に行われる第二次試験のあり方，第一次・第二次試験の成績の入学者選抜に当っての組み合わせ方，

出題の内容，共通第一次試験の時期などいくつかの点についてもご意見をいただきました。

また，－万高等学校その他各方面からも多くの意見を聞きつつ検討を続けてまいりましたが，これ

らの結果は，今回おとどけする「国立大学入試改善調査研究報告書｣(昭和51年３月）としてとりまと

めました。

さらにまた国立大学協会が，昭和49年．５０年度にわたって実施した実地研究の結果については，特

に出題の内容などについて，高等学校側からも相当の評価を得ており，共通第一次試験の実施が高等

学校の教育の正常化および国立大学の入学試験の改善に資するものと期待されております。

もちろん，未解決の問題点もいくつか残されており，それらの解決についてもさらに検討を続ける

予定でありますが，今までの検討結果および今後の方針に関し，アンケート調査をさせて頂きたいと

思いますので，お手数ながら昭和50年３月の報告書と昭和51年３月の報告書の内容を併せて検討のう

えご回答いただきたくお願い申し上げます。

質問調査項目

大学名（ ）

できるだけ貴大学としての一本化したご意見をまとめていただければ幸いと思いますが,項目によっ

ては学部ごとのご意見でも結構です。

問１）入試センターの管理運営のあり方については，昭和50年３月報告書（Ｐ、２０）および昭和５１

年３月報告書（Ｐ、２１）に述べられてありますが，さらにお気づきの点があればご意見をお示し
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ください。

問２）実地時期の再検討の結果について下記の欄にご回答ください｡(51年３月報告書Ｐ、２３参照）巨
匡
砦
匡

、櫛噛鵜鯏籠施可能硯…
に従って数字でお答えください。

上記以外のご意見がありましたらお示しください。

問３）昭和51年３月報告書に記した「第二次試験のガイドラインについて｣(Ｐ、２６）に関連してご意

見があればお示しください。

問４）共通第一次試験の実地研究について出題数が多過ぎはしないかとの意見もあります。５１年３月

報告書をご検討のうえ，問題の難易のほか時間に対する配分量の関係などについてご意見があれ

ばお聞かせください。

問５）共通第一次試験実施にあたっては，入試センターの組織・機構，各大学における入試事務組織

の整備・充実，居住地受験の具体的処理，事故処理問題，身体障害者問題等今後具体的に調査研

究すべきことが残されておりますが，これらの問題が適切に処理できた場合，共通第一次試験方

式は大学入試問題の改善に資すると考えられますが，ご意見をお示しください。

なお，その他検討すべきお気付のことがあればお示しください。

可否 理由

Ａ案

Ｂ案

Ｃ案

Ｄ案

Ｅ案

Ｆ案

Ｇ案
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6．国立大学共通第一次試験について（報告）

国入改第６５号

昭和51年８月20日

各国立大学長殿

国立大学協会

入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

去る６月開催の第58回総会において，各位のご賛同を得て,｢国立大学共通第一次試験に関する意見」

が承認され，当協会としては，引続いて国立大学共通第一次試験を実施するについての種々の問題を

文部省とも協議し，検討することになりました。

これらの種々の問題のうち，国立大学共通第一次試験に関する昭和52年度概算要求の内容について

は，第58回総会後，文部省と数回にわたり連絡協議会を開催し検討しましたので，その概要を下記の

通りお知らせいたします。

追って詳細は来る11月開催の第59回総会の際にご報告いたします。

記

１国立大学協会と文部省との連絡協議会．

（１）日時第１回６月25日，第２回７月８日，第３回７月29日

（２）参会者

（国大協側）林会長，岡本入試改善調査委員長，相磯，加藤両副委員長，若槻第２，飯島第６

両常置委員長，湊国立大学入試改善調査施設長

（文部省側）木田事務次官，井内官房長，佐野大学局長，吉田審議官，阿部大学課長

（３）連絡協議内容

㈱国立大学協会の検討結果及び総会の意見について

（ｲ）今後の連絡協議日程について

け）昭和52年度概算要求の内容について

（ｴ）その他
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２国立大学共通第一次試験に係る昭和52年度概算要求の概要

別紙の通り

なお，文部省との連絡協議の内容及び概算要求の内容については，去る７月26日及び８月19日開

催の理事会に報告し，了承を得ました。またその他の検討課題については，入試改善調査委員会に

おいて，それぞれ検討中でありますので申添えます。

別紙

国立大学共通第一次試験に係る昭和52年度概算要求の概要

１大学入試センター（仮称）の設置

（１）性格：国立大学共同利用機関

（２）機構・所要人員：管理部（２課)，事業部（２課)，研究部（５部門）の３部制，128人(うち教

官23人）を52-54年度の３カ年計画で完成

（３）施設：当面，東京教育大学の施設を利用（東京教育大学農学部跡地の一部に新営を予定）

（４）設備：大型電算機，光学マークシート読取機(外国製機種),その他事業用設備を導入整備

（５）昭和52年度の事業

『）試行テストの実施，高校３年生等10万人を対象とし，全国立大学を試験場にして実施

（ｲ）本試験の実施準備，試験問題の作成，印刷，保管等

（６）昭和52年度の概算要求額約31億円

（内訳）

①大学入試センター（仮称）の管理運営及び事業の実施に要する経費２３億円

②①に係る52年度国庫債務負担行為53年度歳出化額４億円

③施設整備費４億円

２各大学の実施体制の整備

入学主幹等の配置計画に基づき，所要人員を52-54年度の３カ年計画で整備
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7．国立大学共通第一次試験構想説明会の開催について（依頼）

国入改第77号の２

昭和51年10月１日

各都道府県教育委員会

教育長殿

国立大学協会

入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

国立大学協会においては，国立大学の入試改善を目的として昭和48年以来調査研究を続けてまいり

ましたが，本年６月の総会において「共通第一次試験は国立大学の入試改善に資する」との意見が出

されました。しかしなお，残された種々の問題について鋭意検討中であります。

このたび，下記により国立大学共通第一次試験構想説明会を開催し，別添資料をもとに説明を行い

ますとともに，高等学校関係者のご意見を伺いたいと存じます。

ついては趣旨ご了承のうえ，貴管内より関係者の参会についてお取計らいくださるようご依頼いた

します。

なお，資料は貴管内公立高等学校相当分をお送りいたしますので，配布方重ねてお願い申しあげま

す。

追って，私立高等学校関係については都道府県知事あてご依頼いたしましたので念の為申し添えま

す。
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国立大学共通第一次試験構想脱明会日程及び脱明者

(注）収容数に余裕があれば，報道関係者の傍聴は差支えない。

地区 日時 会場 説明者

九州 10月23日(土）
14時-17時

九州大学工学部本館大講義室
福岡市東区箱崎６－１０－１

貝
ｊ

委
Ｊ
１
授

係
長
長
教

関
学
学
学

会
大
大
大

員
都
崎
京

委
京
長
東

査
Ｉ
Ｉ

調
雄
郎
雄

鰭道瀧秀
試
本
島

入
岡
具
湊

北海道
10月29日(金）
9時～12時

石狩会館
札幌市中央区北４条西５丁目１

ｊ
学
授

長
大
教

学
業
学

長
１

辨裡蹴一
Ｉ雄
雄
雄

奥
秋
秀

陸藤
本
加
松
湊

中部．
北陸

11月６日(土）
14時～17時

名古屋大学豊田講堂
名古屋市千種区不老町

岡本道雄（京都大学長）
湊秀雄（東京大学教授）
丸井文男（名古屋大学教授）

東北 11月９日(火）
9時-12時

宮城県労働福祉会館
仙台市上杉１－５－１３

加藤陸奥雄（東北大学長）
湊秀雄（東京大学教授）
帷子康雄（弘前大学教授）

関東

甲信越
11月11日(木）
14時～17時

オリンピック記念青少年総合センター
渋谷区代々木神園町

加藤陸奥雄（東北大学長）
湊秀雄（東京大学教授）
清水留三郎（東京大学教授）

中国．
四国

11月12日(金）
14時～17時

広島大学教育学部大講義室
広島市東千田町１－１－８９

飯島宗一（広島大学長）
湊秀雄（東京大学教授）
上垣内孝彦（広島大学教授）

近畿
11月13日(土）
14時-17時

大阪大学講堂

大阪市北区中之島

若槻哲雄（大阪大学長）
三上美樹（三重大学長）
湊秀雄（東京大学教授）
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8．国立大学共通第一次試験実施に関する意見の学内集約について（依頼）

国入改第７６号

昭和51年10月１日

各国立大学長殿

国立大学協会

入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

このことについては，さる６月開催の第58回総会において,｢大学入試改善に関する意見」の御賛同

を得ましたが，その際に，国立大学共通第一次試験を実施することについては，種々重要な問題が残

されているので，これらの問題について今後文部省とも協議し，慎重に検討することとなりました。

さらに，これらの検討の経過を各大学に御報告申し上げ，各大学におかれては，共通第一次試験実

施に関する学内意見を集約し，きたる11月開催の第59回総会において，大学としての意向を表明され，

これにより共通第一次試験実施に関する当協会の方針を決定することが了承されました。

残された種々の問題については，６月総会後，入試改善調査委員会及び実施方法等調査専門委員会

等を開催し，検討を行うとともに，昭和52年度概算要求に係わる重要な問題については，当協会関係

者と文部省幹部とが直接に連絡協議し，事務的，技術的問題については，国立大学入試改善調査施設

が文部省と具体的協議を行い，いずれも，上記の委員会ならびに理事会に，その内容を報告し，御承

認をいただいてきました。

これらの問題の検討は，アンケート調査の回答に付された意見及び要望事項の主なもの，国立大学

入試事務担当者の意見，高等学校側の意見，私立大学の意見等を勘案しながら,｢国立大学入試改善調

査研究報告書｣(昭49-51）の趣旨に即し，具体的に行いましたが，その結果を別添のとおり「国立大

学入試改善調査研究における残された問題の検討について」にとりまとめましたので，他の参考資料

とともに御報告申し上げます。
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すでに「国立大学共通第一次試験は昭和54年春から実施が決定された」かのような報道があります

が，もとより，当協会は国立大学の入試改善の見地から，諸問題を十分に検討し，共通第一次試験の

実施に関する方針を決定するものであります。しかしながら，高等学校側の関係者は言うに及ばず，

社会全般からも，共通第一次試験の実施に関する11月総会の方針決定が，我が国の教育の全般の正常

化に係わる重要な問題として，注目されているのも事実であります。

これらの社会情勢の中にあって，当協会としては，きたる11月総会において，共通第一次試験の実

施に関する方針を決定する社会的責務を負わされている形となっておりますので，別添の資料を参考

にして，学内において十分に協議をつくされ，１１月総会における方針決定にあたり，大学としての御

意向を表明されるよう，重ねてお願い申し上げます。

なお，文部省は，当協会での残された問題の検討ならびに連絡協議等の結果をふまえて，国立大学

共通第一次試験に関する昭和52年度概算要求を大蔵省に提出いたしました。

この概算要求の概要及び当協会と文部省との連絡協議の概要につきましては，すでに８月20日付け

国入改第65号「国立大学共通第一次試験について」で御報告いたしました。

別添資料

１国立大学入試改善調査研究における残された問題の検討について

２国立大学共通第一次試験に係る昭和52年度概算要求の概要

３国立大学共通第一次試験に関する調査研究等の経緯

４国立大学共通第一次試験の概要について



-222-

9．各大学における第二次試験のあり方等に関する調査について（依頼）

国入改第９３号

昭和51年12月３日

各国立大学長殿

国立大学協会

入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

すでに御存知のように，当協会第59回総会において「国立大学共通第一次試験実施による大学入学

者選抜方法の改善は，国立大学共通第一次試験に係る所要の諸施策が行われ，残された諸問題が解決

される見通しを得るに至ったので，入学者選抜期日の一元化とともに，昭和54年度大学入学者選抜か

ら実施可能である」との判断に達しました。

この意見を承認するにあたって，この大学入学者選抜方法の改善の成否は，共通第一次試験の趣旨

と方法に対応しつつ，各大学がその学部・学科の特性に応じて自主的に行う第二次試験のあり方にか

かっているとの観点から，第二次試験のあり方をめぐり熱心な協議が行われました。その結果，第二

次試験のあり方と共通第一次試験の成績の利用については，各大学がその学部・学科等の特性に応じ

て早急に自主的に決定すべきものであるが，全国的に同系同種の学部・学科等の間で，それぞれ特色

を有しているとはいえ，いちじるしく差異を生ずるような事態は好ましくないとの意見が多く，各大

学における第二次試験のあり方等の検討の過程，又は一応の結果等を当委員会が連絡調査し，各大学

にその結果を提供して，検討の参考資料にするとともに各大学相互間の意見交換を促進することにな

りました。

つきましては，これらのことから，各大学における第二次試験のあり方等の検討状況について，別

紙の「調査実施要項」により，調査票を作成し，昭和52年３月31日までに回答くださるようお願いい

たします。

なお，第二次試験の実施教科・科目等及びその実施方法等は，各大学・学部が早急に自主的に決定

すべきものでありますが，その検討にあたっては，
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①出題にあたっては共通第一次試験に課せられていない科目に限ることが望ましい。

同一科目の出題を行う場合には記述力，考察力，表現力等のテストを論文形式で行うなどの配

慮が必要である。

②入試全般の観点から，大学側と受験生側がともに負担増にならないよう，できるだけ科目数，

出題量を少なくすることが望ましい。

③可能であれば面接等とあわせて口頭による試問をも加えろ。又，特定大学では面接等を行い，

第二次試験は実技検査のみで十分な場合も考えられろ。

④共通第一次試験の成績と第二次試験（必要に応じて行われる実技検査を含む｡)の成績とを適正

に総合して，学力検査の成績とし，必要に応じて行われる面接，小論文の結果及び調査書等とと

もに判定の資料とする。

⑤共通第一次試験による予備選抜は原則として行わない。入学志願者が極度に多く，そのために

十分綿密な第二次試験が行い得ない大学において，止むを得ず予備選抜を行う場合でも，入学定員

の少くとも３倍程度の数は第二次試験を受験できるよう配慮する。

等を示した，国立大学入試改善調査研究報告書の「第二次試験のガイドライン」を参照のうえ，その

趣旨に十分留意されるようお願いします。

おって，文部省との連絡協議の結果によりますと，文部省は上記の総会の決定に基づき，高等学校

関係者の要望等を勘案して，昭和54年度大学者選抜から国立大学における共通第一次試験実施による

入学者選抜方法の改善の実現に関し,｢大学入学者選抜方法の改善に関する会議（文部省)｣に諮り，

①昭和52年度政府予算案決定後（昭和52年１月頃）に国立大学における共通第一次試験の実施を

予告することを予定

②昭和52年度予算成立後（昭和52年４月頃）に昭和54年度国立大学における入学者選抜の実施要

項を公表する予定

③昭和52年６－７月末に，各大学が昭和54年度大学入学者選抜における第二次試験の実施教科・

科目等及びその実施方法，面接，小論文，実技検査等の有無とその内容，予備選抜の有無とその

方法等を公表することを期待

などの予告等を行う意向を持っております。

〔参考〕第二次試験の科目数に関し，大学入試改善会議では，最低必要な１～２科目に限るのが望

ましいという意見が大勢を占め，全国高校長協会，全国普通科高校長協会等は１－２科目に限る

べきだと強く要望していろ。なお，３教科３科目が適当であるとの個人的意見が国立大学教官の

中に多いといわれていろ。他面,一般的な意見として，１科目にしぼるべきだとの強い主張がある。
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各大学における第二次試験のあり方等に関する調査実施要項

国立大学協会

入試改善調査委員会

調査の趣旨

各大学・学部における第二次試験のあり方及び共通第一次試験の利用方法について，検討の過程

及び一応の結果を調査し，同系同種の大学・学部ごとにとりまとめ，その結果を大学名を省略して，

各大学に配布し，参考資料とするとともに，各大学間の意見交換を促進し，各大学における第二次

試験のあり方の検討を援助しようとするものである。

なお，必要があれば本調査を再度実施する。

２調査票の提出期限

昭和52年３月31日（必着）

調査事項によっては，検討中で記入できない場合はその事項欄に「検討中」と記入する。

３調査事項

(1)学力検査の教科・科目等について

(2)学力検査以外の選抜方法について

(3)代替科目について

(4)共通第一次試験の成積の利用法について

(5)合格者決定にあたっての第２志望等の取扱いについて

(6)予備選抜について

４調査票の処理

昭和52年４月下旬までに，同系同種の大学・学部ごとに集計整理し，各大学に配布する。

'
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５調査票の提出先及び問合せ先

国立大学入試改善調査施設

〒153東京都目黒区駒場２－１９－１

ＴＥＬ東京03-465-3948-9

調査票記入に当っての共通の留意事項

(1)各表の記入は，特に指定のないかぎり学部を単位として記入して下さい。なお，学部以外の区分

により入学者選抜を行った場合で，これを学部単位に直して記入することが困難なときは，当該選

抜単位（文類、理類等）を学部に準じて取扱って下さい。

(2)該当欄に○印を記入する欄において，幾つかの学部が全く同様の状況であった場合は，一括して

－欄に記入し，これに該当する学部数を「学部数」欄に記入するとともに，その学部名を「学部」

欄に列記して下さい。また同一大学内の全学部が全く同様の状況であった場合には「学部名」欄に

学部名に代えて「全学」と記入し,｢学部数」の欄には全学部数を記入して下さい｡(同一学部内で学

科又は課程等により状況が相違した場合には，上記に準じて区分して記入して下さい｡）

(3)記入欄が不足する場合は，適宜欄を追加して記入して下さい。
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1．学力検査の教科・科目等について

(1)昭和52年度入学者選抜において

］
外語

選択科目

数学

出題科目

姜綱:曇雫寄辮瀞薑瀞三ｉｉ
■■■■■■■■■■■■■■■■■

古
Ｉ
乙

古
Ｉ
甲
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・

現
・
国
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■
寺の第二次試験において次試

》
柞
鯏

共通第

Ⅲ
｜
区
分
番
号
一

一個

２

禾斗 ｉ雪択科目選択科目

藷諄十糒糯瀞魏
ⅡｌⅡ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

1．該当科目の欄に○印を記して下さい。３．理科の科目選択方法については、備考欄に記入して下さい。

2．「科目選択数」の欄には、何科目選択させるか数を記入して下さい。（例）〔物理Ｉ.Ⅱ〕〔化学１．ｍ〔〕…の中から２個選択。

注
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2．学力検査以外の選抜方法について

（１）昭和52年度入学者選抜において

１Ｊ筐
,ＴＩ

碑露課す場合
さ

(､す時間，.容

ｉ ■
■
■
■

碑
裏
い
■
■
■

L」

■
■
■
■

(2)共通第一次試験実施時の第二次試験において

U薑 :|學時聲吏場蟇

■
■
■
■

卸
さ
な
い

卜Ｅ
｢課さない｣、「課す」の欄に○印を記して下さい。

｢課す場合」は、１人当りの所要時間および内容等蓬できるだけ記入して下さい。

(注） １
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酌
函
『
Ｉ
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鐸
さ
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鐸
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1
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３

４

５

６
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学
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鋼２
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す 課す場合

時間 内容

実技
割Ｈ
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〃:辰
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碑
す 課す場合
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さ
尼鷹
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課
す 課す場合

時間 字数 内容

備考

１

２

３

４
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3．代替科目について

（１）昭和52年度入学者選抜において

！代替科目〒茄郵子市凸〒叶寺科目代替科目科目代替科目科目代替科目

一－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■￣~了■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■-－ｉ■■■■U■■■■■■■■■■■■■■■■
■￣とT-U■■■■■■■■■■■■■■■
■￣■￣＝U■■■■■■■■■■■■
■■￣￣~￣IJI

2）共通第一次試験実施時の第二次試験において

丁や翠丁~1Mコ子ﾄﾔ寺科目代替科目科目代替科目科目代替科目

一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■
￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

￣＿￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■
－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■~－－百■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■
~￣~￣■￣￣￣￣；

区分

番号
学部数 学部名 学科等
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数学
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科目 代替科目
備考
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６

７
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4．共通第一次薗験の成績の利用法について

！
区
蛍分
審
号

学

義

学
部
名

学力検査の成積の判定にあたって、共通第一次試験と第二次試験の成積巷どのような方法で利用すること

老検討されておりますか。具体的に記入してください。

１

２

３

４

５

、６

７

８

９

1０



四
四
・5．合格者決定にあたって第２志望等（第２志望・第３志望・第４志望……）の取扱いについて

■

（１）昭和52年度の入学者選抜において

！

次試験実施時2）共通第

十
一
士
…
塁
ｉ ｊ

＝
１．「行わない｣｢行

２．その他の例があ
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6．予備選抜について
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正
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－
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(2)共通第一次試験実施時

調査票記入鮒L者
Iir属

氏名
連絡先ilj話番号

区
分
番
号

学
部
数

学
部
名

行
わ
魅
い

行

つ

行 つ 場合

基準 方法 発表時期 発表方法

定員の

倍率 その他

第 ￣ 次
学力検査

調査書
による

第一次学力
検査と調念
罫併用

その他 第21k学力検査までの日数

掲
示 本通

人
宛知

備考

１ 日前

２
JＴ

３
HＰ

４

〃
’

５
”

区
分
番
号

学
部
数

学
部
名

行
わ
な
い

行
う

行
-

つ 場合

基準 方法 発表時期 発表方法

定員の
3(細ｈ

その他
共通第一次
試験の成積
による

jt通第一次
試験と調査
爵との併用

その他 第二次試験実施までの日数

掲
示 本:通

人
宛知

備考

１ 日前

２
バク

３
jザ

４
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１０．公立大学の国立大学共通第一次試験成績資料の提供方依頼について

公大協第５４号

昭和51年12月７日

国立大学協会

会長林 健太郎殿

公立大学協会

会長森川晃卿

さきに国立大学協会において決定されました国立大学共通第一次試験について，公立大学はその重

要性に鑑み，進行状況を見守るとともに，種々検討をつづけているところでありますが，本日の公立

大学協会臨時総会で公立大学としても国立大学共通第一次試験の資料を利用したいという方向を協会

として決定いたしました。

ついては，昭和54年度の公立大学入学志願者からその資料の提供をお願いいたしたく，申し入れますb

なお，この件について文部大臣にも同趣旨の御依頼をいたしましたので申し添えます。
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'１．各大学における第二次試験のあり方等に関する検討について（通知）

国入改第３８号

昭和52年４月26日

各国立大学長殿

国立大学協会入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

各大学における第二次試験のあり方等に関する検討について（通知）

先の第59回総会の決定により，各大学における第二次試験のあり方等の検討経過について連絡調査

を行うため，標記に関する調査をお願いしましたところ，調査対象の82大学すべてから回答をいただ

き，ありがとうございました。早速，提出されました回答を，同系同種の学部等ごとにとりまとめ，

若干の集計整理を行いましたので，別添のとおり送付します。

各大学がその学部・学科等の目的，性格，その他の特性に応じて，入学志願者の適性・能力を検査

する第二次試験のあり方については，国会における大学入試センターの設置等のための国立学校設置

法改正案（昭和52年４月22日可決成立）の審議の過程でも，これに関する関心は非常に高く，又全国

高等学校長協会の要望等，各関係方面からの意見も多く，社会的な注目を集めておりますことは，す

でに御承知のことと思います。

去る４月13日開催の入試改善調査委員会及び理事会において，これらの社会的な関心を考慮しつつ，

標記の調査のとりまとめを検討しましたが，第二次の学力検査の教科・科目の数，予備選抜（二段階

選抜）の実施等に関し，若干の問題があるように思われるので，各大学に対して「第二次試験のガイ

ドライン」の趣旨を十分生かして再検討されるよう要請することになりました。

つきましては，共通第一次学力試験の実施による大学入学者選抜方法の改善の成否は，各大学が自

主的に決定する第二次試験のあり方にかかっていろという観点から，各大学におかれては,｢各大学に

おける第二次試験のあり方等に関する調査について」の依頼文（昭和51年12月３日付，国入改第93号

…別紙１）を再度参照され，別添の調査結果のとりまとめを参考にされるとともに,｢第二次試験のガ

イドライン」の趣旨に十分留意されて，今後の「第二次試験のあり方」の検討を促進されるよう重ね
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てお願いいたします。

特に，各大学が必要に応じて行う第二次の学力検査で課する教科・科目の数は，各大学が自主的に

決定する事項ですが，共通第一次学力試験が入学志願者の高等学校における基礎的な学習の達成の程

度を評価するため，主として必修科目５教科６～７科目を通算約10時間にわたって課することとして

いること及び各大学が行う第二次の学力検査の教科・科目が，主として高等学校の選択科目から課さ

れ，共通第一次学力試験の成績と第二次学力検査の成績とを合理的に総合して学力検査の成績とする

ことなどに十分留意され，入学志願者に対して過重な負担を強制することのないよう，又高等学校教

育の正常な発展に障害とならないよう，必要な最少限の数にとどめることに格段の配慮をお願いしま

す。

又，各大学における予備選抜の実施については，多元的な資料によって入学者を判定しようとする

今回の改善措置の趣旨に即し,｢第二次試験のガイドライン」に示すように予備選抜は原則として実施

しないものであること及びその実施は止むを得ざる例外的措置であることならびに入学者選抜期日が

一元化されることに十分留意され，大学が自主的に決定する事項ではありますが，安易に予備選抜の

実施を決定することのないよう格別の配慮をお願いします。

なお，第二次募集方式については，新たに提起されたものでありますが，その国大協における協議
（注）

結果(｢最近における共通第一次学力試験の検討経過|とついて」昭和52年４月26日付，国入改第37号）

を参照され，特別の選抜方法の一つとしてその実施についても検討されるようお願いします。

おって，国立大学共通第一次学力試験の実施に伴う昭和54年度以降の国立大学入学者選抜方法につ

いては，５月末または６月初に，その要項が公表される予定でありますが，各大学が行う第二次試験

の実施教科・科目の内容及びその方法ならびに特別の選抜方法については，７月末までに公表するこ

ととなっておりますので念のため申し添えます。

(注）「最近における共通第一次学力試験に関する検討経過について」は昭和52年４月26日付，国

入改第37号で各国立大学長宛送付済（Ｖ－３項参照）



12．国立大学共通第一次試験に関するアンケート調査（依頼）

共通第一次試験の受験者数を予測するため，全国の高等学校宛下記内容のアンケート調査老行った。

郵便往復はがき

昭和51年11月30日

各高等学校長Ｒｋ

国立大学協会・入試改善調査委員会
委員長岡本道雄

国立大学共通第一次E畑山に関するアンケー、垂(依頼）

国立大学共通第一次試験の実施計画の資料とするため、別

紙のとおりアンケート調査を行ないますので、下記記載要領

のとおりご記入願い、１２月25日までにご回答頂けば幸いです。

〔記載要領〕都.道.府.県ｺｰﾄﾞ_報７－F

藷蕊調査番号-本年度基本霊査の番号庫i蒜司
Ｏ学校名･･･…○○県立と、末尾の高等学校の表示は不要。

Ｏ所在地……○○シ○○マチ１５－１と記入のこと。

Ｏ課程……全日制は１，定時制は２，．通信制は３と記入。

ｏ学科……普通科は１，その他(工･商・農等)は２(2学科

以上あれば合計で記入のこと)､盲・ろう・養護学校

の高等部は３と記入のこと。

ｏ大学志願者……大学を志願した者の実数。

ｏ国立大学志願者数……上記の内、国立大学の志願者実数。

(数字を記入する際､52名の場合匝痢と書くこと)。
ｏ開設科目……表示してある科巨を開設している場合、その

下の番号をｏで囲んで下きい。

ｏ最寄りの国立大学……貴校に近く、交通の便のよい大学を

お知らせ下さい。離島などの場合、その大学が試験場とな

ったとき、宿泊を要するときは２を○で囲んで下さい。

○記入上、不明の点がございましたら

東京O3-465-3949国立大学入試改善調査施設へお問い合

わせ下さい。

加目黒区駒場一一’’九’’
一
東
京
教
育
大
学
農
学
部
構
内

同月ｕ
【【凶
、Ⅲ］国立大学入試改善

鯛
査
施
設
行
。

匠亘一ｲ言Ｉ
Ｌ－■Ｆ－－－－－－－－－－－－

股孟者別

豊|釜|鑿
いずれかを０

つ￣でかこむ二と’'２１３

学校名はカタカナで記入し、濁点・半濁点は１字分とること。

都週府県立と高等学校の衷示はしないこと。

都迩府県は省略し、郡・市・区・町・村・の間は１字分あける二と。例えば

3丁目6番12号の慶示は[Ｚ]FT5~FmZ1のように記入すること。

－
酌
蝉
餉
－

郵便番号 学校基本調査番号
段置者別

国
立

公
立

私
立

〉
ｑ
Ｂ
ｃ

｝
Ｇ
Ｂ
●
■
白

▼
□
■
⑪
■
■

●●●｡●

■●白白白

Ｂ●■Ｐ●

■●■ＵＣ
１ ２ ３

学
校
名

勺
●
■
。
■
●

●
Ｃ
Ｃ
Ｃ
０
Ｂ

■
●
■
①
●
▲ ￣「

■
●
●
●
●
凸

ご
ｑ
Ｂ
Ｃ
ｃ
Ｇ

ご
●
●
巴
●
●

》
●
●
▽
●
凸

■●■●ＢＧ●●

白■の▲Ｇ●●●

●●巳ロ●凸■①

■■■白▲ＧＣ●

●●●▲－■●●

｝
Ｃ
Ｇ
●
●
■

》
●
Ｃ
Ｏ
●
●

■
｜
●
凸
□
｜
●
●

●
●
一
ら
●
●
の

可
●
印
一
Ｐ
●
の

ｐ
Ｃ
ｐ
●
●
●

｜
●
●
●
●
●

）
●
●
●
●
●

午
■
白
ｃ
凸
。

》
■
●
●
●
の

所
在
地

▼
●
●
の
●
●

》
●
●
●
二

▼
Ｃ
Ｃ
Ｃ
●
▲

ご
亡
Ｃ
Ｂ
ｃ
Ｂ

つ
●
●
■
●
●

ご
Ｃ
Ｏ
己
●
の

』
◆
●
●
●
。

ご
■
｜
■
凸
●
巴

》
●
｜
■
巳
Ｄ
Ｂ

ご
Ｃ
Ｏ
●
わ
。

・
Ｐ
ｌ
０
ｃ
Ｔ
Ｏ

一
●
ら
■
凸
●

●

勺

●

.〒＝講

▽

●

凸

｡

｡
●

｜
●
●
凸
Ｃ
▲

Ｐ
●
。
●
●
■

ご
■
●
▽
●
▲

己
●
▲
■
□
●

所
偲
脱
エ

リ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

▼
△
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｓ

勺
■
●
□
●
■

で
ｏ
ｃ
Ｏ
ｐ
Ｃ

】
■
●
｜
Ｇ
申
■

｝
Ｃ
Ｃ
Ｑ
Ｃ
▲

・
Ｃ
Ｂ
Ｃ
の
■

｝
●
●
●
●
●



郵便往復はがき 数字の記入は、例えば52は４桁欄では0052,
3桁欄では052と記入すること。

函
函
。

:灘…|可

□□□□□ 国立大学志願者数大学志願者数

囹阜】『二】】酉一謡一男】ロＰ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■■■

霊｜
月者

＝事露壊

斤更~孑罰イ上棺

卒
者

印
年
３
月
以
前

卒
者

印
年
３
月

高
等
学
校
長
殿

卒
者

佃
年
３
月
以
前

５４年３月５３年３月５２年３月
卒
業
〒
定
者

上記大学が受験場となっ

た場合宿泊を要するか

英鱈以外の外国語

基
礎
理
科

数
学
一

Ｕ

鱈

舅
・
Ｉ

l鱈１ 必嬰とする必要なし
「--F￣〒￣可「￣Ｔ－Ｔ
ＩＩＩＩ１Ⅱ６
010000０
０ＩＯＯＯＵＤ

１ｌ－－－ＩｌＬ－▲-」
いずれかを●でか二む二と

議篝|、

課
程

学
科 卒童者数

大学志願者数

大学 短大

国立大学志願者数

大学 短大

昭
和
副
年
３
月
時

卒
業
者

皿
年
３
月

卒
業
者

印
年
３
月
以
前

□
Ｂ
凸
早
Ｂ
●

■
．
□
■
■
■
●
巳
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
■
Ｔ
Ｏ
Ｇ
・
Ｃ
Ｇ

午
●
■
字
９
０

ロ
■
●
●
Ｂ
▲

。
■
Ｃ
Ｏ
●
二

／
／

／
／

｝
Ｃ
Ｏ
●
Ｄ
Ｂ
。
Ｂ
■
■
｜
●
■

。
Ｃ
●
●
口
孚
▼
●
●
■
●
●

Ｐ
■
□
●
●
白

■
■
■
■
●
■
百
Ｏ
Ｇ
■
Ｃ
ｅ
■
■
Ｃ
Ｃ
Ｂ
匂

ｌ
Ｂ
Ｃ
ｃ
⑤
■

。
●
●
●
●
●

ロ
ロ
■
巳
■
■

●
Ｂ
Ｃ
Ｃ
●
■

ご
●
い
●
ｃ
▲

Ｃ
Ｄ
｜
●
の
。
。

＠
●
●
の
。
◆
ロ
凸
■
●
●
●

・
Ｃ
Ｇ
■
●
Ｏ

》
ｃ
ｃ
■
巳
●

●
■
Ｃ
Ｃ
Ｐ
●

●
■
●
●
の
と

⑤
■
●
の
●
■
■
●
●
●
●
■
■
己
●
●
■
●

。
■
●
｜
●
●
一

。
●
Ｃ
Ｃ
Ｃ
●
ロ
の
●
の
●
●

昭
和
別
年
３
月
時

卒
業
者

釦
年
３
月

卒
業
者

佃
年
３
月
以
前

▽
■
●
・
午
■
▼
凸
■
Ｂ
Ｇ
己
Ｃ
Ｃ
Ｃ
●
●
■

い
■
●
●
▲
Ｃ

Ｃ
０
Ｏ
■
・
●

』
●
■
■
Ｐ
●

▼
●
●
①
■
ｂ

■
●
□
己
●
▲

／
／
／

／

ロ
●
■
■
●
■

Ｐ
Ｇ
■
山
守
●
、
の
■
●
ロ
ロ

Ｕ
Ｇ
Ｃ
●
・
●

。
■
●
●
●
Ｃ

》
ｅ
▲
⑪
●
●

ご
●
・
●
●
｜
■

〕
■
●
●
の
■

ご
■
●
●
の
■

■
●
己
ロ
■
■

■
Ｂ
●
●
●
■

》
巴
・
●
●
●
。
Ｓ
⑪
■
■
■

ご
中
ｅ
Ｇ
Ｃ
ｃ
▼
Ｃ
Ｑ
古
●
●
勺
●
・
●
●
●

。
●
●
・
ひ
の

■
Ｂ
●
凸
■
①
■
●
●
●
Ｂ
Ｇ

Ｔ
・
守
●
●
■

。
？
⑪
●
●
■

や
●
●
▲
●
■

｜
●
●
●
■
●

■
Ｇ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
●

Ｔ
■
●
●
●
●

Ｔ
Ｃ
Ｓ
ロ
●
ら

。
●
●
』
●
●
●
■
Ｃ
Ｄ
■
■

宜校からの殴寄りの国立

大学(漢字記入）

大
学

上記大学が受験場とを つ

たMb会、宿泊を要するか

必要なし 必嬰とする

１ ２

卒
業
予
定
者

52年３月

＆
●
●
●
●
■

■
Ｃ
Ｏ
Ｓ
■
●
。
Ｓ
■
■
０
■

で
●
●
・
●
▲

53年３月

巳
・
Ｃ
Ｏ
●
■

寺
●
●
』
Ｂ
■
。
■
Ｃ
Ｏ
Ｂ
凸

54年３月

●
●
や
●
●
＆

ｐ
■
ロ
■
●
■
■
■
■
●
ロ
ロ

や
Ｃ
Ｄ
Ｓ
一
■
▲

｛馳錘》檗蝕）
開
設
科
目

数
学
一
般

１

基
礎
理
科

２

英
語
Ａ

３

英語以外の外国藷

独
聴

仏
諮

中
国
語

語 鱈 鶴 鱈

４

５
’ ６ ７
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１３．共通第一次試験実施に係る受験者収容可能数調査について（依頼）■

国入改第９８号

昭和52年１月４日

各国立大学

入試担当課長殿

国立大学入試改善調査施設

総主幹田保橋彬

当施設におきましては，共通第一次試験実施に係る諸準備を行っておりますが、その一環として各

国立大学における当該試験の受験者収容可能数を把握し，試験場設定の際の参考資料としたいので，

下記により調査し，別紙様式により昭和52年１月31日までにご回答ください。

記

1．調査の対象となる施設

(1)学内の学部・研究所・付属学校等であって，共通第一次試験の試験室として使用しうるもの。

（通常の入試の際に使用していないものも含む）

(2)調査表は地区・団地毎に別葉で記入すること。

次の室は除外すること。

２．の基準で算出し，収容可能数が30名以下の室，著しい遠隔地で，試験場として使用するこ

とが困難な研究所等。

２．試験室としての受験者収容可能数算定の基準

(1)長机の場合，受験者の座席を１つおきとする。

（例）

○○○○
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(2)個人机の場合，受験者の座席の中心から中心まで約110cmとする。

（例）
約110,1

□□□□
○ＯＯＯ

国立大学入試改善調査施設

〒153束京都目黒区駒場２－１９－１

東京教育大学農学部構内

ＴＥＬ03-465-3049

．追って，参考資料として保存したいので，ご回答の際，昭和52年度賞学学部学生募集要領を同封し

て下さい。

（別紙様式）

大学

地区

団地

共通第一次試験に係る受験者収容可能数調査について（回答）

受験者を収容しうる

教室等の大きさ（Ａ）

室数

(Ｂ）

小計

(Ａ）×（Ｂ）
備考

人収容

合計 名
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１４．昭和51年度国立大学共通第一次試験の実地研究についてのお願い

昭和51年６月１日

国立大学協会

入試改善調査委員会

大学入試制度の根本的な改革は本質的には教育制度そのものの改革と相俟ってはじめて解決される

ものではありましょうが，教育制度や大学そのものの改革は一朝一夕にその成果を期待できるもので

はありません。一方入試の改善は今日現実の問題として社会からも強く要望されているところであり

ます。また最近，高等学校では自らの持つ教育の本旨を生かす目的で，そのカリキュラムに大幅な選

択制を取入れておられますが大学入試が従来のままではせっかくの改善の趣旨も生かされないと思い

ます。

国立大学協会では昭和46年以来入試調査特別委員会を設け，かねてよりの懸案であった入試制度の

問題点の検討を行ってきましたが，共通第一次試験を行うことが多少とも高校教育の正常化，受験生

に対する客観的判定，出題の適正化および一発勝負の防止などに役立つであろうという期待を持つに

至りました。

共通第一次試験は受験生の高校における学習の達成度を評価することを主眼とする基礎的な学力試

験とし，この他に各大学で行うそれぞれの大学・学部・学科等への適性をみる第二次試験と組合せら

れる性質のものであります。共通第一次試験においては毎年全国立大学が衆知を集めて出題できるた

め，従来ややもすると指摘されることのあった受験生を苦しめるだけの「無理な問題Ｉがなくなるこ

とが期待され，従ってより適正な問題が作成できるものと思われます。

また受験生の立場からしますと従来のような一発勝負ではなく共通第一次試験による基礎的な学力

試験と各大学独自に行われる選抜との二本建てになり，従来より，より明確に大学における自己の教

育適正が評価されることとなると考えられます。

上記の趣旨に基づき昭和48年に入試改善調査委員会を発足させ，爾来鋭意検討を続けますとともに，

この委員会の計画のもとに昭和49,50年度は全国７地区において試験問題実地研究を実施しました。

これの実施に当っては関係各方面から多大のご協力をいただき深く感謝いたしております。

これまでの調査研究の結果については，すでにご承知のとおり年度毎に「国立大学入試改善調査研

究報告割をまとめ，関係各方面に配布してご意見を伺っているところでありますが，昭和51年度に
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おいては，これらのご意見をもとにして，さらに専門的技術的問題や再検討を必要とする問題の調査

研究を行うこととしており，また試験問題実地研究も，前年度に引き続き別紙実施要項により実施す

ることにいたしました。

つきましては，別紙実施要項をご高覧の上，これの実施に対して格段のご協力を得たくお願い申し

上げます。



5．受験申込書

昭和51年度国立大学共通第一次試験実地研究受験申込害
国立大学協会入試改善調費

(悪銭）

①
同
一
事
項
が
『
漢
字
等
で
配
入
す
る
・
楓
」
と
「
カ
タ
カ
ナ
等
で
記
入
す
る
掴
」
と
の
２
カ
所
に
設
け
て
あ
る
の
で

い
ず
れ
も
正
し
く
、
て
い
ね
い
に
記
入
す
る
こ
と
。

②
太
縫
で
か
こ
ん
で
い
る
部
分
は
高
校
側
が
配
入
す
る
の
で
受
験
者
は
肥
入
し
な
い
こ
と
。

函
跨
済

高等学校へのお囲い： 太線でか二んでいる寓校コードは文部省の学校基本餌査に用いている学校番号巻妃入してください。また高校整理番号は受験申込者
について一連番号を付して《ださい。その堵合の妃入はOOLOO2、００３、…･･･OI2のようにして《ださい。

屈1京大単慨今入試甜藝調春季冒今

漢字等で記入する欄 カタカナ等で記入する欄(コンピューター用）

部道
府県

立 高等
学校

燭。

杖Ｆ
寓校名 ①

、■ｉ００

，，１０１

，０9０８

ウｂＩＯＯ

Ｐｕｎｏｃ

ＩＵＩ96

ｑ
－左右２ヶ所とも高校側で記入する二と。

湛校

整理番号
② 丹－－

男

女

￣■マー--－－－－－－亡■■■■￣￣■■■■■■■■￣￣■■￣￣￣－－－－－－中字■■＆七■△■‐－＝－－－－

姓名

性別

姓と潟、問Iよ】字分あける二と。（聖人例）

濁点瞳l守分とること。

③ ④
いすIuかの数字

ぱぞ0でかこむ二
と ■

張力！
●ｌ

■ ﾀ！ 1鋸．Ｉン1ダロウ！
■■

●

■

FO

■１

男;女

１ ２

氏名

昭和年月日堆 生年月日 ⑤
(麗人例)３３年３月29日生れは－し 313 ０ ３ ２i９年 ＩＪＩ

肝

いずれかを○でか二心－し
選択する

選択しない
数学一般 ⑥ q－－数字を○でかこむこと選択する １

いずれかを○でか二む－＋
1選択する
1選択しない

基礎理科 ⑦F量ﾏﾏ子7zTI1←数字を○でかこむこと

Ｔ匠
－－で－－￣■

Ⅲ
!~１

郁道，ｈ

府県郡
■■￣￣--￣￣￣￣--－－-－-－￣■￣￣■￣●￣＝￣--￣■￣￣￣￣■￣￣￣■■￣￣■＝￣■｡■■■｡｡￣●

区
町

村

■■￣⑤■■￣■■￣■■■￣￣￣▲-－--Ⅱ■■￣----■■￣◆--￣￣ｓ'■Ｂ中一■Ｃ－－▲￣－Ｃ■－－－－－－－－

様方
■■■■■■￣ロ‐'■ﾛ‐■■￣ロロﾛ■､￣■■■■￣￣￣￣－－--－－－－－￣－－－－－－￣￣－口○千●￣の￣－－■中●￣－－

郵便番号

現住所

③

⑨

都道府県名は記入しないこと。

地番とアルファベット以外はカタカナで記入すること。

区'１J郡、町村、区町名等の間は１字分あけること。

濁点は１字分とる二と。

(記入例）

Ｓ●

・9
0け

一子

■ﾛﾛ白■ﾛUOpP●凸巾

OpPoC●■■■●､■

１■$●曰OqO巾｡⑰U◆

■■■■⑰●●ﾛ■■①6■

1びり●PPqd■■●■■

･PbDPdB■■色白､
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16．受験申込者名簿

５

５

０

注意

受験申込者名繍は各人から提出された受験申込轡から正しく転記願います。

整理番号欄には各人の受験申込響に付した整理番号と同一のものであるかどうかの確認を

願います。

高校コードの記入は文部省の学校基本調変に用いている学校番号を記入願います。

性別ま該当する数字を○でかこんでください。

1．

２．

◆
●

（
ご
一
）
。
■
犯
」
」

１
１

Ｊ
】

高校名 高校コード

所在地
〒

電話
市外局番局番番

－（）－

整理番号 姓名（カタカナで姓と名の間は１字あけて記入してください） 性別 備考

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

脚
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

～５
１

女
２

～リ
１

女
２

～リ
ー 女

２

男
１

女
２

男
Ｉ

女
２

脳
『
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２
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'７．受験票

昭和51年度国立大学共通第一次試験実地研究
国立大学協会

受験番号受験 票

０６１－０１

ホツ、イト■ウ
qリツホ゛ｇコヨロイコワホコト■ウリ

１７チヨウメミプミ１００１
フルカワタカヨョツマカタ

様ｶッキブオミ

０１２

注意事項

１．当日はこの受験票を必ず持参すること。

２．当日はＨＢ鉛筆と消しゴムを持参すること。

３．解答を誤ってマークした場合は消しゴムでていねいに

消す二と。

４．数学一般・基礎理科を選択した場合は、該当欄に＊が

記入してあるので確かめること。

受験番号 0３２９，

試験実施委員会 ホツカイト■ウタロイが，

試験場 ホツカイト■ウタ■イカ■,

試験場コード ０１１－１．

出身高校 ワツホ●ロケイセイ

高校コード ０１－５５１６ 整理番号 ０１２

基礎理科数学一般
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１８．受験者の心得

試験期日・試験教科

10月１０日（日曜日)，10月１１日（月曜日）

国語・社会・数学・理科・外国語の５教科について試験を行います。

試験場………試験場については，同封の受験票および「試験場一覧」を参照してください。

試験日時

１

２
３

４受験者は９時までに試験場に到着して，監督者の指示をうけるようにしてください。

５受験票は試験当日必ず携帯してください。万一受験票を携帯しない場合は，監督者に申し出てそ

の指示をうけてください。また受験に必要なもの以外は持参してばいけません。

６試験室においては，受験票に表示してある受験番号と同一であるかを確認の上自分の受験番号の

席についてください。ただし，机上の受験番号は末尾のアルファベットを省略してあります。

７試験室にはいってからは，試験の開始前にも，参考書類を見てはいけません。

８受験中は受験票を常に机上に置いてください。

９解答には必ずＨＢの黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）を使用してください。色鉛筆・ベン・

ボールペンなどは使用できません。解答を誤ってマークした場合は，消しゴムでていねいに消して

ください。

10鉛筆削り用具は使用してもかまいませんが，下敷，定規，コンパス，筆箱などは机上に置いては

事項
10月10日（日）

国語 数学 社会

10月11日（月）

理科 英語

○試験室入室 ９：００ １２：２０ １４：５５ ９：００ １２：0５

○問題冊子，解答用紙の配付，受験の説明 ９：１５ １２：２５ １５：00 ９：０５ １２：１０

○試験開始 ９：３０ １２：３０ １５：１０ ９：１５ １２：１５

○社会，理科の選択しない科目の解答用紙回収 １６：１０ １０：１５

○時間内退出の許可 １０：３０ １３：３０
選択しない解答
用紙回収後

許可し
ない

○英語の聴解力テスト １３：３０

○試験終了 １１：３０ １４：３０ １７：１０ １１：１５ １３：５５

○アンケート調査 (昼食） (休憩） (昼食） １４：００
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いけません。

１１時間中の退室は，監督者の指示をうけてください。

１２問題冊子は，監督者から試験開始の指示があるまで，絶対に開いてはいけません。

１３配付される解答用紙の左上には，あらかじめ受験番号を印刷してあるので，受験票に表示してあ

る自分の受験番号と同一であるかどうかを必ず確認してください。

１４社会・理科（基礎理科を除く）はいずれも２科目を試験室において選択し解答してください。

１５数学一般，基礎理科については，あらかじめ選択科目として届け出た者のみが解答することになっ

ています。試験室において変更することはできません。

１６英語の試験においては，１３時30分から聴解カテストを行いますからあらかじめ承知おきください。

１７問題冊子の注意事項をよく読んでください。監督者の「やめ」の合図と同時に鉛筆をおき監督者

の指示にしたがってください。また監督者の指示があるまで，退室してはいけません。

１８解答用紙は絶対に室外に持ち出してはいけませんが，問題冊子は持ち帰ってください。

１９試験室においては，すべて監督者の指示にしたがってください。

注意１問い合わせは高等学校を通じ各試験場大学の試験実施委員会に申し出てください。

２昼食は各自で用意してください。

３英語の試験終了後，アンケート調査を行いますのでご協力ください。

試験場覧

実施大学 試験場 試験場最寄りの下車駅 試験室案内の掲示場所

北海道大学 法学部 地下鉄南北線「北12条」 文系講義棟入口

北海道教育大学 函館分校 市電「新世橋」または「宮前町」 学生通用ロ

室蘭工業大学 室蘭工業大 東室蘭駅から道南パス「室蘭工大前」 正門

小樽商科大学 小樽商科大 小樽駅からパス（最上線)｢朝日通」 正門

帯広畜産大学 帯広畜産大 帯広駅からバス（畜大農場行)｢畜大正門前」 正門

旭川医科大学 旭１１１医科大 旭川駅から軌道バス（東神楽線）零号停留所 学生玄関

北見工業大学 北見工業大 北見駅から市バス「工大前」 正面

弘前大学 人文学部 弘前駅からバス（松原線)｢弘前大前」 人文学部玄関

岩手大学 工学部 盛岡駅からバス（黒石野線)｢岩手工事事務所前」 工学部正門

東北大学 農学部 仙台駅から市バス「農学部前」 農学部講義棟入口

秋田大学 教育学部 秋田駅から市バス「秋田大前」 正門,教育学部受付前

山形大学 教養部 山形駅からバス「山大前」 正門掲示板
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(注）試験場への道順は一例を示したものであり，各自の経路はあらかじめ調べておくこと。

実施大学 試験場 試験場最寄りの下車駅 試験室案内の掲示場所

福島大学 教育学部 福島駅からバス「福大前」 教育学部正門

茨城大学 教養部 水戸駅からバス「茨大前」 正門

宇都宮大学 教養部 宇都宮駅からパス「字大前」 正門

群馬大学 教養部 前橋駅から東武パス「自動車教習所前」 正門

千葉大学 教育学部 国電総武線西千葉駅北口 正門及び南門

東 京 大学 法学部 地下鉄丸の内線「本郷三丁目」 正門掲示板

一橋大学 国立本校 国立駅南口 正門

新潟大学 人文学部 新潟駅からバス「新大正門前」 正門

富山大学 経済学部 市電又はバス「大学前」 正門

金沢大学 教養部 金沢駅からバス「兼六園下」 石川門

福井大学 教育学部 市バス「福井大学iiiLl 正門

山梨大学 工学部 甲府駅北口からバス「大学iinl 正門

信州大学 理学部 松本駅からバス「信大前」 正門入口

岐阜大学 教育学部 パス（長良岐大行・おぷさ行)｢長良岐大前」 教育学部玄関

静岡大学 教養部 新静岡センターからパス「静大前」 教養部掲示板

名古屋大学 経済学部 名古屋駅からバス「名大前」又は地下鉄「本山」 玄関

三重大学 教育学部 近鉄「江戸橋別 徒歩15分 正門

滋賀大学
経済学部

教育学部

彦根駅から近江バス「栄町」

石山駅から京阪パス「滋賀大iii」
正門

京 都大学 法，経学部 市電又は市バス「東一条」 正門

大阪大学
医学部

歯学部

梅田阪神百貨店前から市バス（55,75)｢田蓑橋」

又は地下鉄四シ橋線「肥後橋」

医学部玄関

歯学部玄関

神戸大学 経営学部 市バス（鶴甲団地行)｢神戸大前」 正門

奈良教育大学 教育学部 奈良駅から市内循環バス「高畑町」 正門及び学内掲示場

和歌山大学 経済学部 和歌山駅から ｢和歌山バス車庫前」 正門

鳥取大学 教養部 鳥取駅からパス「大学前」 正門

岡山大学 教育学部 岡山駅から市バス「岡山東門」 教育学部玄関前

広島大学 教育学部 広島駅から電車，バス（字品行）で「広大前」 教育学部玄関

山口大学 教養部 小郡駅から市バス（山口行)｢湯田温泉」徒歩30分 正門

香Ⅱ｜大学 教育学部 高松駅から市内パス西通線西廻り「大学前」 正門

愛媛大学 理学部 松山駅から市電「日赤病院前」 理学部講義棟入口

高知大学 文理学部 朝】薑｢駅から徒歩５分電車・パス「大学前」 正門

九州大学 文科系学部 博多駅から電車（貝塚行)｢九大中門」 中門

長崎大学 教養部 長崎駅から電車「長崎大前」 正門

熊本大学 工学部 交通センターから市バス「熊本大前」 工学部正門

宮崎大学 教育学部 宮崎駅からバス｢橘通３丁目｣にて乗換え｢花殿町」 正門

鹿児島大学 教養部 西鹿児島駅から市バス「法文学部前」 教養部掲示板

琉球大学 教養部 銀バス「琉大入口」 正門守衛室前
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１９．昭和51年度国立大学共通第一次試験実地研究

監督者要領

実施方法等調査専門委員会

①試験実施にあたっては，以下の事項にしたがって進行する。

②英語の聴解力テストに際し，テープレコーダーを操作する職員が配置されていない場合は，その

操作をあらがじめ習得する。

試験実施時刻表

※数学および理科の解答用紙配布については３項の(3)、(4)参照のこと。

監督者入室

各教科の試験開始前に試験本部から試験問題等を受領する。

10月10日（日）

国語 数学 社会

10月11日（月）

理科 英語

監督者入室 ８：５０ １２：２０ １４：５５ ８：５０ １２：0５

受験者入室 ９：００ １２：２０ １４：５５ ９：00 １２：0５

解答用紙
配付枚数

１ １
※

６ ４
※

１

露縣}配付 ９：１５ １２：２５ １５：００

５０●
●

９
。

１２：１０

試験時間
９：３０～１１：３０

120分

１２：３０－１４：３０

120分

１５：１０～１７：１０

120分

９：１５～１１：１５

120分

１２：１５～１３：５５

100分

遅刻限度 １０：00 １３：00 １５：４０ ９：４５ １２：４５

欠席調査 １０：００ １３：00 １５：４０ ９：４５ １２：４５

選択しな

い解答用

紙

回収

回収
枚数

／ ／ １６：１０

４

１０：１５

２

／

時間内退室許可 １０：３０ １３：３０ 選択しない解答用紙回収後 許可しない

残り時間通告 １１：２０ １４：２０ １７：００ １１：０５

終了合図 １１：３０ １４：３０ １７：１０ １１：１５ １３：５５
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２受験者入室

監督責任者は受験者を着席させ，次の注意を与えろ。

ア受験票の受験番号と同じ席につくこと（ただし，机の上の受験番号は末尾のアルファベットを

省略してある旨，知らせろ)。

イ机の上に受験票を置くこと。

ウ机の上には受験票のほか鉛筆（ＨＢ）・ナイフ・消しゴム以外を置かないこと。

エ解答には必ずＨＢの黒色鉛筆を使用し、色鉛筆・ペン・ボールペンなどは使用しないこと。

オ合図があるまで問題冊子を開かないこと。

３問題冊子・解答用紙の配付

※数学および理科の解答用紙配付については(3)，(4)参照

(1)解答用紙にはあらかじめ受験番号を印刷してあるので，受験票と照合して配付する。

(2)解答用紙に異常があったときは予備のものと交換する。このときは試験調査表の備考欄に｢予」

と記入し，解答用紙袋の所定欄に受験番号を記入する。なお不用になった解答用紙は×印を付し，

問題冊子袋に納めろ。

(3)【数学の解答用紙配付上の注意】数学は数学一般と数学Ｉのいずれかを選択することになって

いるが，数学一般は事前に届け出た者に限っており，選択者の有無は試験調査表の科目欄に＊印

で表示してある。

(4)【理科の解答用紙配付上の注意】理科５科目のうち基礎理科は事前に届け出た者に限っており

10月10日（日）

国語 数学 社会

10月11日（月）

理科 英語

監督者入室 ８：５０ １２：２０ １４：５５ ８：５０ １２：０５

受験者入室 ９：0０ １２：２０ １４：５５ ９：0０ １２：０５

国語 数学 社会 理科 英語

解答用紙
配付枚数

１ １
※

６ ４
※

１

問
解 }配布 ９：１５ １２：２５ １５：00 ９：０５ １２：１０
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選択者の有無は試験調査表の科目欄に米印で表示してある。

(5)問題冊子および解答用紙配付後に次の注意を与えろ。

ア問題冊子の表紙にある注意事項を読むこと。

ただし，最初の試験（国語９：15-）のみ，監督者が読みあげろ。

イ解答用紙の左上の所定欄に氏名（カタカナ）を，中央部の所定欄には受験番号を記入する。

また右上の所定欄には受験番号を正しくマークすること。

ウ【社会のみの注意】配付した６科目６枚の解答用紙のうち２科目を選択すること。ただし，

地理Ａと地理Ｂを２科目として選択しないこと，また試験開始60分後に選択しない科目の解答

用紙を回収する。

エ【理科のみの注意】基礎理科選択者は１科目で解答用紙１枚でよいが，その他の者は基礎理

科以外の４科目４枚の解答用紙のうら２科目を選択すること。また試験開始60分後に選択しな

い科目の解答用紙を回収する。

４試験時間・時間内退室許可時刻・残り時間の通告

試験時間等をあらかじめ知らせる。なお，時間内退室のさいは，答案を直接提出させる。

画詳

1２．１５－

〔英語のみの注意〕１３時30分から15分間聴解力テストを行う旨，あらかじめ通告する。

５試験開始合図

(1)振鈴等の合図によって開始するが試験本部の指示がない限り，試験問題についてはいっさい説

明しない。

(2)【数学の試験開始合図後に注意を与える】

数学一般，数学Ｉのそれぞれの問題の冒頭に解答上の特別な注意があるので読むこと。

国語 数学 社会 理科 英語

試験時間
９：３０～１１：３０

120分

１２：３０～１４：３０

120分

１５：１０～１７：１０

120分

９：１５～１１：１５

120分

１２：１５～１３：５５

100分

時間内退室許可 １０：３０ １３：３０ 選択しない解答用紙回収後 許可しない

残り時間通告 １１：２０ １４：２０ １７：００ １１：０５
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６遅刻限度

試験開始後30分を経過した場合は原則として入室を許可しない。ただし，特別な事情があったと

きは，試験本部と連絡をとって処置する。

７欠席調査

欠席者を調査し，試験調査表に打出してある受験番号を○で囲みその合計を末尾に記入する。欠

席者の解答用紙は回収して問題冊子袋に納めろ。

８選択しない科目の解答用紙の回収（社会・理科のみ）

選択しない科目の解答用紙を回収し，その枚数を確認した上，問題冊子袋に納めろ。

（注：試験室の構造上，試験時間中に回収することが困難な場合は終了後でよい）

９時間内退室許可

時間内に退出を許可した場合は，受験者本人に答案を直接提出させ，監督者は答案の受験番号と

氏名および右上の受験番号マーク欄が正しく記入されているかを確認した上，試験調査表の該当科

国語 数学 社会 理科 英語

１０：0０ １３：００ １５：４０ ９：４５ １２：４５

国語 数学 社会 理科 英語

１０：００ １３：００ １５：４０ ９：４５ １２：４５

国語 数学 社会 理科 英語

回収 ／ ／［ １６：１０ １０：１５ ／
回収枚数／ ／ ４ ２ ／

国語 数学 社会 理科 英語

１０：３０ １３：３０ 選択しない解答用紙回収後 許可しない
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目欄に○印を付す。ただし，社会・理科の場合は８項の処理後に退室を認めろ。また，英語につい

ては聴解カテストの関係上，時間内退出を認めない。、

|Ｏ残り時間通告

残り時間が10分であることを知らせろ。ただし，英語は聴解カテストの関係から知らせない。

１１試験終了の合図

「｡

L‐

(1)振鈴等の合図によってやめさせるが，次の注意を与えろ。

ア許可するまでは退出しないこと。

イ受験番号および氏名の記入を確認し，とくに答案の右上にマークした受験番号が正しいか確

認すること。

(2)監督者は答案を科目毎の番号順に取りそろえ，試験調査表の科目欄に○印を付し，その合計を

末尾に記入するとともに，解答用紙袋の所定欄に記入する。回収した答案が過不足ないことを確

認したら受験者の退室を許可してよい。ただし，英語の試験を除く。

(3)【英語の試験終了後のアンケート調査】今回の実地研究についてのアンケート調査を行うので

答案回収後にアンケート調査票を配付し，記入させてから退室させる。

(4)予備解答用紙を使用した場合，その答案を最上部にし，答案は折れないように解答用紙袋に納

め，試験本部に引渡す。

国語 数学 社会 理科 英語

１１：２０ １４：２０ １７：00 １１：０５

国語 数学 社会 理科 英語

１１：３０ １４：３０ １７：１０ １１：１５ １３：５５
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21．実地研究実施についての注意事項

Ｉ試験問題等の発送・返送について

１試験問題等の送付

（１）９月24.25日に各大学向け日通品川支店から発送します。

'…健:'二二'二t鶉ii鰐:枡…讃す。
（３）この中には試験問題冊子，解答用紙およびそれぞれの分封用封筒，アンケート調査票、英語

聞きとりテスト用のテープが入っています。

（４）貴大学最寄りの日通支店長経由で定められた責任者が，貴大学の「試験実施委員会事務担当

委員」を荷受人としてお届けします。９月28日頃までには到着する予定です。

（５）当方で封印したものを確認のうえ，上記荷受人の「印」で受領して下さい。

（６）荷物が到着次第国立大学入試改善調査施設あて電話でお知らせください。

（７）なお，内容確認のうえ「試験問題・解答用紙配布数内訳」の控に受領印を押して当施設あて

郵送して下さい。

２答案等の返送

（１）返送していただく内容は

イ答案及びアンケート調査票返送明細書

ロ答案（解答マークシート）

ハ試験調査表

ニアンケート調査票

ホ英語聞きとりテストの予備テープ１本

(2)Ｍ４コンテナ１個に格納して下さい｡(その他のコンテナは答案返送の際日通が引取ります｡）

(3)答案の取扱い

イ試験終了後，科目ごとに答案と試験調査表を照合して下さい。その際,｢予備」解答用紙を

使用した場合には解答用紙袋に，その受験番号を記入すると同時に，その答案を最上部に重

ねることになっていますので，確認して下さい｡(監督者要領'１－(4)）

ロ照合した答案は解答用紙袋に入れたまま，一括してダンポール箱に収めて下さい。
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(4)アンケート調査票は回収後，答案と識別しやすいよう，貴学の封筒に入れ，答案と共にダン

ポール箱に収めて下さい。

(5)試験調査表は，貴学の封筒に入れ,アンケート調査票を入れたダンボールの中に収めて下さい。

(6)答案及びアンケート調査票返送明細書,答案,試験調査表，テープ，アンケート調査票をＭ４

コンテナに格納し，パッキングで固定して下さい。

(7)１０月12日（水）午後２時頃，配送した日通の責任者が引取りにまいります。試験実施委員会

事務担当委員立合いのうえ封印して引渡してください。（封印用品は問題冊子のコンテナに同

封してあります｡）

(8)輸送料は往復とも一括して当施設が負担し，契約済みです。

Ⅱ配付物について

１試験室割当表

（１）試験室ごとに割当てた受験生の数，先頭（ＦＲＯＭ）の受験番号と末尾（ＴＯ）の受験番号を

例挙します。

（２）試験室の表示は各大学で報告のあった教室名に代え，01,02,03,……と表示してあります。

２受験者名簿

（１）受験番号，受付番号，氏名，高校名を表示し，試験室ごとに別葉になっています。

（２）スウ…は数学一般，キソ…は基礎理科の意味です。これらの科目の選択者には＊印を付して

あります。

（３）受付番号は，高校コード・整理番号の連結コードです。

（４）受験者を5暗順に配列し，これに受験番号を振付けています。

３試験間題

（１）国語・数学・社会・理科・英記の５分冊となっています。配付数は「試験問題・解答用紙配

付内訳」によって確認して下さい。

国語・英語は200部単位，数学・理科は100部単位，社会は50部単位で包装してあります。

ただし端数は別封包です。

（２）「試験室割当表」に従って教科別，試験室別に予備（各室３部）を含めて問題冊子袋に分封

して下さい。

（３）英語聴解カテスト用のテープについては録音してある説明を聞きながら音量調節など必要な



-255-

準備をお願いします。

（試験問題・テープは別途送付）

４解答用紙

（１）折り曲げたりしないよう取扱いに注意して下さい。

（２）科目毎に色刷りしてあり，配布数は｢試験問題･解答用紙配付数内訳｣によって確認して下さい。
（３）解答用紙には試験場コード（４桁）と受験番号（５桁）が印刷してあります。ただし，予備
解答用紙には３桁の試験場コードのみ印刷してあります。また数学一般と基礎理科は，これら

の選択者の分のみ受験番号を印刷してありますので,｢試験室割当表」に従って科目別，試験室
別に予備を含め解答用紙袋に分封して下さい。

（４）数学Ｉおよび理科4科目(物理･化学･生物･地学）の解答用紙には，数学一般選択者，基礎理

科選択者の分も含めて印刷されています。数学一般・基礎理科選択者は他の科目を受験できな

いことになっているので，これら選択者の他の科目の解答用紙を「試験調査表」によって除外
してください。

（５）試験室当りの予備の解答用紙の数は，国語，数学（数学一般を除く）,英語については各３枚

あて，社会，理科（基礎理科を除く）については各２枚あて，数学一般，基礎理科については，

その科目選択者のいる試験室にのみ用意し，５名以内は１枚，６名以上は２枚とします。

（６）折れたり曲ったり汚れた解答用紙があったときは「予備」と交換して下さい｡（｢監督者要領」
３．(2)参照）

（別途送付）

５アンケート調査票

（１）折り曲げたりしないよう取扱いに注意して下さい。

（２）配布数は受験者数に加え，予備として10％ほど送ります。

（３）英語の試験終了後に使用するので，予め試験室別に分封し，試験問題とともに試験監督者に

渡して下さい。

（別途送付）

６試験調査表

（１）教科別，試験室別に別葉になっています。

（２）この表は，解答用紙の分封，受験者への解答用紙の配付，欠席者調査，選択科目の表示，答

案回収のチェック等に用いるものです。各試験室の監督者に渡して下さい｡（「監督者要領」３，
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７，９，１１参照）

（３）試験本部は，試験了後，回収された答案の確認に用いて下さい。

７．監督者要領

試験本部用20部，試験監督者用として受験者50名につき４部とします。

８受験者心得

受験者には，受験票とともに送付してありますが，試験本部用を20部とします。

９受験票の予備

（１）試験本部の再発行用として20枚（③と表示してあります｡）

（２）受験票を携帯しない者に対し，身分証明書等によって確認し,｢受験者名簿」と照合の上再発

行して下さい。

（３）再発行の際は，受験番号・氏名･試験場コード・高校コード・整理番号（受付番号）・選択

科目欄を記入して下さい｡受験者の住所･試験実施委員会名・試験場名の記入は要しません。

１０受験番号票

（１）試験前日までに試験室割当表にしたがって机に貼ってください。

（２）受験番号の末尾のアルファベットは省略してください。

１１問題冊子袋（黒刷り）

（１）試験問題の冊子を「試験室割当表」に従って，教科別に予備を含めて分封して下さい。

（２）１袋当りの封入可能数は，横２段入れの場合，国語・英語は200部，数学は100部，社会・理

科は50部程度となっておりますが，この基準での２倍の数の袋を送付します。

（３）問題冊子袋下欄には数学一般及び基礎理科選択者の受験番号が印刷してありますが，記入を

要しません。

（別途送付）

１２解答用紙袋（赤刷り）

（１）解答用紙を「試験室割当表｣｢試験調査表」に従って分封して下さい。解答用紙袋の科目欄に

封入する解答用紙の科目名を○印で囲んで下さい。

（２）１袋当りの封入可能数は100-120枚です。

（別途送付）

１３答案及びアンケート調査票返送明細書

答案は解答用紙袋に収めて返送願うことになっておりますが，その際，科目毎の袋数を「答案
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及びアンケート調査票返送明細書」に記入して下さい。

注１：全試験終了後，参加高校に配付する試験問題は，参加校数を同封しますが，解答用紙はそ

の分を用意してありませんので，欠席者分の解答用紙を各高校１枚あて（科目は問いませ

ん）配付して下さい。

注２：報道関係者から試験問題等の入手希望があった場合は，当日の試験終了後渡すようにして

下さい。

Ⅲ一般的事項

１掲示について

掲示は，次のことを準備して下さい。

（１）試験場表示

（２）試験室案内（万一，受験票を携帯しない者は試験本部に申し出る旨の掲示をして下さい）

（３）その他必要な掲示

２問題訂正について

（１）問題の誤りが事前に判明し，時間的に余裕がある場合は訂正文を速達書留で送付し，電話連

絡します。

（２）時間的余裕のない場合，試験実施中に問題の訂正の必要が生じた時には電話で指示します。

（３）各試験室に対する問題訂正の指示は下記の書式に従って下さい。

､
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昭和年月日

試験監督者殿

試験実施委員会委員長

身

（）問題訂正

下記のとおり黒板に書いて訂正して下さい

記
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22．受験者に対するアンケート調査票

アンケート調査

Ｉ各科目について

11感想記入欄(気づいたことを記入して下さい）

問題の文章は

わかりやすonｶ゜

賎
し
い

普
通

易
し
い

間四は

むずかし1,,か

難
し
い

普
通

易
し
い

解答の時間

長
い

普
通

短
い

解答用紙

のデザイン

白
兵
肺

普
通

悪
い

解答用Ｈ氏

の色

１１す
やい

普
通 几《

にい

国語
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数
学
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￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

一
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一
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Ｉ
Ｕ
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Ｕ
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￣ ￣

￣
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￣

￣

￣

￣

￣
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会

日本史
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￣ ￣
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￣ ￣

￣ ￣
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￣ ￣

￣ Ｆ￣

￣ ￣
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￣ ￣
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￣ ￣ ￣
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￣

￣

￣
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■
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￣ ￣

Ｆ￣ ￣

￣ ￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣ ￣

￣ヨ ￣

￣ ￣

￣ ￣

￣ ￣

￣ ￣
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23．試験実施大学報告醤作成について（依頼）

国入改第９１号

昭和51年12月３日

各大学試験実施委員会

委貝長殿

実施方法等調査専門委員会

委員長加藤陸奥雄

このたびの実地研究につきましては多大のご協力をいただきありがとうございました。

さて，本年度の報告書作成にあたり，各大学の試験実施委員会の報告を別紙項目によりご回答いただ

き，項目別に要約して掲載いたしたいので，きたる12月25日（土）までにご回答くださるようお願い

いたします。

回答返送先

国立大学入試改善調査施設

〒153東京都目黒区駒場２丁目19番１号

TELO3-465-3948～９

(別紙）

大学名

◎下記のことについて，項目別にお気付きの点を記入の上ご回答願います。

１本年度の実地研究について

（１）「受験者心得」の内容について

(2)「問題冊子」及び「解答用紙」の輸送について
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(3)「問題冊子」の印刷、紙質，活字の大きさ等について

(4)「解答用紙」の大きさ，色等について

(5)「試験時間」の長・短及び休憩時間等について

(6)「連絡体制」について

(7)「監督者要領の内容」について

(8)「試験調査表」について

(9)「聴解カテスト」の設備上の可否について

(10「社会・理科」の解答用紙は試験場において，未選択分を回収廃棄する方式をとっているので，

共通の様式に改めるよう検討していますが，配付・回収上どうお考えですか。

(11）予め解答用紙に受験番号を印刷することは技術的にも問題があると思われるがこれについてど

うお考えですか。
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２その他(お気付きの点老ご記入願います｡） ['１::』し8k7J

「

Ｇ１
｡！

１０

｜▽

ＱＤｌ

Ⅲ
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24．大学入学者選抜方法の改善について

一報告一

昭和46年12月９日大学入学者選抜方法の改善に関する会議

大学入学者選抜方法の改善に関する会議（以下「改善会議」という｡)は，大学入学者選抜の問題が

わが国の学校教育全般に重大な影響を及ぼしている現状にかんがみ，昨年７月以来，従来の漸進的改

善の成果をふまえつつ長期的展望に立った大学入学者選抜方法の改善について検討を続けてきた。昨

年12月には，最終的な結論を得る前に広く関係各方面の意見を求めることとし，それまでの検討結果
を整理して「中間発表」として公表した。

その後引き続き中間発表を基礎として，これに対する関係各方面の貴重な意見をじゅうぶん}こ参考

としつつ慎重に審議を重ねてきた。寄せられた多くの意見には考え方にかなりの幅があり，そのすべ

てを報告に取り入れることは困難であった。しかしながら，意見の趣旨はじゅうぶん尊重し，共通の

方向を見いだすことにできるかぎり努力し，ここに最終報告をとりまとめたものである。

大学入学者選抜にかかる問題は，単に選抜方法のあり方のみに起因するものではなく，国公私立に

わたる大学のあり方や社会的風潮などを背景とするきわめて複雑な問題である。したがって，本報告

において提案した方策のみによって，わが国の大学入学者の選抜にかかる諸問題が一挙に解決される

ものではない。選抜方法の改善とともに，大学の教育・研究の質的向上を図り，それぞれ特色のある

大学教育が行なわれるようにするなど，総合的な努力を積み重ねていくことが肝要である。

本改善会議は，政府が本報告に基づき，大学入学者選抜方法の改善を積極的に推進するよう強く要

望するとともに，大学入学者選抜に関係するすべての人々が緊密に協力しつつ，それぞれの立場で改
善の努力を払われることを念願するものである。

I、大学入学者選抜の意義

大学入学者の選抜は，基本的には，入学志願者の高等学校における学習成果の測定評価を通じて，

大学教育に必要な基礎的能力・適性と志望する大学・学部の目的，特色，専門分野等に応じて重視さ

れる能力・適性の程度を判定し，入学定員を考慮しつつ，当該大学・学部の教育により適する者を入
学させるために実施されるものである。

同時にそれは，高等学校卒業者をその能力・適性に応じて大学に進学させ，各人の個性に即してそ

の能力・適性のより適切な伸長を期するための教育的業務であり，高等学校教育と大学教育とを関連
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づけろ重要な役割を果たすものである。

したがって，大学入学者の選抜は，単に大学の立場だけで考えられるべきものではない。高等学校

教育の正常な発展を助長するようじゅうぶん配慮されるとともに，選抜の方法およびその結果が公正

かつ妥当なものとして，志願者はもとより社会一般の信頼を受けるように実施されなければならない。

Ⅱ．大学入学者選抜の問題点

わが国における大学入学者選抜の現状には多くの問題があり，大学教育はもとより高等学校以下の

教育にまで重大な影響を及ぼしていろ。

それらの諸問題は，単に選抜の方法の不備によるばかりではなく，少数の特定大学・学部を志向

する社会的風潮や，近年における大学進学希望者の増加などを背景として，きわめて複雑な形となっ

て現われているが，それらのうち主なものをあげれば次のとおりである。

１．特定の大学・学部に集中する激しい入学競争について

近年，わが国においても，大学への進学希望者は年々増加していろ。

これに対応して，大学の拡充と多様化も漸次表現されてきたが，志願者が必ずしも自己の能力・適

性に即することなく，少数の特定の大学や学部に過度に集中する傾向がいぜんとして見受けられろ。

その結果，いわゆる入試地獄とも称されるような激しい入学競争がいまなお展開されていろ。

これはまず，わが国の社会に根強く残っているいわゆる有名校偏重ともいうべき風潮によるところ

が大きいと考えられろ。

また，大学の伝統や質的充実度の相違等によって，社会一般の各大学に対する評価に差異があるこ

と，大学が教員の人事交流の面，単位の相互認定の面等において閉鎖的であることなどもその原因の

一つとなっていろ。

これらの事情を背景として，高等学校においては，生徒あるいはその父母の特定大学・学部への強

い進学希望もあって，教師の進路指導は必ずしもじゅうぶんな成果をあげていないのが実情である。

このようにして，大学全体の収容力は，志願者に比してそれほど不足していないにもかかわらず大

量の不合格者を生ずることとなり，毎年十数万人にのぼる青年がいわゆる浪人生活を送っているのが

現状である。これらの浪人の存在が，競争をさらに激化させる結果となっており，多数の青年が，や

たら有為な時期を基礎的能力の酒養よりも，受験技術の練磨のために費やし，それが社会的にも慣習

化していることは重大な問題といわなければならない。

２．学力検査偏重の選抜について
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わが国の大学入学者選抜は，大学自らが行なう学力検査の結果のみを重視して行なわれている場合

が多い。これは学力検査の得点順に合格者を決定でき，選抜が容易であること，高等学校長から提出

される調査書が必ずしもじゅうぶん信頼されておらず，またそれがじゅうぶん|と活用されていないこ

と，さらに選抜期間が比較的短いことなどの事情によるものと思われる。

国立教育研究所，能力発研究所やいくつかの大学における調査研究によれば，学力検査の結果より

も高等学校在学中の成績のほうが，さらに学力検査のみあるいは調査書のみというような単一の資料

によるよりも，これらを含めた各種の資料を多角的，総合的に用いるほうが大学における学業成績を

よりよく予測できるという報告が出されていろ。

大学が行なう学力検査の結果は，志願者の学習面での努力の成果を示す重要な資料の一つではある

が，その得点順のみを重視した選抜は，偶然性に左右されるおそれもあり，真に選抜目的を満たしう

る妥当なものといえるかどうか問題である。

３．高等学校教育等への影響について

大学が行なう学力検査の内容については，近年改善のあとがみられるとはいえ，往々Iこして高等学

校学習指導要領に掲げる各教科・科目の目標や内容を逸脱した問題，あるいは単なる記憶や断片的知

識のみを求める問題等がなお見受けられ，これが高等学校の教育をゆがめる一つの原因となっていろ。

また，高等学校における学力検査に関係のある特定の教科・科目のみが重視される結果，全人的な

教育が妨げられがちであり，激しい入学競争による精神的な重圧感とあいまって，生徒の心身の発達

に重大な影響を及ぼしていろ。

大学においても，入学後に留年者や転退学者が増加し，あるいは精神衛生上問題のある学生が増加

する傾向がみられることは，まことに憂慮すべき問題といわなければならない。

さらに，中学校以下の教育にも知育偏重の弊をもたらしていることも看過し得ない問題である。

Ⅲ．大学入学者選抜方法の改善方策

１．改善の方向

大学入学者の選抜は，その本来の意義をじゅうぶん認識し，妥当性を高め，現状の弊害をできる限

り除去することを目ざして行なわれなければならない。本改善会議は，これまでも調査書の活用の促

進や学力検査問題の改善などを中心に漸進的な改善方策を提案してきたが，問題の重要性にかんがみ，

この際共通学力検査の新たな実施の検討も含めて，今後の大学入学者選抜方法改善の方向ととるべき

諸方策を明らかにし，その推進を図ろことが必要と考えろ。
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大学入学者の選抜は，出身高等学校長から提出される調査書，全国的規模で行なわれる共通学力検

査の結果，大学が行なう学力検査，実技検査，面接，小論文等の結果および健康診断の結果を多角的

に活用することによって，志願者の能力・適性を総合的に判定するという方法が最も望ましいと考え

られる。

各大学が実施する具体的な方法については，大学入学者選抜の本来の意義がそこなわれないかぎり

必ずしも同一である必要はなく，最もふさわしい人材が得られるよう適切な方法がくふうされてよい。

しかし，一般的にいえば，調査書と共通学力検査の結果により，主として大学教育に必要とされる

基礎的な能力・適性の程度を，また大学が行なう学力検査等の結果により，主として大学・学部の目

的，特色，専門分野等に応じて重視される能力・適性の程度を，それぞれ判定するようにすることが

適切であろう。

各種の選抜資料は，それぞれ異なる長所と短所を備えており，利用の仕方や果たすべき役割にも相

違がある。したがって，大学は，これらの資料の特性をじゅうぶん|こ理解し，当該大学の選抜目的に

照らして最も有効かつ適切に活用するよう配慮することが必要である。

また，大学における選抜方法の改善とともに，高等学校においては，その教育目標に応じて生徒の

学習成果を公正に評価し，この評価に基づいて生徒の能力・適性に応ずろ適切な進路指導を行なうこ

とが必要である。

なお，改善の目標が実現されるようにするためには，大学，高等学校ともに，それぞれ必要な組織

の整備を図D，またこの組織を通じて両者の協力関係をいっそう緊密にすることが望ましい。

２．改善の方策

（１）調査書の活用について

調査書は，志願者の高等学校在学中の学習成績ならびに性格および行動の特徴など，学力検査だけ

では判断しがたい能力・適性を示す総合的な資料であり，入学者選抜のための基礎資料として多角的

に活用されるべきものである。

調査書の活用の仕方にはさまざまな方法があるが，一般的には，学力検査の結果等他の資料ととも

に総合的に利用する方法，出身学校長の推薦に基づき学力検査を免除して合否を判定するいわゆる推

薦入学の場合の基礎的資料として利用する方法，学力検査等を綿密に行なう目的で受験者数を限定す

るために第一次選抜を実施する場合の基礎的資料として利用する方法などが考えられる。

このように，調査書が入学者選抜の基礎資料の一つとして広く利用されるようにするためには，調

査書の記載内容の客観性をじゅうぶん|こ確保し，信頼度をより高めるよう，様式，内容や記載の基準
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の改善を図ろとともに，作成手続きについても整備する必要がある。

特に，調査書の作成および利用の便を考慮し，従来文章表現を要していた項目については，可能な

かぎり記号または段階化し，あるいは選択肢を設けることなどを検討する必要がある。また，調査書

に志願者の将来の能力の伸びの予測に役立つ内容を盛り込むことも検討すべきであろう。

さらに，大学における調査書活用の便に資するため，調査書の具体的な利用方法等に関する解説資

料の作成を考慮することが望ましい。

（２）共通学力検査の実施について

大学が入学者の選抜を行なうにあたっては，大学教育に必要とされる基礎的な能力・適性の程度と，

個々の大学の目的，特色，専門分野等に応じて重視される能力・適性の程度を，それぞれ判定するた

めの資料を得る必要があることは，さきに述べたとおりである。

このうち，特に大学教育に必要とされる基礎的能力・適性の程度の判定については，各大学が個々

に学力検査を実施するよりも，大学側と高等学校側とが緊密に協力して，志願者の高等学校における

学習成果を適切に測定評価する全国的規模の共通学力検査を実施し，その結果を利用するほうがより

望ましい結果を得ることができると考えられろ。

この方式により，大学および高等学校の関係者の衆知を集めたすぐれた問題を作成することが可能

となり，大学に対して志願者の有する能力・適性の程度を示す信頼度の高い資料を提供できるばかり

ではなく，高等学校における教育の正常な発展に大きく寄与することができよう。

また，大学は，さらに必要に応じて当該大学・学部の目的，特色，専門分野等に応じた学力検査，

実技検査，面接，小論文等を課する余裕をも得ることができ，これらの異なる視点からの各種の選抜

資料を多角的に活用することによって，従来よりもいっそう妥当な選抜を行なうことができるように

なるであろう。

共通学力検査の結果の利用方法については，他の資料と合わせて合否の総合判定のための資料とし

て利用する方法，第一次選抜のための資料の一つとして利用する方法，調査書における学力評価基準

の差異を補正ずろための資料として利用する方法等が考えられるが，どのような利用方法をとるかに

ついては，各大学が他の選抜資料の取り扱いとの関連をじゅうぶん}こ考慮して適切に決定することが

望ましい。

共通学力検査は，高等学校学習指導要領に準拠しつつ，基礎的理解力と応用的能力をじゅうぶんlこ

検出できるようなものであることが望ましく，高等学校第三学年の生徒（定時制および通信制の課程

にあっては，これに相当する学年の生徒）および卒業者（高等学校卒業者と同等以上の学力があると
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認められる者を含む｡)を対象として実施されることが妥当であろう。

共通学力検査は，大学側と高等学校側との緊密な協力を基礎とすべきであるが，実施機関の形態，

実施方法，実施の手順，国の援助のあり方等の具体的な実施方策については，大学，高等学校の関係

者および関係諸団体とじゅうぶん協議し，意見の調整を図りつつ早急に準備を進めることが望ましい。

なお，この共通学力検査と現在行なわれている大学入学資格検定との関係や，進学適性を判定する

ための検査のあり方などについても，今後の課題として研究を進める必要がある。

（３）大学が行なう学力検査等の改善について

大学・学部の目的，特色，専門分野等にふさわしい人材を選抜するためには，大学においても，当

該大学・学部において特に重視される能力・適性の程度をさらに綿密に判定することを主な目的とし

て，学力検査，実技検査，面接，小論文その他特別の検査を実施する必要があろう。

このような目的をもって大学が行なう学力検査等は，検査目標を明確にし，調査書や共通学力検査

だけではふじゅうぶんな面，たとえば，創造的思考力，表現力等の検査や実技検査に重点を置くなど，

出題の形式，内容にもじゅうぶんのくふうを加え，合理的な方法により実施されることが必要である。

また，学力検査の出題教材・科目の種類については，共通学力検査との関連をじゅうぶん考慮して，

大学が特に必要と認める教科・科目にとどめるよう配慮することが望ましい。

（４）大学における入学者選抜事務処理体制の整備について

大学における入学者選抜に関する業務は，従来から，多くの大学では主として年度後半にかかる季

節的なものとして取り扱われていろ。

しかしながら，大学がより妥当な選抜を実施していくためには，高等学校等を通じ，進学希望者に

対して大学・学部の概要，教育研究上の特色などについてじゅうぶんな広報活動を行ない，また，選

抜結果について追跡調査を行ない，その妥当性を常に吟味し，選抜方法の改善に努めることが必要で

ある。さらに，これらの追跡調査に関連して，大学における教育評価の方法に関する調査研究を行な

うことも必要であろう。

このような入学者選抜に関する業務を，教員と密接に協力しつつ適切に遂行するためには，大学に

入学者選抜関係事務を専門的に処理する組織（仮称「入学事務部｣)を常設し，専門的知識と関係領域

の学問に造詣の深い専門職員を配慮する必要がある。

この組織の責任者は，当該大学の入学者選抜に関する基本的針決定に参画し，同時に入学者選抜実

施の権限と責任を付与されることが望ましい。

入学事務部を中心とする入学者等についての追跡調査の結果は，当該大学の選抜方法の改善充実に
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役立つことはもとより，大学教育の効果測定にも資することができろ。さらに，これらの結果を随時

高等学校に還元することにより，高等学校の進路指導の参考に供することもできよう。

なお，政府は，入学者選抜に関する専門的な知識を有する職員の研修，養成等について特に配慮す

る必要がある。

（５）高等学校における進路指導の充実について

大学入学者選抜にかかる諸問題の改善を期するためには，選抜方法の改善とならんで高等学校にお

ける進路指導の充実が大きな役割を果すものと考えられる。

高等学校の現状を見ろと，生徒の能力・適性よりも，志望大学の志願倍率の傾向や学力検査実施教

科・科目数等による入学の難易度に基づく指導がなされていることもあり，必ずしも適切かつじゅう

ぶんな進路指導が行なわれているとはいいがたい。

この際，大学における入学事務部の設置に対応して，高等学校に主として進路指導を担当する専門

的能力を有する教員を配置し，この両者の密接な協力のもとに進路指導が行なわれるようにすること

が望ましい。

これにより，各人の個性に即した能力・適性のより適切な伸長と，いわゆる浪人の減少を期待する

ことができよう。

また，近年増加の傾向にあるといわれる大学入学後の留年，転学，転学部等による混乱を減少させ

るうえにも役立つであろう。

３，その他改善を要する事項

本改善会議は，上記の改善方策に合わせ，高等学校の職業教育を主とする学科の卒業者の大学進学

の問題，国立大学一期・二期制度の問題および国公私立大学入学者選抜期間の問題についても検討し

たので，ここに付記する。

（１）高等学校の職業教育を主とする学科の卒業者の大学進学について

高等学校の職業教育を主とする学科の卒業者の大学進学については，普通教育を主とする学科の卒

業者に比してきわめて困難な状況にあるが，これらの学科の卒業者についても，その能力・適性に応

じて大学に進学する機会が実質的にも確保されなければならない。

そのためには，当面普通教育に関する科目に代えて専門教育に関する科目で受験させる，いわゆる

代替科目制度の拡充とその活用をいっそう推進するとともに，適当な大学において，高等学校の職業

教育を主とする学科における教育の成果を基礎とする教育過程の開設を図ろことについて検討する必

要がある。
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なお，２－(2)に提案した共通学力検査が実施された場合の職業教育を主とする学科の卒業者の取り

扱いについては，さらに検討する必要がある。

（２）国立大学一期・二期制度について

国立大学一期．二期制度については，志願者の国立大学受験の機会を－回に限定しないという趣旨

をじゅうぶん,こ尊重しつつ，共通学力検査の実施等の選抜方法改善との関連，国立大学協会における

審議状況等をもにらみあわせながら，今後なお慎重に検討する必要がある。

（３）大学入学者の選抜期間について

現行の大学入学者選抜の期間については，高等学校教育の完成が入学者選抜によって妨げられるこ

とのないよう，比較的に短い期間とされていろ。

大学が，各種の選抜資料を綿密に検討し，より妥当な選抜を行なうようにするためには,じゅうぶ

んな時間的余裕をもつことが望ましく，入学者選抜の期間および期日の問題についても,高等学校教

育との関連を考慮しつつ，今後慎重に検討する必要がある。

25．国立大学入学者選抜期日の＿元化について

昭和50年３月26日大学入学者選抜方法の改善に関する会議

本改善会議は，国立大学入学者選抜期日の一元化について，関係各方面の意見を十分考慮しながら

慎重に検討を進めてきた結果，次のとおり意見をとりまとめるにいたったので，報告する。

１．国立大学の入学者選抜は，新制大学発足以来１期校と２期校に分かれて実施されており，本改善

会議も国立大学への受験の機会を複数にできろという長所を評価してきたところである。しかしなが

ら，１期校と２期狡の区分が20数年の長期にわたってほとんど固定されたまま現在にいたっているた

め種々問題を生じており，国立大学の大多数も１期・２期制の一元化を求め又はそれを支持するにい

たっている。

私立大学の比重の増大等に伴い，志望校の選択について受験生の意識が変化してきたこと，１期校

と２期校とで専門分野に大きなかたよりがあるため必ずしも受験生の志望を適切に生かすことになっ

ていないこと，更に１期枝と２期校に重複して合格する者があることが国立大学において相当数の欠

員を生じ，また地元入学者を減少させる要因となっていることなどを考慮すると，国立大学側の意向

に反して１期・２期制を継続することは必ずしも適当とは言い難い。

この際，入学者選抜方法の改善を総合的に推進していく中で，国立大学入学者選抜期日を一元化す

ることも一つの適切な方策と考えられよう。
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２．しかしながら，国公私立大学を受験する人員のうち約20％（約15万人）の者が１期校と２期校を

併願していろと推定されており，国立大学の入学者選抜期日の一元化がこれらの受験生，家族及び一

般社会に及ぼす影響はかなり大きいと考えられろ。また，高等学校の進学指導のあり方にも大きな影

響を及ぼすであろう。

従って，一元化を図ろに当たっては，受験生がそれぞれの能力・適性に応じて志望を生かせるよう，

大学は一元化によって生ずる時間的余裕を生かして一層適正妥当な選抜を行うため更に努力する必要

があり，高等学校においては更に進学指導の充実に配慮する必要がある。これらの配慮については，

共通学力検査を活用することにより相当の成果を期待できるものと考えられろ。

３．以上の点を考慮すると，選抜期日の一元化は共通学力検査の実施と関連させて行うことが望まし

いと考えられるが，共通学力検査は現在なお検討中であるので，現実的な方策としては，選抜期日の

一元化について相当の予告期間（昭和53年度大学入学者選抜からの実施を目途とする）を設けること

とし，この予告期間との関連において共通学力検査の実施を推進することが適当であろう。

以上の措置を通じて受験生が真に能力・適性に応じた大学選択ができるようにするためには，さき

に本改善会議が報告した諸施策を総合的に推進するとともに，それぞれの大学の特色ある発展を図っ

ていくことが基本的に重要であり，この際，政府をはじめ関係者の一層の努力を要請したい。
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26．全国共通第１次試験に関するまとめ

昭和47年９月14日国立大学協会入試調査特別委員会

入試調査特別委員会は，全国立大学における全国共通第１次試験の可否，方法の検討を目的として

発足し，昨年３月10日の第１回以来，１８回の委員会，小委員会を開いた。これはこれまでの討議の結

果を整理したものである。

1．全国共通第１次試験の基本榴想

(1)原則として，各大学・各学部の性格に応じた第２次試験を行なうことを前提として，大学の受験

生に全国共通の第１次試験を課する。

(2)共通第１次の試験期は12月または１月頃，試験日数は２，３日程度とする。

期日は各大学で行なう第２次試験期日（１期校３月上旬，２期校３月下旬）を基準として，共通第

１次試験の採点，集計，整理，各大学への通知等に要する日数を考えて逆算して決めたものである．

(3)受験生は，１期校・２期校ともに，共通第１次試験以前に志望大学へ願書を提出する。

(4)共通第１次試験は少なくとも５教科とする。教科は各大学共通とし，科目指定を行なわず，教科

内科目は受験生の選択とする。

昭和48年度から高校教育は新教育課程によるので,生徒の取得単位は大幅に選択制になる。したがっ

て，科目指定は１部の受験生を拒むおそれがあるからである。

(5)出題には低水準の問題から高水準の問題まで含めろ。各大学には問題番号別の点数まで通知する。

大学又は学部の方針によって，自由に問題の全部又は１部を利用できるよう考慮した。

(6)共通第１次試験は，入学試験の１部であり，なお，その結果を進学指導に利用させるものではな

いので，試験の結果は志望大学のみに通知し，本人および高校には通知しない。試験の結果を進学指

導に利用することは，大学および高校の格差を助長するおそれがあるからである。共通第１次試験で

足切りをする場合，共通第１次試験の合格者をなるべく早く公表するとともに本人に通知すべきこと

は当然である。

(7)毎年その年の国立大学入学志望者全員に受験させる。

(8)試験問題の作成および選定には，多くの大学から作成委員および選定委員を選出し，その委員は

毎年半数交代として，問題の傾向の固定化を防ぐ。

(9)予備問題を作成しておき，病気欠席者および試験実施の際事故の生じた場合の受験生に対して，



-273-

期日を改めて追試験を行なう。追試験の点数は原則として最初の試験の点数と同等に扱う。

(１０どの大学の志望者も各居住地域の試験場で受験できろ。

(11）膨大な数の答案の採点，集計のために，電子計算機を使用しなければならないので，試験は客観

テスト（いわゆる○×式）たらざるを得ないが，今後の研究によって，従来批判されているような客

観テスト（○×式）の欠点が除かれる希望はある。

(１２共通第１次試験の問題作成，試験実施，採点，集計，成績の送付等のため相当多数の常勤職員を

擁する機関，例えば国立大学の共同利用機関あるいは，法人格の民間団体等を必要とする。試験期以

外には，試験問題の分析・研究等を行なう。

(１，共通第１次試験の実施にあたっては，大学・高校の協力を必要とする。

この協力は，共通第１次試験をする際の試験事務，試験監督，試験場確保などを意味する。

(１０各大学においては，第２次試験に際しての試験科目の減少，場合によっては受験者数の制限（足

切り）の行なわれるところもあり，共通第１次試験，第２次試験を合わせても，入学試験に関する労

力は現行にくらべ必ずしも増大しないであろう。なお，共通第１次試験の経費は別途まかなう。

(15リ試験実施における事故に対する法的，行政的責任の所在を明らかにしておく。

2．共通第２次試験結果利用方法

(1)共通第１次試験の結果は，各大学で行なう第２次試験の結果と組合わせて評価するのを原則とし，

組合わせの方法は各大学の自由である。各大学の組合わせの方法は原則として公表しない。

(2)志願者の非常に多い場合は共通第１次試験の結果で第２次試験の受験生の制限をすることもでき

ろ。その場合残った者の合否を第２次試験の結果のみから決めることは，共通第１次試験および第２

次試験の組合わせによってはじめて良い評価ができるという趣旨から望ましくない。

(3)第２次試験を行なわず，共通第１次試験の結果のみで合否を決定することもできるが，上記の理

由で望ましくない。

(4)調査書の取り扱いについては，別途に考えろ。

3．共通第｜次試験を用いる方法の利点

(1)共通第１次試験および第２次試験の組合わせによって，適切な評価ができる。すなわち，共通第

１次試験では主として高校における学習の達成の程度を評価し，第２次試験は主として総合力，思考

力等を評価し，さらに専門に対する適性をしらべて，それらを組合わせて評価するからである。
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(2)共通第１次試験の問題は衆知を集めて作成するので，機械的処理をする制約はあっても現行試験

問題よりも良い問題ができると考えられろ。現行の各大学での問題作成においては，従来出た問題を

避けろなどのために自然不適当な問題も出さざるを得なくなり，ひいては受験技術的問題となり，高

校を予備校化する結果となり高校教育をゆがめることになっていろ。共通第１次試験の問題は，１年

に１組でよく，問題が作り昇〈，衆知を集めるので高校教育をそこなうような問題は除かれ，毎年委

員が半数交代をすることによって，問題の傾向が固定化することが防がれろ。したがって，受験生の

高校における平素の学習の実力が表われ，受験準備で左右されにくい試験となり，これに各大学にお

ける綿密な第２次試験が加わることによって，現行の入学試験が一発勝負であり，その成績と入学後

の成績との相関が低いという欠陥は解消する。なお昭和48年度から，高校の学習課程が多様化しよう

としており，その精神を生かした出題は１校のみではさらに困難になる。

(3)多人数の受験生のある場合，限られた期間内で採点するためには，良い問題を出したくとも出せ

ないで,結局客観テスト(○×式)たらざるを得ないのが現状であるが，共通第１次試験で足切りを行

なうこともでき，したがって，綿密な第２次試験を行なうことができる。

(4)各大学で行なう第２次試験は試験日数，科目数を減ずることができ，大学の立場での出題採点が

容易であり，入試の労力も減ずることもできろ。

4．今後の方策

以上調査研究の結果，今後さらに次の諸点について検討する必要がある。

(1)研究

（a）採点に電子計算機が使用でき，しかも従来批判されているような客観テスト（○×式）の欠点

が除かれた“良い問題，，を作るという研究をしなければならない。

２－３年を目標にこの研究を行なう。

（b）各教科につき専門委員会を設けろ。専門委員会の委員長の属する大学から文部省に研究費を要

求し，国立大学協会があっせんする。

（c）国立大学附置共同利用入試研究センターを設置する。これが設置された場合(b)の専門委員会は，

このセンターに属せしめろ。

(2)共通第１次試験の大規模の実施機関については今後さらに検討する。

(3)さしあたり，共通第１次試験を希望する大学が各地区にわたって相当数ある場合には，それらの

大学が連合して共通第１次試験を実施する。その場合，出題，採点には当該大学以外の教官が応援す
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ろよう国立大学協会があっせんする。この場合の出題は，その採点が必ずしも電子計算機にかかるも

のでなくてもよい。入試費用の従来以上の増加分は当該大学から文部省に要求し，国立大学協会が

あっせんする。

入試研究センターが設立されていれば，それを通じて他大学教官の応援をうけることができる。

〔附録〕

基本栂想により予想される各国立大学ごとの入学試験全体の様態（概要）

「まとめ」１の基本構想にしたがって，全国立大学が第１次試験を共通問題で行なうことになった

場合，受験生，高校側および大学の教職員それぞれの立場から見て，大学の入学試験（共通第１次試

験，第２次試験を含めて）が，どのような様態のものとなると予想されるかその概要を述べておく必

要があろう。

〔１〕受験生の側から見た場合

(1)出題受験生は，国立大学のうち，その志望する大学に対して，共通第１次試験の前に出願する。

１）出題期日：概ね12月１日～10日の頃となろう。

２）出願大学数：現行の１期２期制が続くかぎり，１期校から１大学，２期校から１大学を選んで

出願できろ。出願手続はそれぞれの大学に対して別個に行なう。

３）受験票：出願に対して，各大学の第２次試験の受験票と，そのほかに，共通第１次試験の実施

機関から共通第１次試験の受験票とが送られてくる。

(2)受験

１）共通第１次試験：居住地またはその近傍の試験場で受験する。

共通第１次試験の教科内科目の細部については現在，未検討である。

２）第２次試験：志望大学の所在地で受験する。大学によっては，志願者が極端に多数であった場

合などに，第２次試験の受験資格を制限（足切り）することがありうろ。第２次試験のための日程，

その他の通知は，出願した大学からなされろ。

(3)合格通知特別の事情で第２次試験の受験資格を制限する大学の場合を除き，共通第１次試験の

合否は通知(または公表）されない｡第２次試験の結果を含めての合格，不合格の発表（または通知）

は従来通りである。

(4)その他
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１）共通第１次試験の内容：前述のように細部は未検討であるが，一般的にいって，高校における

学習の成果を知るためのもので，平易ではあるが広範囲の内容を含むことになろう。多数の受験生の

成績を処理する必要から，解答を電算機で処理できるよう工夫がなされた出題となる。しかし，恐ら

く世間でいわれているような，単純・素朴な形での○×式ではないであろう。

２）第２次試験の内容：これは各大学または各学部で独自の科目，独自の形式をとることになる。

一般的には何ともいえない。しかし，少なくとも，共通第１次試験の教科・科目そのままや，その中

の若干について，いくらか程度を高くした内容のものに終ることは稀であろう。特殊な学部では，第

２次試験は実技試験だけということもありうろ。

〔２〕高等学校側から見た場合

高等学校の教職員から見た場合，国立大学が共通問題で第１次試験を同一期日に行なっても，出願

のための書類作成などの仕事には，ほとんど変化はないであろう。

調査書の作成は，従来通りか，あるいはむしろさらにおそい時期（例えば２月末）になることも考

えられろ。

公私立大学への併願などに伴う進学指導も従来と大差はないと考えられろ。

ただし，国立大学に関しては，従来１期校のなかの複数大学，２期枝のなかの複数大学へ一応出願

しておき，志願者数などの状況をみて実際の受験大学を決定する，といったことはできなくなるので，

その点ではむしろ事務量は減少するといえる。

〔３〕大学の教官側から見た場合

(1)共通第１次試験のための労力

，）出題：全国立大学の教官の中から出題委員を出して委員会を構成して行なうので，各大学から

は１－２名程度ということになろう。

２）採点：電算機による処理を考えざるを得ないから，採点のための労力は皆無である。

３）実施：受験生が居住地で受験する方法であるから，必ずしもそれぞれの大学を志望している者

だけではないが，しかし，全国立大学の協力による試験であるので，直接の実施担当者は各国立大学

の教官が主体となるべきである。実施機関の併任の形で，高校の教官の協力も得て，受験場の設営，

管理等をすることも考えられろ。

(2)第２次試験のための労力
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１）出題・採点・第２次試験は，各専門分野への適性を判定することが主たる目的となるから，多

くの場合，試験科目の選定，出題，採点，結果の判定等は学部単位で行なわれることになろう。教養

部の設置されている大学では，教養部教官の応援を求める学部も少なくないこととなろう。

２）実施：大学全体として，すべて同一科目の試験を行なうというのは単科大学の場合が主となろ

うから，実施方法は従来とは異なったものとなる。

３）合否判定：共通第１次試験の成績の取扱い，第２次試験の成績の取扱い，調査書等の取扱いな

ど，すべて十分に検討しておく必要があるが，従来の労力に比べて特に増大するとは考えられない。

〔４〕大学の入試事務担当者側から見た場合

(1)共通第１次試験のための事務一大約次のような事務が考えられろ。

１）出願の受付：出願を受付け，そのコピーを共通第１次試験の実施機関に送付しなければならない。

２）実施事務：所在地の受験場の確保（もしあれば同じ所在地の他の国立大学と協力して）実施体

制の整備，問題用紙の受取りと保管，解答の保管と発送。

３）共通第１次試験成績の処理：実施本部から送付された成績を，大学または学部の方針に従がっ

て，換算または選択集計する。第２次試験の受験制限をする場合には，判定結果に基づく，本人への

通知。

(2)第２次試験のための事務一大学全体としての事務がそのままの形でどれだけ残るかは￣般的には

決められない。

１）試験問題の印刷等

２）試験場の準備

３）合否判定資料の整備

４）合格者の発表

などは恐らく共通部分として残るであろう。

(3)共通第１次試験および第２次試験を行なうことに伴う事務上の変化。

１）調査書の受付：大学への出願の時期（12月頃）に調査書を提出させることには無理があるので，

調査書は，共通第１次試験の成績が判明する頃までに提出させればよく，そのため，受験生の出身高

校との間に連絡等の事務を別途行なうこととなろう。

２）健康診断の時期等：調査書と同様，診断書の提出は別に行なわなければならないであろう。ま

た，大学で健康診断を実施する場合にも，時期等に検討の要があろう。
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27．国立大学入試期一本化に関する参考資料

昭和49年４月国立大学協会入試期特別委員会第二常置委員会

まえがき

入試期特別委員会，第２常置委員会の合同委員会が昭和48年に行った入試期（１期Ⅱ期制）の改善

に関するアンケート調査の結果をふまえた委員会報告が，第53回総会において行われた。この総会の

席上で多くの大学から入試期一本化の意見が述べられ，早急に結論を出すべきだとする強い発言もあっ

た。合同委員会はこの総会の意向にそって更に検討を進め，再度アンケート調査を行い，次期総会ま

でに何等かの結論に到達するよう努力することを確認した。

本資料は，国立大学の入試期を一本化するについて，在来の２回制と比較しての特徴，長短の諸点

を整理したものである。

内容の項目

Ａ、現行２回制の特徴と問題点

１．長所及び利点

２．短所及び問題点

Ｂ・全国ｌ回制の特徴と問題点

１．長所及び利点

２．問題点

註その他の方法について

１．組み替え２回制

２．自主選択２回制

３．完全自主多数回制

Ａ・現行２回制の特徴と問題点

１．長所及び利点

１）現行の１期，Ⅱ期制は，２０数年間継続されてきた制度であり，入試業務を国立大学として慣行的

に現状のまま維持してゆくことは，消極的な長所といえないこともなかろう。

２）高校側においては，従来から定着した制度であるし，２回の受験の機会があり，進学指導も，現
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状のまま継続することが出来るであろう。

３）上記の２）のことは，現今の受験生にとっても，２回の受験の機会があるとともに，現状維持と

いう面から受験対策をたてやすいことは否定し得ない。しかし，それ以上の利点は，積極的にみとめ

にくい。

２．短所及び問題点

１）現行のいわゆるＩ期校，Ⅱ期校においては，法学部をはじめとして，文，教育，理，因薬，歯

学部において，著しい偏よりがあること。（附表１）

２）地域性においても，現行では，Ｉ期校，Ⅱ期校の大学数が不均衡であること。（附表２）

（附表１）

Ｉ期

Ⅱ期

Ⅱ期

(注）□印は１期，Ⅱ期学部数間に著しく差のある学部を示す。

筑波大学は数に含まない。

（附表２）

(昭和49年３月現在）

教文文人文教教法社法政経経商外理理医歯薬
●

教国

養理文育育育文会経営語工

１期計 １回回２１回１５４１回１１０１１－国１四回回

Ⅱ期計 １回一回一一国２－－－１０１１回７２１０１１

合計 ２４１１７１７４７６１９１２０２２２２５３２８７１２

人
間
科
学

保
健

商
船

家
政

体
育

二
国

楽

美
術

芸
術
工

工
巷
室

水
産

水
・
畜
産

畜
産

獣
医維

繊
維

園
巷
云

農鉱
山

電
気
・
通
信

基
礎
工

工

１期計 ２１１－－１６１－１－１四一１１１１回－１１

Ⅱ期計 ２０－１１１４－回－１－１１－－－－－回一一

合計 4１１１１３０１２１１１５１１１１１２２１１

北海道 東北
関東

甲信越
中部 近畿

中国
●

四国
九州 計

Ｉ期 １ ２ 1０ ３ ４ ５ ６ 3１

Ⅱ期 ５ ６ 1３ ６ ８ ４ ５ 4７

計 ６ ８ 2３ ９ 1２ ９ 1１ 7８
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３）全国都道府県に１つ以上の医大または医学部を設置する現状は入試応募学生にある程度の地域性

を求め，医師の地方分散を願ってのものと思われるが，Ｉ期校に比しⅡ期校では受験者の過大数が応

募するだけでなく，Ⅱ期校で地元学生の入学の率が甚だし<低下する傾向があり，卒業後は大学設置

の趣旨の一つとする地域性に拘らず全国に分散してしまう結果となっていろ。

４）大学側の入試業務上，次の２点が主な問題点として指摘することが出来ろ。

ａ）現行制度においては，Ⅱ期校において出願者数に比して，実受験者数のひらきが極めて大きい。

（昭和48年度調査によれば，欠席率平均33.9％'最高64.8％，最低16.5％）

この現象は，最近，例年の傾向であり，試験場の確保や入試準備業務に不合理な点が多い。

なお，また，特定大学や特定学部（主として医科系）においては，この傾向のために，受験生の宿

舎の問題も軽視出来ないようである。

ｂ）現行制度では，合格者のなかから入学辞退者が可成りの数にのぼり，欠員補充など業務上の繁

雑さを伴っていろ。これは，Ⅱ期校において，特に顕著であり，また，一部のＩ期校においても，後

述するような受験生の学部選択における現象から，同様な傾向があり，某大学のある学部では，時に

３分の１の欠員補充が必要であったということである。

なお，可成りのⅡ期校においては，予め，補欠入学予定者を決めておいても，なお，欠員を定員ま

で補充出来ないような傾向もあるという。

さらに，入学式における入学者の確定後の欠員補充も，ただ他大学への入学者を補充大学へ移動さ

せる結果となる可能性があり，現行制度のもとでは，国立大学全体としての欠員をうめることの困難

が予想されろ。

（昭和48年４月14日付，文部省より，国民の大学教育に対する要求にこたえるため，国立大学の基

本的責務の一つとして補欠入学等の措置により，入学定員どおり，入学者を確保することの配慮の要

望がなされたことは周知の通りである）

５）現在，通称Ｉ期校，Ⅱ期校と呼称されているが，これは，国立大学として，本質的意義をあらわ

すものでない。

しかしながら，近年，ややもすると，国立大学間の格差を示すような社会的通念が定着化し，受験

生にとっても，或いは，入学後の学生の学習意欲，更に，就職等の将来の社会人としての活動の面に

おいても好ましからざる社会的，心理的影響を与えていろ。

６）受験生においては，本来，大学進学に際しての大学の選択，学部或いは，専攻学科等の選択は，

本人の能力，適性，家庭事情等の諸条件によってなされるべきであろう。
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しかしながら，近年，大学進学率の向上に伴い，ややもすると，特定大学への合格の可能性を主た

る選択条件にするため上記の諸条件を無視する傾向がある。

このことは，受験生の側のみならず，高等学校における進学指導に際しても，通例化している現象
のようである。

これは，現行の１期枝，Ⅱ期校においては，２の’）で述べたように，可成りの学部にいちぢろし

い偏よりがあるために，ある程度，止ひを得ないことかも知れない。

しかしながら，極端な例では，Ｉ期校では，文科系或いは，理工系で受験し，Ⅱ期校では，理工系

或いは医科系（この逆もありうるが）を受験する傾向は，決して少なくないようである。このことは，

Ａ－２－４）－b）で指摘したように，大学側の入試業務に種々な影響を与えているのみでなく，学

生にとっても，入学した学部，学科が必ずしも，本人の希望に合致したものでない場合が少なくない

傾向を生むことになり，入学後の大学における学生生活，学習意欲において，好ましからざる傾向を
助長しているとみることが出来ろ。

７）なお，また，高等学校においても，Ｉ期校，Ⅱ期校の進学率の優劣をもって，学校そのものが評

価される傾向があるとし，進学率を高めることを競うあまり，進学指導等において，現今，社会的に

ひろく憂慮されているいわゆる受験競争の苛烈化を不当に促進している傾向があることは否定し得な
い。

８）以上６),７）の条件とも関連し，自己の希望に基づいて進学する大学．学部を自主的に決定する

という，高校教育の段階では，すでにきわめて重要だと思える教育要因の軽視が，現行制度のもとで

はますます助長されろ。

Ｂ・全国１回制の特徴と問題点

１．長所及び利点

１）国立大学全体としては，現行制度にみられろＩ期校，Ⅱ期校の学部の偏より，地域における大学
の偏よりは，一切解消されろ。

２）この１回制が定着すれば，Ａで述べたような国立大学におけるＩ期校，Ⅱ期校といわれるような

国立大学間の不当な格差とみられる社会的通念は，漸次，是正，解消されるであろう。

３）大学側の入試業務上からみろと，次の主なる２点が利点として指摘することが出来る。

ａ）１回制になれば，Ａ－２－４）－a）で指摘したように従来，ことにⅡ期校の一部の大学或いは，

特定学部（医科系）にみられるような志願者数の集中，及び実受験者数とのズレなどは，可成り減少，
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或いは解消されることが予想されろ。例えば，現行制度では，医科系でみろと，Ｉ期校では，例年，

５－７倍程度の競争率であるにもかかわらず，Ⅱ期校では，１５～30倍程度の競争率を出願締切時に示

していろ。

これは，Ｉ期校，Ⅱ期校における医学部の偏在もあろうが，受験生の学部選択の非一貫性の一つの

現象を示しているともいえよう。

１回制となって異常な競争率が解消され，また，入試期日に余裕を生ずることによって，ただ１回

の入試成績のみでなく，各種の資料を充分参考にして，各大学の特色を生かした合理的な合否の判定

をすることも実際に可能となってくる。

ｂ）全国１回制になれば，Ａ－２－４）－b）で述べた欠員補充業務の繁雑さは，大幅に減少するこ

とが予想されろ。私立大学と併願している受験生があるので，ある程度の欠員補充業務はさけられな

いであろうが，国立大学間では，解消されろと考えられる。

即ち，入学定員の充足が現行制度よりもはるかに容易になるであろう｡

４）高等学校及び受験生側からみろと，次の２点を指摘することが出来ろ。

ａ）高等学校においては，進学指導に際してＡ－２－６）で指摘したように，学部選択において，

Ｉ期校，Ⅱ期校ごとに，一貫性のない受験指導を行なうようなことがなくなり，志望の大学，或いは

学部，専攻学科の選択の指導がより適正化されることになるであろう。

ｂ）受験生においても，志望大学，学部の選択に際して，自己の能力，適性，家庭事情を配慮し，

従来以上に慎重に検討し，進学コースを自主的に決定するという態度が助長され，現行制度のように，

Ｉ期校，Ⅱ期校で志望学部や学科が異なるような不安定なとまどいも減少し，安定した受験準備がな

されることになるであろう。

また，入学後も，Ａ－２－５）で指摘したように，学生生活や学習意欲の面で，不本意な心理的状

態をもちつづけることが減少し，大学側にとっても，教育上好ましい傾向が漸増するであろう。

２．問題点

１）大学側において予想されることは，次の４点である。

ａ）入試期日は，充分検討の上，２～３年前に予告して，実施されることになろうが，学力試験問

題などの印刷業務の集中が考えられる。

ｂ）次に入試期日が変更される大学があることになるので，試験場の確保など予め関係各方面への

折衝の必要があろう。

ｃ）国立大学のなかには，全国１回制によって，一部の大学で募集定員に満たない場合があるかも
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知れず，第二次募集の必要が予想されるが，近年の大学進学率の増加の趨勢からみて，このような事

態は，極めて近い将来解消されるものと推察されろ。

。）また，一部の大学では，入学者の質の一時的低下が心配されるかもしれないが，進学コースの

健全且つ自主的選択の見地から考えれば，これを質的低下と一概には言い切るわけにはいかない。む

しろ，１－４)－b）のように本人ならびに大学にとって教育上好ましい傾向だということができる。

２）高等学校においては，国立大学の受験生が一時期に集中するので，出願書類などの業務が一時的

に集中することが予想されろ。

３）また，進学指導の面では，さきに述べたように，適正化の傾向が増加すると考えられるが，現行

制度と異なるので，数年間は，多少の混乱がみられろと思われろ。

４）受験生側にとって，最も大きな問題点としては，国立大学の「受験の機会が1回だけ」になるこ

とである。

しかし実際は「２回のチャンス」というみかけにもかかわらず，２回制によって受ける利益は受験

生に平等ではない。

国立大学の入学定員総数が一定であり，一つの大学への合格者が他の大学への合格の資格を制限さ

れない限り，学力試験に有利な能力（これを「学力」とよぶことにする）をもつものほど，二つの国

立大学に合格できる確率は高くなる。

従って「学力」の高いものは二つの大学に合格してそのいずれかを選択できる自由があたえられる

反面，境界線上にある受験者にとっては，そうでなければ本来合格しうる席があったのに，それを奪

われることになり,｢学力」の低いものにとっては，受験の機会はあたえられても入学の可能性はます

ます低くなる。しかも「学力」の高いものが二つの大学を受験する数が多いほど一層不利益をうける

という結果になる。

そしてその傾向は，２回制の組み替え案におけるように，Ｉ期とⅡ期における学部の偏よりや，地

域の偏よりが合理的に配分されればされるほど増大する。

従って，２回制は「学力」の高いものに過度に有利な試験制度であるということになる。

さらにこの欠陥は欠員補充が不完全であればあるほど増大する。こうして，その意図とみかけにも

かかわらず,｢学力」の高いものに有利な２回制は受験競争の激化をうながす－つの原因となっていろ

と考えられろ。
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〔註〕その他の方法について

１．組み替え２回制

この案は，昭和47年１月にアンケート調査を実施したが，過半数の賛成が得られず，現実には不可

能であるとして総会で否決されていろ。

この方法は，現行制度の欠点としてＡ－２－１)，２）に述べたようなＩ期校，Ⅱ期校における学部

の偏より，地域における大学の偏よりを是正し，前期，後期に再配分し，３年程度ごとに交代する組

み替え案である。

１）長所及び利点

ａ）国立大学全体としてみろと，Ａ－２－１)，２）で述べた学部,大学の偏よりは,是正されるの

で，現行制度の不合理さは取除かれろ。

また，Ａ－２－５）で述べたＩ期校，Ⅱ期校という国立大学間の格差を示しているようなあやまっ

た社会的通念は，取除かれるであろう。

ｂ）受験生の側からみれば，２回の受験の機会をもつことが出来るとともに，大学の選択，学部，

学科の選択において，現行制度以上に，自己の能力や適性或いは，将来の職業などを考慮して，より

ふさわしい選択を行なうことが可能となるであろう。

また，前期，後期に希望学部がほぼ均等に配分されるであろうから，同程度の大学の同じ学部を受

験する機会に恵まれるであろう。

２）短所及び問題点

この方法は，大学側の入試業務上において，現行制度以上の困難が予想されろ。

受験生にとっては，さきに述べたように，自己の能力，適性にふさわしいと思われる同程度の２つ

の大学を受験する機会に恵まれることは，望ましいことであろうが，大学側にとっては，両者に合格

しても，入学の際，一万の大学を選択ず~Z可ので，他方は，欠員補充を行なわなければならなくなる。

このことは，さきに述べたように，現行制度においても，入試業務上，大きな困難点になっている

が，組み替え方法をとる場合は，国立大学全休が同様な事態にさらされることになる。

即ち，合格者の入学手続完了まで，入学者数がわからず，その後の欠員補充業務は，現行制度以上

に複雑且つ広範囲化することが推察されろ。

これを防止する方法として，前期の大学に合格した者は，後期の大学の受験資格がないとするか或

いは，後期校に合格しても無効であるという措置が考えられるが，法的規制或いは，制度化すること
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'よ，法律的に困難であるとされていろ。

２．自主選択２回制

国立大学の入試期日を，前，後期２回に定め，各大学が自主的にいずれかを選択する方法について。

この方法の長所は，受験生が２回の受験の機会をもつという利点を生かしながら，国立大学の自主

的な判断によって入試期を決定しうるという点である。

しかしながら，従来から実施されてきたいくつかの入試期に関するアンケートの結果等から推察さ

れることは，前期に実施する大学の数が大多数を占めることになることである。即ち，全国１回制に

近い形態になろう。

従って，後期に入試を実施する大学は，出願者の激増による入試業務上のいくつかの困難点が増加

し，それは，現行制度の場合をはるかに上まわることになろう。

３．完全自主多数回制

国立大学の入試期間（例えば，1カ月間）を定め，その期間内において，各大学が自主的に実施期

日を決める方法について

この場合，各大学の入試期日を頻繁に変更することは，望ましくないので，ある程度，各大学が固

定化する必要があろうし，また，変更の際にも，少なくとも２年以上の余裕をもって予め公知するこ

とになろう。

この方法の長所，利点は，国立大学が自主的に実施期日を決める点，更に，受験生側にとっては，

国立大学を受験する機会が現行制度の２回よりも，多くなる可能性を含んでいることである。

しかしながら，このことは，既に述べたように，受験生の大学，学部の選択をより一層不適正化し，

受験校の選択を混乱させることになり，現今の受験競争諸現象を国立大学が一層増加させる役割を荷

うことにもなりかねないであろう。

なお，大学側においても，合格者のなかから入学辞退者は，不確定要素をますために，現行制度よ

り一層増加することが予想され，欠員補充などの入試業務上の煩雑さは，既に述べたいくつかの方法

以上になることはまぬがれないであろう。
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28．大学進学の状況
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30.高等教育の計面的整備について

昭和51年３月15日

高等教育懇談会

ｌ我が国の高等教育は，近年，急速な拡大を遂げ，国際的にみても高い普及率を示している。しか

しながら，このような高等教育の急速な拡大は，十分な計画'性を持って行われたものとはいい難いた

め，地域配置，専門分野構成その他質的な面で種々の問題やひずみを生じていることも否定できない。

２高等教育懇談会は，昭和47年度以来，今後における我が国高等教育の拡充整備の長期的なあり方

について，このような状況に適切に対処することに重点を置いて検討を重ね，毎年度，その検討結果

を取りまとめてきた。昭和50年度においては，これまでの検討結果を踏まえ，その後の社会経済情勢

の変化，高等教育関係制度の整備等に留意しつつ，今後の高等教育の計画的整備について検討してき

たが，このたび，先に発表した中間報告に寄せられた意見も参考として，別紙のとおり，その結果を

取りまとめた。

３もとより，高等教育の計画的整備を図るに当たっては，著しく普及した高等教育のあり方や学術

水準の維持向上の問題等，広く質・量両面にわたる検討が必要である。そのため，高等教育全般につ

いて，高等学校教育との関係や高等教育機関の入学者選抜のあり方との関連，さらに高等教育修了者

の進路等との関連をも含めて総合的に検討を行い，また，大学院の拡充整備等高等教育及び学術の水

準の維持向上，私学の振興助成，高等教育費の負担のあり方等の関連する重要問題について検討を深

め，これらについて適切な措置を識ずる必要がある。

本懇談会は，これらの問題についての他の審議会等における検討の状況等を考慮し，当面の高等教

育の計画的整備の方向を明らかにしようと努めたものである。

４このまとめにおいては，専門学校等を含めると18才人口の半ばに達する高等学校卒業後の教育の

広がりを考慮し，高等教育を通常の大学等に限らず，放送大学，大学通信教育さらに専門学校等をも

含めて広く対象とし考察したが，高等教育をめぐる流動的な諸情勢，18才人口の動態，私学の質的充

実を図るための私立学校振興助成法に伴う５か年間の新増設の抑制措置等を考慮して，昭和61年度を

目標年度としつつ，計画期間を前期（51年度～55年度）と後期（56年度～61年度）に区分し，当面，

主として量的側面から前期における計画的整備の方向と内容を明らかにすることとした。

５この前期の計画においては，特に，高等教育の将来の発展のための基盤整備を図る観点に立って，

質的充実を図ることに配慮しつつ，高等教育全体の楢造の柔軟化，流動化の必要性を指摘するととも
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に、大学及び短期大学については，大都市への集中を抑制し，原則として，その拡充は地域間の格差

や専門分野構成の不均衡の是正と人材の計画的養成に必要なものにとどめることとした。

これにより，国公立については，今後において具体的整備を進めるに当たっての方向と目途を示し，

また，私立については，定員超過の是正等質的充実の方向と新増設の認可に際し参酌されるべき条件

を示そうとしたものである。

６なお，後期の計画については，前期における整備の状況，社会経済情勢の変化，高等教育に対す

る国民や社会の需要動向の推移等を考慮して，将来，適当な時期に検討することとした。

７今後，高等教育機関の拡充整備や関連する諸制度の整備について，このまとめの趣旨が十分に生

かされるよう関係各方面において適切な措置が識ぜられることを期待したい。

Ｉ意見のまとめに際し、考慮した諸事項

１昭和48年度、４９年度懇談会の指摘事項に留意すること

（１）４８年度懇談会報告の要旨

今後の高等教育の拡充整備に当たって，長期的な展望の下に高等教育計画を策定する必要があるこ

と，この計画においては，高等教育の拡大の間に生じた各種の格差・不均衡の是正を図るため，高等

教育の規模，種類，立地等について指標を定め，これを設置認可，助成さらには教育研究条件の整備

等についての施策の指針とする必要があること等を指摘し，計画の目標年度（61年度)，規模の目途

(進学率40％に対応し得る規模)，地域配置の想定（各ブロックの進学率，収容力の目途）等を示した。

（２）４９年度懇談会報告の要旨

４８年度懇談会報告の趣旨を基本的には維持しつつ，高等教育の規模の目途については，放送大学，

大学通信教育，高等教育レベルの各種学校をも包含したものとして想定し，計画的に実現すべきもの，

自由な進展に委ねるべきもののそれぞれの規模の目途をあらためて設定すべきこと等を指摘するとと

もに，計画期間を前期と後期に分け，前期においては高等教育の質的充実により重点を置き，後期に

おいては計画的な拡充により重点を置くことが適当であること，５０年度中に高等教育計画を策定する

ことを目途に今後の作業を取り進めるものとすること等を示した。

２昭和48年度以降、次に述べるような事態の推移があったが、このことに＋分に対応すること

（１）高等教育の規模，配置等

（ｱ）４８年度懇談会報告では，６１年度の進学率40％に対応する高等教育の規模の実現のために，対４８

年度189000人の要拡充数（私立１０３０００人，国公立86,000人）を見込んでいたが，４９年度及び5０
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年度の実績についてみると，従前と同様な規模拡大の傾向をたどり，既に，大学，短期大学及び

高等専門学校の入学者において，各年度とも27,000人,２年間の合計54,000人（うち，私立47,000

人）の実員増（定員においては49年度13,000人，５０年度12,000人，計25,000人増〉をみている。

(ｲ）これにより50年度における大学，短期大学及び高等専門学校への入学者数は，608,000人(進学

率38.3％）となった。（48年度入学者数554,000人進学率32.7％）

なお卯国公立対私立の入学者数の比率（17.5％：82.5％）及び大学と短期大学の入学者数の比

率(国立95％：５％，公立57％：４３％，△私立68％：３２％）には,この３年間ほとんど変化がない。

(ｳ）４９年度，５０年度において，進学率はそれぞれ対前年度2.6％，3.0％の上昇をみているが，地域

間格差は縮小していない。（48年度では東北ブロック（最低）２０％～近畿ブロック（最高）４３％，

５０年度では東北ブロック25％～近畿ブロック50％）

(工）地域間の収容力格差は，やや縮小し，収容率は，４８年度から50年度までの間に，甲信越・北陸

ブロック38％→41％，四国ブロック41％→46％，関東ブロック165％→162％となっている。

当該ブロック所在大学等の入学者数
(注）収容率＝

当該ブロックからの大学等への進学者数

(ｵ）大学の専門分野構成においては，各ブロックを通じ，４８年度から50年度までの間に，若干では

あるが人文社会系が増加している。

（例えば，東北ブロックの人文社会系・理工農薬系34％・４５％→37％・４１％,甲信越･北陸ブロッ

クの人文社会系・理工農薬系16％・５５％→21％・５３％）

(力）４８年度から50年度の間に，全国に占める東京都23区，政令指定都市の学校数及び在学者数の割

合は，それぞれ，３８％→36％，６１％→58％となり，大都市への集中は若干緩和された。

(ｷ）後記（(3)，（ｴ)，（ｵ)）する私立学校振興助成法及び同法附則による私立学校法の一部改正の施行

をひかえ，５０年９月末に届出のあった大学学部の学科の新設及び大学，短期大学の定員変更に係

る定員増予定数は，約50,000人（49年度9,400人）となった。なお，別途51年度開設予定の大学，

短期大学に係る定員増予定数は2,400人である。

(ｸ）各種学校の在学者数は，全体としては漸減しているが（48年度1,246,000人→50年度1,205,000

人)，高等学校卒業以上を入学資格とするもの（予備校等を除く。）については増加している｡(４９

年度239,000人→50年度279,000人）

なお，高等学校卒業以上を入学資格とする各種学校のうち，修業年限1年以上のものの在学者

，数は，５０年度において251,000人（入学者数は１５８０００人）となっている。これを分野別にみると，
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和洋裁関係73,000人（29％)，看護婦等医療関係48,000人（19％)，工業・土木関係46,000人（１８

％)，教員養成関係26,000人（10％)，その他58,000人（24％）となっている。

上記の入学者数158,000人は，５０年度及び55年度についてみると，それぞれ進学率約10％に相当す

る規模である。

（２）社会情勢の変化等

（ｱ）経済情勢の変化

４８年度懇談会報告は，高等教育経費試算において，６４年度までの経済成長率を年率名目18.6％，

実質9.2％と見込んだが，その後，経済情勢は急激に変化し，４９年度の経済成長率は，名目17.9％，

実質マイナス0.2の状況にあり，今後，我が国の経済はいわゆる安定成長の状態が続くものと思わ

れる。また，国及び地方公共団体の財政事'情も厳しい状況の下にある。

（ｲ）昭和50年度大学等卒業予定者の就職状況

５０年度卒業予定者の就職状況は，目下なお調査中であるが,中'｣､企業からの求人数の増加がある

一方，特に大手企業の求人減ないし採用中止がみられ,その状況は,厳しいものとなっている。

（ｳ）高等教育機関への進学該当年令（18才）人口の地域分布

今後の地域間の人口移動が予想されるところではあるが，児童､生徒の地域分布の現状を前提

とした場合には，５５年度及び61年度における18才人口の地域分布は，次の表のような状況となり，

大都市圏における増，その他地域における減の傾向が顕著である。

（単位千人㈹

、

4８ 5０ 5５ 6１

道
北
越
東
陸
海
幾
国
国
州

信甲
海
・
東関

関
近

南
神

浜
阪

北
東
北
京
北
東
京
中
四
九

計

98（5.8）

198（11.7）

201（11.9）

284（16.8）

47（2.8）

173（10.2）

223（13.2）

116（6.8）

72（4.2）

281（16.6）

1,693(100.0）

87（5.5）

177（11.2）

183（11.5）

275（17.3）

42（2.7）

168（10.6）

217（13.7）

111（7.0）

67（4.2）

258（16.3）

1,585(100.0）

83（5.2）

155（9.8）

162（10.2）

335（21.0）

41（2.6）

181（lL4）

248（15.6）

103（6.5）

59（3.7）

222（１４．０）

1,589(100.0）

90（4.8）

148（８，０）

180（9.6）

462（24.8）

46（2.5）

220（11.8）

320（171）

113（6.1）

61（3.3）

223（１２．０）

1,863(100.0）

(注）
44年度中学校

卒業者数

46年度中学校

卒業者数

49年度中学校

1年生数による

49年度小学校

1年生数による
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(ｴ）高等学校進学率は，なお上昇しており（48年度89.4％，５０年度91.9％)，進学率の地域間格差の

縮小（48年度，東京96.9％～岩手79.6％・沖縄74.7％→50年度，東京96.6％～岩手84.6％・沖縄

75.1％)，普通科の増加（48年度60.4％→50年度63.0％）の傾向がみられる。このような状況から，

高等学校教育のあり方が問題となるとともに，特に大都市圏においては，該当年令人口の急増に

伴い，高等学校生徒急増対策力緊急の課題となってきている。

(3)高等教育に関する制度の整備

(ｱ）大学院の制度的な基盤を確立するため，４９年６月，大学院設置基準の制定と学位規則の一部改

正が行われた。

(ｲ）５０年４月，短期大学設置基準が制定され，短期大学制度の弾力化が図られた゜

(ｳ）第75回国会における学校教育法の一部改正により，５１年１月11日から専修学校制度が発足し，

従前の各種学校のうち，修業年限１年以上で一定規模以上の組織的な教育を行い，所定の基準に

適合するものは，学校教育法上の専修学校となり得ることとなった。

特に〆専修学校のうち高等学校卒業程度を入学資格とするものは，専門学校と称することがで

きるものとされ，高等教育機関の一種に加えられることとなったことに留意する必要がある。

回第75回国会において，私学の教育条件の維持向上等を目的として，私立学校振興助成法が制定

された(51年４月１日施行)｡なお,私立大学等経常費補助金は,48年度の434億円から50年度1,007

億円に拡充されたが，今後の私学助成の拡充とその適切な運用が課題となっている。

け）私立学校振興助成法の制定に伴い，その附則によって私立学校法の一部改正が行われ，私立大

学の学部の学科の設置廃止及び私立の収容定員に係る学則の変更が新たに文部大臣の認可事項と

され，また，５６年３月31日までの間は，文部大臣は，大学設置審議会及び私立大学審議会の意見

を聴いて「特に必要があると認める場合」を除き，私立大学・短期大学の設置，私立大学・短期

大学の学部又は学科の設置及び私立大学・短期大学の収容定員の増加に係る学則の変更について

の認可は，しないものとする旨が定められた。

Ⅱ計画策定の方針

１昭和48年度以降，以上のような事態の推移があること，及び今後における社会経済の変化，国民

の高等教育に対する需要の動向等にはなお予測し難いものがあることを考え，４８年度及び49年度懇談

会が指摘した全国的，構造的に均衡のとれた高等教育の発展を指向しつつ，６１年度を目標年度として，

当面，18才人口が増加に転ずる56年度までの間に，今後の高等教育の発展の基盤となる整備を図るこ
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とに計画の重点を置くものとする。

２この場合，大学，短期大学，高等専門学校に限らず，放送大学，大学通信教育，専門学校等をも

包含する高等学校卒業後の教育の広がりを通じて，例えば，次のような高等教育全体の構造の柔軟化，

流動化を積極的に進めることに特に留意するものとする。

（１）短期大学・高等専門学校卒業者の大学への編入学，あるいはこれらの者の大学院における修学

について，その機会を保障するよう，技術科学大学の創設など，より積極的，具体的な方途を講

ずること

（２）放送大学の創設，通信制と夜間制又は畳間制との組合せ，あるいは昼夜開講制等，より弾力的

な修学の方式を検討，推進すること

（３）一定の限度で，専門学校を含む異なる高等教育機関における修得単位を累積加算する制度の可

能性を検討すること

（４）単位の相互認定，教員の交流，その他大学間の協力交流をより積極化すること

（５）社会人の再就学の機会の拡大，公開講座，その他社会に対する高等教育機関の開放と積極的な

活動を促進すること

３上記１の趣旨により，４９年度懇談会報告に従い，計画期間を前期及び後期に区分し，５１年度から

55年度までを前期の計画期間，５６年度から61年度までを後期の計画期間とする。

４前期の計画期間においては，私立学校振興助成法制定の趣旨，１８才人口の推移等にかんがみ，上

記１の基盤整備のための高等教育の質的な整備充実に重点を置き，特に次の諸施策を重視するものと

する。

（１）全国的，構造的に均衡のとれた高等教育の発展を期するため，地方における高等教育の質・量

の充実，特に地方における国立大学の計画的な整備を図ること

（２）私立の質的な充実を図り，特に平均1.79倍（50年度）の定員超過の現状を是正する方途を講ず

ること

（３）短期大学設置基準の制定の趣旨に沿い，社会の多様な要請に積極的に対応して短期大学の弾力

的な発展を図ること

５後期の計画期間においては，１８才人口が増加に転ずることをも考え，国民の要請への適切な対応

と高等教育の質的充実に留意して，計画的な拡充整備を図るものとするが，その具体的な計画は，前

期における基盤整備とその実績及び社会的諸事情の変化に応じ，高等教育機関の基本的性格を考え，

かつ，高等教育への需要の動向の推移を見定めつつ，適切な時期にあらためて策定するものとする。
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６前期，後期を通じ計画期間中の高等教育の整備の進行状況を的確に把握し，評価を行う体制を確

立して，今後における事態の変化と国民の要請に対応し，計画に適切な補正を加える配慮が必要であ

る。

この場合，特に次のような事項に留意するものとする。

（１）高等教育への進学状況等の全国的及び地域的な推移

①高等教育機関への進学希望及び進学の状況（専門分野別，男女別，種類別，設置者別）

この場合，進学者の地域的な流動状況に留意すること

②高等教育機関の収容力（専門分野別，種類別，設置者別）

この場合，大都市への集中の抑制，私立の定員超過率の是正，地方における私立の進出及び国

立の`計画的整備の進捗状況に留意すること。

③高等教育機関卒業者の進路状況

（２）高等教育全体の構造の柔軟化，流動化の進展

（３）専修学校制度の整備の進展並びに専修学校（特に専門学校）・各種学校への進学状況及びこれ

らの収容力の推移

（４）高等学校の教育課程改訂の動向と高等学校への進学状況及び高等学校卒業者の進路状況の推移

（５）職業構造，産業構造の変化等に伴う人材需要の動向及び雇用動向

（６）国土利用に関する諸計画の進捗状況

（７）経済情勢及び財政事情の推移

７なお，大学院の拡充整備と高等教育機関の優れた教員を確保することは，高等教育の質的充実を

図るに当たっての重要な課題である。大学院の拡充整備については，社会経済の発展と学術研究の進

歩に伴い，高度の専門性を備えた職業人の養成と高等教育機関の教育を含め優れた研究者の養成確保

の両面にわたって，その重要性がますます増大していくものと思われる。これについては，現在，大

学院問題懇談会において，その基本方針につき検討が進められているので，その成果を期待すること

としたい。また，高等教育機関の教員の養成確保については，大学院における養成にまつところが大

きいが，今後における高等教育の多様な発展を図るためには，社会の諸分野の優れた人材との交流，

諸外国との交流等を積極的に進める必要があろう。

Ⅲ前期における計画の内容

計画期間中に整備を図るべきもの
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上記Ⅱの方針に基づき，次に掲げる事項に該当するものについて，以下に示す規模，地域配置等の

指標に従い，その計画的実現を図るものとする。

①計画養成を必要とするもの

医師，歯科医師，看護婦その他の医療技術者，初等教育教員等の養成を目的とするもののほか，

新しい学分野や研究者養成等に係る将来の需要にこたえるもの（国，公，私立を問わないが，

医・歯科大学については，原則として私立は予定しない。）

②地方における国立大学の計画的整備

学部，学科構成の不均衡の是正，学部等の改組その他地域間の収容力格差や専門分野構成の不

均衡の是正，地方文化の向上に資するための整備等

③私立における，定員超過是正等その質的充実を図るための定員変更その他の整備で，規模の拡

大を伴わないもの

④公私立の移転，拡充等で，地域間の収容力格差や専門分野構成の不均衡の是正，地方文化の向

上に資するもの及び高等教育の発展のために有意義な新しい試みを行おうとするもの

⑤社会の多様な要請に積極的に対応して，新しい分野を開拓するなど，学部，学科の改組，転換

を図ろうとするもの，特に短期大学の柔軟な対応を期待する。

⑥上記Ⅱ'２に述べたような高等教育の構造の柔軟化，流動化の推進に資するもの

２規模の目途

（１）前期の計画期間中における高等教育の規模の目途は，下記(2)の大学等の規模及び(3)の専門学校

等の規模に示すとおりとする。これによる専門学校等をも含めた55年度の高等教育の規模は，入

学者数において800,000人を越え，その18才人口に対する比率は，５０％を上回ることとなる。

このうち，大学，短期大学及び高等専門学校の入学者数は，約６４ｑ０００人であり，上記１によ

る基盤整備のための質的な整備充実を図ることを主眼にして，その規模は，５０年度に対し，約

３２，０００人の増を見込んでいる。

専門学校等については，その性格上，一応現在の規模を見込むにとどめているが，今後の高等

教育の構造の柔軟化，流動化のために，大学等の整備と並んで，これら専門学校等の発展にまつ

ところが大きい。

（２）大学等の規模

（ｱ）大学，短期大学に係る上記１の整備は，計画期間中，次に掲げる規模を目途とし，後記３に示

すような地域配置の調整を図りつつ，取り進めるものとする。．
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(単位人）

①国立について

医師，歯科医師，医療技術者，初等教育教員等の計画養成，地方国立大学の計画的整備等のた

め，従来の実績をも考慮し，年平均2,000人増を目途とする。

なお，この場合の分野別の目途は，次のとおりである。

(単位人）

（注）（）内は，５０年度の定員を示す。

②公立について

看護婦その他の医療技術者の養成，地域の実情に即した専門職業教育，女子教育その他地域の

社会的需要への対応を期待するが，小，中，高等学校等の整備等に当たる地方公共団体の財政の

現状等を考え，一応，従来の実績である年平均300人増を目途とする。

③私立について

②前記（１，２，(1)，（ｷ)）の50年度届出に係る私立の定員増予定数約50,000人のうち，約45,000

人は，定員超過の状況を是正するため，施設，設備，教員組織等を整備して，実員と定員との差

を縮小するよう定員増を図ろうとするものと考えられるが，これらの定員変更の届出が受理され，

かつ，定員変更に伴う新たな実員増を生ずることなくその趣旨どおり５１年度の入学者の決定が行

われた場合には，５０年度の定員超過率（1.79倍）は，５１年度においては１．５倍強に是正されるこ

ととなる。

（注）私立の入学定員に対する実員（入学者）の倍率は，５０年度において下表のような状況に

ある。

⑥一方，過去５年間，私立の規模は，年平均定員増9,000人，実員増25,000人という拡大を続け

ており，定員超過率は，漸増の傾向にあった。（定員超過率４６年度大学1.77倍，短期大学1.47

倍→50年度大学1.84倍，短期大学1.70倍）

｡よって，このような定員超過の是正を図ることに計画の重点を置き，５０年度までの既設分１こつ

国立 公立 私立 計

1０，０００ 1.500 20,000 3１．５００

医歯・医療技術 教員養成 般 計

2,900（5,300） 1,600(19,400） 5,500(56,100） 10,000(80,800）
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(50年度）

いては，計画期間中，定員超過の是正をさらに進めることにより定員超過率を全体として１．５倍

以内にとどめ，今後，各学校においていわゆる水増しによる実員増を生ずることのないよう，設

置者の自粛を求めつつ，学部，学科の性格に即し，教育研究条件の改善に資するよう所要の措置

を譜ずるものとする。

④、を前提として，上記１の計画期間中の整備で私立に期待すべきものの規模は，年平均，定員

において2,500人増，実員において3,000人増の範囲とする。なお，５１年度においては，経過的に

学科増設等の届出に伴う実員増を生ずると見込まれるので，このため，別途5,000人程度の増を

予定するものとする。

、なお，５０年度において，私立には，大学，短期大学を通じ，約11,000人（大学3,000人，短期

大学8,000人）の欠員が生じているので，大都市における著しい定員超過の是正を進めることと

あいまって，実情に応じ，必要な改善策を講ずることが望ましい。

(ｲ）大学，短期大学別の規模の目途は，従来の傾向（１，２，(1)，（ｲ)）を考え，設定しないことと

するが，上記１に掲げた計画期間中の整備の方向に沿った短期大学の対応を特に期待するものと

する。

㈲高等専門学校については，質的な充実を図ることとし，規模の拡大は見込まないものとする。

(ｪ）上記の規模の目途に従って大学，短期大学の整備が行われた場合の，５５年度における大学等へ

の入学者数，１８才人口に占める比率等は，次の表のとおりとなる。

なお，５５年度の大学等への入学者数（640,000人）は，６１年度の18才人口（1,863,000人）に対し

ては，34.3％に相当する。

(3)専門学校等の規模

(ｧ）上記(2)の大学等の規模の目途は，従来の著しい定員超過を伴う規模の拡大の傾向に対して，是

正と抑制を加えようとするものであるが，他面，４８年度懇談会報告が指摘したようにプ高等学校

区分 入学定員(A） 入学者数(B） 倍 蘂(:）
大学

183,729

人

337,790

人

1.84

短期大学 9５．５２０ 162,370 Ｌ7０

計 279.249 500.160 1．７９



-298-

進学率の上昇，その他の高等教育への需要の増加傾向がなお強いことをも考えると，専門学校，

大学通信教育，放送大学等上記(2)以外の高等教育機関の整備を併せて促進する必要がある。

（ｲ）前記（１，２，(1)，（ｸ)）で述べたように，５０年度において高等学校卒業以上を入学資格とする

修業年限１年以上の各種学校への入学者数は，158,000人であり，その規模は，５５年度の18才人口

に対して進学率約10％に相当するが，これらの多くは，その`性質上，計画においては自由な進展

に委ねるべきものと考える。ただし，看護婦その他の医療技術者の計画養成については，従来，

相当部分の養成が各種学校により行われている実態（50年度在学者数48,000人）にかんがみ，専

門学校等を含め，計画的に実現を図るべきものとして，その規模を検討する必要がある。

（ｳ）大学通信教育への入学者数は，５０年度において15,000人（大学10,000人，短期大学5,000人）

であり，５５年度において進学率約１％に相当する゜大学通信教育については，一層の充実が期待

されるが，その規模については，一応，５０年度の入学者数をそのまま見込むものとする。

（ｴ）放送大学の具体的な設置計画は現在検討中であり，整備すべきその規模についても現時点では

定め難いので，今後の検討にまつこととする。

３地域配置計画

（１）高等教育機関の地域配置における不均衡の是正を図るためには，後期における計画的拡充にま

つところが犬であるが，前期においても，その展望の下に，大学等について上記２，(2)に示した

規模の目途の範囲内において，できる限り，ブロック単位に計画的な配置を図るものとする。

なお，専門学校等については，その自由な発展を期待する趣旨から，この地域配置計画には合

めていない。

（２）ブロックの区分

大学等の計画的配置を考える場合のブロックの区分は，下記①，②に述べることを特に考慮して，

次のとおりとする。（各ブロック内の進学者数等については，別添１－１，１－２参照）

①これまでの高等教育の規模の拡大は，大都市圏（京浜・南関東，東海，京阪神・近畿）におい

区分
全国の18才の

人口（A）

大学等への

入学者数(B）

全国18才人口に占

める大学等入

学者数の比率 (長）
国公立対私立

の入学者比率

50年度

55年度

人
０
０

０
０

０
０

●
Ｐ
●

５
９

８
８

５
５

●
Ｐ
■

１
１

608,000

640,000

人

％
３
３
Ｂ
●

８
０

３
４

％
５
５

％

●
●

２
１
８
８

■
ｐ
●
■

５
５
曰
●

７
８

１
１
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て，他の地域をはるかに超えて進行してきたところであるが，上記１，２，(2)，（ｳ)において示し

たように，５０年度と55年度における18才人口には，地域的にかなりの変動（大都市圏における増，

その他の地域における減）が見込まれる。このような18才人口の地域間の変動は，従来の大都市

圏における高等教育の規模の拡大の傾向を，より促進する要因となるものと考えられること。

②したがって，今後，このような大都市圏における18才人口の増加に伴って予想される高等教育

への需要の増大への対応を考慮しつつ,かつ,上記２，(2)の規模の目途の範囲内で，できる限り地域

配置の是正を図るためには,京浜･南関東,京阪神・近畿については,これらに隣接する地域をも含

めてより広域なブロック区分を想定し，ブロック内における収容力の調整を図る必要があること。

(3)ブロック別の配置計画

各ブロックにおける，１８才人口の今後の推移，進学率・収容力等の状況，高等教育に係る地理的，

社会的条件等を考慮して，５５年度におけるブロックごとの収容力等の一応の目途を次の表のように定

める。

ブロック名 該当都道府県

北海道

東北

関東・甲信越

東海

北陸・近畿

中国

四国

九州

梨
縄

山
良

中、
７

奈
』
川

島
県
奈

庫
児

６
神

兵
鹿

ｆ
Ｉ
ｌ

Ｐ
、
、
Ｉ
〃

島
京

阪
県

崎
福
東

大
５

宮
く

１
，

１
，

形
葉

県
都
ロ
県
分

山
千

４
京
山
４
大

く
Ｉ

田
玉
１
重
賀
島
知
本

秋
埼
県
三
滋
広
高
熊

９
，
～
，
，
，

城
馬
都
知
井
県
山
媛
崎

宮
群
１
愛
福
７
岡
愛
長

，
●
府
，
，
，

く

手
木
潟
岡
川
２
根
川
賀

岩
栃
新
静
石
く
島
香
佐
ｊ

道
所
，
，
，
，
山
，
，
，
県

海
森
城
野
阜
山
歌
取
島
岡
８

北
青
茨
長
岐
富
和
鳥
徳
福
く
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(注）①５５年度における進学者数の目途640,000人（進学率40.3％）のブロック別配分に当たっ

ては，関東・甲信越，東海，北陸・近畿の各ブロックの55年度進学率を50年度と同率と想

定し，他のブロックについては，それぞれ１～５％の増を見込むこととした。

②このブロック別進学率の想定は，前記した計画策定の方針と規模の目途を前提とするも

のであって,従来の傾向（各ブロック年率２～３％の上昇）とは異なるものである｡また,ブ

ロックごとの進学率の推移は,政策的に措置し難いものでもあるから,特に大都市圏ブロック

にあたっては,実際の進学者数の推移とその地域的分散状況に対する十分な配意が必要である。

③各ブロックの収容力については，上記②を考慮しつつ，各ブロックとも少なくともブロ

ック内進学者の60％を当該ブロック内において収容できるようにすることを目途とした。

④このブロック別の計画的配置を進めるに当たっては，各都道府県ごとの進学率，収容力

の状況（別添２－１，２－２参照）及び下記(4)に留意するとともに，従来大都市圏におい

て特に著しい高等教育への需要の増加傾向を適切に受け止め，分散させるため，地方にお

プロツク

進学者

昭
和
印
年
度
（
Ａ
）

昭
和
弱
年
度
（
Ｂ
）

進学率

昭
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印
年
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（
ｃ
）

昭
和
弱
年
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Ｄ
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Ｅ
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ける国立大学の人文社会系学部等の計画的整備の推進，大都市圏における専門学校の整備

等を図っていくことが必要である。

⑤③進学者数は，大学，短期大学，高等専門学校（第４年次在学者）の合計である。

⑥５０年度収容力(E)の（）内は，高等教育レベルの各種学校の入学者数を示す(外数)。

○上記２，(2)に示した規模の目途は31’500人であるが，拡充見込数（F-E）は1,000

人を単位として示したため，計32,000人となっている。

（４）新増設を行わない地域

大学等の新増設を原則として行わない地域を次のとおり設定し，これらの地域においては，実員増

を伴わない改組・定員増，夜間学部・学科の設置，現に整備計画進行中のもの等を除き，新増設は一

切行わないものとする。ただし，工業（場）等制限区域以外の政令指定都市の区域については，地域

の事情に応じた緩和を考慮するものとする。

、

なお，これらの地域からの大学等の移転について積極的に配慮することが望ましい。

（注）「工業（場）等制限区域」とは，「首都圏の既成市街地における工業等の制限に関する法律」

に規定する「工業等制限区域」及び「近畿圏の既成都市区域における工場等の制限に関する法

律」に規定する「工場等制限区域」をいう。

４私立の大学，短期大学の新増設の認可と前期の計画

前期の計画期間中における大学，短期大学の新増設が，私立学校法附則第13項に定める「特に必要

があると認める場合」に該当するか否かの判断に当たっては，私立の大学，短期大学の量的拡大を抑

制しようとする法律の趣旨とこのまとめの基本的方針に沿って，上記１に掲げた「計画期間中に整備

を図るべきもの」に該当するもの（既に新増設の事前準備が終了しているもので経過的措置を必要と

すると認められるものを含む｡）のうちから，次の諸点を考慮して，認可すべきものを厳正に選択する

工業（場）等制限区域

首都圏 近畿圏

その他の政令

指定都市の区域

全
域

東京都区部，武蔵野市
札幌市，名古屋市，

北九州市，福岡市

部

川口市，三鷹市，横浜市，

川崎市

京都市，大阪市，守口市，

東大阪市，堺市，神戸市，

尼崎市，西宮市，芦屋市

横浜市，川崎市，京都市，

大阪市，神戸市の工業(場）

等制限区域以外の区域
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ごとが適当である。

①上記２，(2)に掲げた私立の規模を認可に伴う学生増の目途とすること

②上記３に掲げたブロックごとの収容力の目途及び新増設を行わない地域に留意すること

③専門分野構成における地域間の不均衡の是正に留意すること（別添３－１～３－４参照）

④学校法人の安定した経営基盤の確保に配意すること

Ⅳ後期における規模の目途等

１昭和61年度における高等教育の規模の目途について，４８年度及び49年度懇談会は，いずれも「昭

和50年代に到達するであろう進学率40％より低い進学率を昭和60年代当初の指標とすることは，適当

でない｡」とする原則的な考え方を示している。

２前記（Ⅱ’５）したように，後期の具体的な計画は，今後における諸般の事情の推移を見定めつ

つ，適切な時期に策定するものとするが，その際，６１年度における高等教育の規模の目途については，

あらためて検討することが必要である。

その場合，別添４に掲げた35年度以降の高等教育の規模の拡大の実態を顧み，かつ，次のような要

請（49年度懇談会報告）にこたえ得る規模を確保する見地に立って，検討を行うことが必要と思われ

る。

①我が国の高等教育及び学術研究の質的水準の維持，向上

②計画養成を必要とする分野における人材需要への対応

③進学率，収容力，専門分野構成等における地域間格差の是正等，今後における高等教育の機会

に対する国民の要請への適切な対応

④地域開発や地方文化の向上への寄与
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31．昭和52年度大学入学者選抜実施要項について（通知）

文大大第135号

昭和51年４月10日

各国公私立大学長殿

文部省大学局長佐野文一郎

昭和52年度大学入学者選抜実施要項（以下「実施要項」という｡）を別紙のとおり定めましたので，

各大学におかれては，これに従い，公正かつ妥当な入学者選抜を実施されるようお願いします。

実施要項に関して留意すべき点は，下記のとおりであります。

記

１昭和51年度以降における学力検査実施教科・科目について，５教科原則は維持しながら従来の５

教科５科目ないし９科目原則を，必修科目を中心とした５教科５科目ないし６科目原則に改めたの

は，調和のとれた人間形成と受験準備の負担軽減を併せ考慮した結果によるものであり，実施教科

・科目の決定に当たっては，この趣旨に十分留意し，受験生の負担が過重にならないようにするこ

と。

２出願に必要な書類の提出方法について，実態に沿うよう本年度から各大学・出身学校長が自主的

に定めることとしたこと。

３実施要項第８による公表は，別紙様式１及び別紙様式２により，各都道府県の知事及び教育委員

会教育長，各指定都市の教育委員会教育長並びに国立大学の大学附属又は学部附属の高等学校長に

通知する方法によるものとし，同時に文部省大学課へも報告すること。



-304-

昭和52年度○○大学入学者選抜方法等BMBbI#I式１

○（）学部○○ 部

○○学部

記入上の注意

1．「学部(学科・専攻・課程)名｣欄には，同一の選抜方法等を実施する学部(学科・専攻・課程)名を列記す
ること。

同一学部であっても，例えば，文科系の専攻と理科系の専攻が選抜方法等を異にする場合には分けて記

入すること。

2．該当する欄には○印を付し，該当しない欄には×印をすること。

3．「備考｣欄には，推薦入学募集人員(又は比率)，推薦要件，学力検査等に先立つ調査書による判定の合格
予定数(又は比率)，その他受験者の参考となる事項を記入すること。

4．ク，ケ，及びコの備考欄には，「例えば，推薦入学志望者について面接を実施する｡」等の実施対象等に
ついて記入すること。

５．本表に該当する事項が全くない場合は，別紙様式２にその旨注を付すること。

○○学部

○○学部(○○学科）
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昭和52年度○○大学入学者選抜学力検査実施教科・科目別紙様式２

記入上の注意

Ｌ「出題教科・科目名｣欄には，学力検査（実技検査を課す場合は,これを含む｡）として当該大学において出題するすべての教科・科目の名称を列
記すること。

2．「学部(学科・専攻・課程)名｣欄には，同一教科・科目で学力検査を行う学部(学科・専攻・課程)名を列記すること。
同一学部であっても，例えば，文科系の専攻と理科系の専攻が教科・科目を異にする場合には分けて記入すること。

3．「出題科目｣欄には，各学部(学科・専攻・課程)の出題科目に○印をつけるものとし，受験者が必ず受験しなければならない科目については◎印
とすること。

4．「受験科目数｣欄には，大学が出題した科目のうち，受験すべき科目の数を教科別に記入すること。
5．「摘要｣欄には，出題範囲その他受験者の参考となる事項を教科別に記入すること。
6．「合計｣欄には，大学において出題した科目の数及び受験者が受験すべき科目の数の合計を記入すること。
７，学力検査を第１次と第２次に分けて実施する場合には，それぞれ分けて記入すること。なお，その際，第１次と第２次とで出題方針や出題方式
（例えば客観式，記述式など）等が異なる場合には，「摘要｣欄にその旨を記入すること。

凶
。
、

○○学部

○○学部（○○学科）

出題科目 受験科目数 摘要

○○
■いつ

字 部

○ 科系 Ｏ科系

H1題科目 受験科目数 摘要 出題科目 受験科目数 摘要

○○学部

○○学部

出題科目 受験科目数 摘要

合計
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昭和52年度大学入学者選抜実施要項

大学入学者の選抜は，大学教育を受けるにふさわしい能力・適性等を備えた者を公正かつ妥当な方

法で選抜するように実施するとともに，入学者の選抜のために高等学校の教育を乱すことのないよう

配慮するものとする。

第１幕集人員

各大学で募集する人員は，所定の入学定員によるものとする。

第２出願資格

大学に入学を志願することのできる者は，次のとおりである。

１高等学校を卒業した者及び昭和52年３月卒業見込みの者

２通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び昭和52年３月修了見込みの者

３高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者（別紙ｌ参照）

第３選抜期日

１入学者選抜の期日は，次により適宜これを定めるものとするが，国立大学（短期大学を除く。）

にあっては，別紙２により実施するものとする。

（１）入学者選抜試験期日昭和52年３月１日から４月15日までの間

（２）入学願書受付期間入学者選抜試験期日に応じて定める。

（３）合格者の決定発表昭和52年４月20日まで

２入学定員の一部について，出身学校長の推薦に基づき，学力検査を免除し調査書を主な資料と

して判定する方法による場合は，判定結果を原則として昭和52年２月20日までに発表するものと

し，この期日に応じて入学願書受付期間を適宜定めるものとする。

３－学力検査を課さないで調査書を主な資料として判定する方法による場合の入学者選抜の期日は，

上記１により定めるものとする。

４学力検査等に先立ち，調査書を主な資料として判定し，この合格者に対し学力検査等を課して

最終判定する方法による場合は，調査書を主な資料として判定した結果を原則として学力検査開

始日の10日前までに発表するものとする。

第４選抜方法

１入学者の選抜は，調査書，学力検査，大学が必要に応じて実施する健康診断その他大学が適当

と認める資料により，入学志願者の能力・適性等を合理的に総合して判定する方法によるものと
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する。

２上記１の選抜方法のほか，大学の意向によっては，次の選抜方法によることもできる。

（１）入学定員の一部について，出身学校長の推薦に基づき，学力検査を免除し調査書を主な資料

として判定する方法

ア大学は，能力・適性等に関する推薦の要件を具体的に定め，これを高等学校長に提示して

推薦を求めるものとする。

イ大学は，入学志願者について面接を行い，又は小論文を課することが望ましい。

（２）学力検査を課さないで調査書を主な資料として判定する方法

大学は，入学志願者について面接を行い，又は小論文を課することが望ましい。

（３）学力検査等に先立ち，調査書を主な資料として判定し，この合格者に対し学力検査等を課し

て最終判定する方法

３大学は，選抜方法に関する研究委員会を設けて調査研究を行い，入学者の選抜に当たっては，

その成果を十分に反映させることが望ましい。

第５調査書

１大学は，入学者選抜の資料として，出身学校長が生徒指導要録等に基づき，かつ調査書作成に

関する委員会の審議を経て作成した調査書を提出させるものとする。

調査轡の様式，記入上の注意事項等は，別紙による。

２調査書は，入学志願者の学習成績，健康状況，性格，行動等が記載された重要な資料であるの

で，入学者の選抜に当たっては，調査書を十分活用することが望ましい。

なお，学力検査を実施する場合，入学志願者が受験する教科・科目以外の教科・科目について

は，特に調査書の学習成績に留意するものとする。

また，専門教育を主とする学科卒業の入学志願者について，その専門教育が当該学部・学科の

教育と密接に関連すると認められる場合には，調査書の専門教育に関する科目の学習成績に留意

することが望ましい。

３調査書に記入される学習成績概評は，高等学校における同一学年生徒全員（ただし，教育課程

の異なる類型のある場合は類型別，専門教育を主とする学科の場合は科別）の３か年間（ただし，

定時制及び通信制の課程にあっては４か年間）における各教科・科目の評定平均値の平均を表ｌ

の区分に従ってＡ，Ｂ，Ｃ，、，Ｅの５段階に分け，その生徒の属する成績段階を示しているも

のである。
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(表１）学習成績概評

４大学は，高等学校長に対し学習成績概評Ａに属する生徒のうち，人物，学力ともに特に優秀で，

高等学校長が責任をもって推薦できる者については，「学習成績概評｣欄に④と標示するよう希望

することができる。

なお，この場合には「備考」欄にその理由を明示させるものとする。

５「健康の状況」の欄は，高等学校生徒健康診断票に基づいて記載されるものであり，入学後の

保健指導等の参考資料としても併せて活用することが望ましい。

６大学は，高等学校長に対し当該大学の学部。学科に対する能力・適,ﾋﾋ等について，特に高等学

校長が推薦できる生徒については，その旨を調査書の「備考」欄に記入するよう希望することが

できる。

７やむを得ない事由により完全な調査書が得られない場合は，次により措置するとともに，面接

によって不足を補う等の配慮が望ましい。

（１）廃校，被災その他の事情により出身学校長の調査書が得られない場合は，卒業証明書，成績

通信簿その他志願者が提出できる書類をもってこれに代えてもよい。

（２）本人が被災等により上記書類をも整えられない場合は，出身学校所管の教育委員会，知事又

は出身学校長が作成したこれに関する証明書を提出させる。ただし，このような証明書を受理

した大学は，本人について更に調査をすることが必要である。

（３）大学入学資格検定等の試験検定の合格者については，当該試験の成績証明書をもって調査書

に代えることができる。

第６学力検査等

Ｉ学力検査

（１）学力検査は，高等学校学習指導要領に準拠し，高等学校教育の正常な発展の障害とならない

各教科・科目の評定平均値の平均 学習成績概評パ

5.0～４．３ Ａ

4.2～３．５ Ｂ

3.4～２．７ Ｃ

2.6～１．９ 、

1.8以下 Ｅ
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よう十分留意して実施するものとする。

(2)大学は，学力検査の一部又は全部を他の大学と共同し，共通の学力検査として実施すること

ができる。

(3)大学は，学力検査を第１次と第２次に分け，第１次学力検査の合格者に対して第２次学力検

査を課することができる。

(4)学力検査は，国語，社会，数学，理科，外国語の５教科について実施することを原則とする

が，大学・学部の目的，特色，専門分野等によっては，一部の教科を除き，又は他の教科を加

えて実施することができる。

(5)各教科における学力検査実施科目等は，次により大学が定める。

国語国語は，現代国語，古典Ｉ甲のうちから１科目又は２科目を出題する。ただし，

大学・学部の目的，特色，専門分野等によっては，２科目を出題する場合，古典

Ｉ甲に代えて古典Ｉ乙を出題することができる。

社会社会は，倫理・社会，政治・経済，日本史，世界史，地理Ａ及び地理Ｂのうち

から３科目以上を出題し，ｌ科目を選択解答させる。ただし，大学・学部の目的，

特色，専門分野等によっては，２科目を選択解答させ，又は特定の１科目ないし

２科目を出題することができる。

数学数学は，数学一般又は数学Ｉを出題する。ただし，大学・学部の目的，特色，

専門分野等によっては，数学Ｉを出題する場合，これに数学ⅡＢ及び数学Ⅲを加

えることができる。なお，数学Ⅲを出題しない場合は，数学ⅡＡを加えて数学Ⅱ

Ｂと選択解答させることが望ましい。

理科理科は，基礎理科を出題するか，又は物理Ｉ，化学Ｉ，生物Ｉ，地学Ｉのうち

から３科目以上を出題し，１科目を選択解答させる。ただし，大学・学部の目的，

特色，専門分野等によっては，前記の科目中基礎理科を除きｂ２科目を選択解答

させ，若しくは特定の１科目ないし２科目を出題し，又は同種の１，Ⅱの科目を

合わせて１ないし２を選択解答させ，若しくは特定のｌないし２を出題すること

ができる。

外国語外国語は，英語Ａ又は英語Ｂを出題するか，又は英話Ｂ，ドイツ語,フランス

語その他の外国語を出題し，１科目を選択解答させる。

(6)商学，工学，農学，水産学，家政学，看護学等に関する大学・学部で，その目的，特色，専
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門分野等からみて適当と認められる場合には，前記(4)に掲げる教科の一部に代えて，職業に関

する教科を出題し，又は前記(5)の社会，数学又は理科の科目に商業一般，水産一般，家庭一般，

看護基礎医学等職業に関する基礎的又は中心的科目を加え，選択解答させることが望ましい。

（７）学力検査は，次の諸点に留意して，入学志願者の学習能力をできる限り合理的に検出するこ

とができるよう出題方針を立てるものとする。

ア学力検査は，各種の客観式及び記述式の検査方式を適宜組み合わせて実施することが望ま

しい。

イ原理的，根本的なものを基礎として，これを運用して解答できるもので，それぞれの科目

に関して学理的な適応性を検出できるような問題が望ましく，単なる記憶や知識のみを検出

するような問題であってはならない。

ウ出題に当たっては，１教科内の二つ以上の科目にわたる知識を必要とする問題は避けなけ

ればならない。

エ高等学校の専門教育を主とする学科の卒業者のための上記(6)に示す職業に関する科目の出

題に当たっては，専門教育を主とする学科の卒業者が普通教育を主とする学科の卒業者に比

べて不利にならないよう，特に考慮するものとする。

（８）旧教育課程による高等学校卒業者に対して，特に|日教育課程の科目による出題は要しないが，

学力検査問題の出題に当たっては，新教育課程による卒業者との間で特に有利・不利が生じな

いよう配慮することが望ましい。

２実技検査，面接，小論文等

（１）実技検査

美術，工芸，音楽叶体育等に関する学部・学科（教員養成学部にあっては主専攻）において

は，前記１の学力検査のほか，実技に関する検査を課することが望ましい。

（２）面接と小論文

大学は，志願者に対し面接を行い，又は小論文を課することができる。

７鍵康診断

１入学志願者の健康状況のは握は，次により行うものとする。

（１）昭和50年度の高等学校卒業者及び昭和52年３月卒業見込みの者については，調査書の「健康

の状況」の記載による。

（２）昭和49年度以前の高等学校卒業者及び大学入学資格検定合格者等調査書を提出するごとがで

第７
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きない者については，調査書の「健康の状況」欄の記載事項とされている視力，色覚，聴力，

結核及びその他の疾病，異常等について医師の作成した健康診断書（様式は特に定めない｡)を

提出させ，その記載による。

（３）特定の学部・学科等が必要とする特別の事項に関する検査，異常所見者に対する精密検査等

については，必要に応じて大学が実施するものとする。

１入学者選抜に際して健康診断により不合格の判定を行うについては，疾病など心身の異常のた

め志望学部・学科等の教育の目的に即した履修に耐えないこと，又は伝染性疾患などにより集団

生活に適しないことが，入学後の保健指導等を考慮してもなお明白な場合に限定することが望ま

しい。

第８学力検査実施教科・科目等及び選抜方法等の決定・公表

ｌ大学は，前記第６の１の学力検査実施教科・科目並びに２の実技検査の実施科目，面接の実施

及び小論文の出題等について決定し，昭和51年６月１日から７月31日までの期間内に公表するも

のとする。

２大学は，次の事項に該当する場合には，それぞれ具体的な取扱いを決定し，上記１で定める期

間内に公表するものとする。

（１）入学定員の一部について，出身学校長の推薦に基づき，学力検査を免除し調査書を主な資料

として判定する方法をとる場合

（２）学力検査を課さないで調査書を主な資料として判定する方法をとる場合

（３）学力検査等に先立ち，調査書を主な資料として判定し，この合格者に対し学力検査等を課し

て最終的に判定する方法をとる場合

（４）調査書に④標示を希望する場合

（５）調査書に能力・適性等についての推薦の記入を希望する場合

（６）学力検査の一部又は全部を他の大学と共同し，共通の学力検査として実施する場合

（７）学力検査を第１次と第２次に分け，第１次学力検査の合格者に対して第２次学力検査を課す

る方法をとる場合

第９募集要項，出願の手続等

Ｉ募集要項等

（１）大学は，募集人員，選抜期日，選抜方法，検査場，出願手続，入学検定料その他入学に要す

る経費等出願に必要な事項を記載した募集要項を発表するものとする。
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なお，大学は，入学に要する経費のすべてを募集要項に記載するものとし，これに記載され

ない寄付金等の納入を条件として入学許可を行うことのないようにするものとする。

（２）大学は，当該大学の学部等の教育を受けるにふさわしい者の能力・適性等について，募集要

項に具体的に記載することが望ましい。

（３）大学は，昭和51年12月25日までに募集要項を発表するものとする。

（４）大学は，入学志願者に対し，大学案内等により，学部・学科の組織，特色その他学生生活の

概要，諸経費を明らかにすることが望ましい。

２出願の手続

（１）入学志願者は，出願に必要な書類を取りそろえ，志願大学の定める手続により，志願大学へ

提出するものとする。

この場合において，出願に必要な書類を出身学校長が取りまとめて志願大学へ提出し，又は，

出願に必要な書類のうち出身学校長が作成すべき調査書等のみについて，出身学校長が直接志

願大学へ提出することも差し支えない。

（２）出願に際して提出する写真は，出願以前３か月以内に撮影したものとする。

第１０注意事項

Ｉ身体障害のある入学志願者については，その能力・適性等に応じた学部等への進学の機会を広

げる観点から，受験の機会を確保するよう配慮すること。

２大学は，入学者選抜において出題した学力検査問題等について，支障のない限りｊ標準的な解

答例や出題の意図等を適切な方法により明らかにするよう配慮すること。

３大学のうちには，学生定員を著しく超えて入学させている向きもあるが，学生定員は，学科目

又は講座の数，教員組織，施設，設備等を総合的に考慮して定められていることに十分留意する

こと。

４本要項により実施し難い事情のある大学は，募集要項の発表前に文部省と協議のうえ実施する

こと。

５募集要項の発表後に，募集要項のとおり実施し難い事態が生じた場合には，事前に文部省と協

議のうえ実施すること。

なお，緊急事態の生じたことにより，事前に協議できない場合には，その事態及び措置をすみ

やかに文部省に報告すること。
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別紙｜

学校教育法第56条第１項に規定する大学入学に関し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認められる者は，次のとおりである。

１外国において学校教育における12年の課程を修了した者

２文部大臣の指定した者

(1)従前の規定による高等学校高等科又は大学予科の第1学年を修了した者

(2)専門学校本科又は中等学校卒業程度を入学資格とする専門学校予科の第1学年を修了した者

(3)高等師範学校，女子高等師範学校，実業教員養成所又は臨時教員養成所の第１学年を修了し

た者

(4)師範学校本科(昭和18年勅令第109号施行以前のものを除く。)又は青年師範学校の第１学年を

修了した者及び師範学校予科において４年の課程を修了した者

(5)昭和18年勅令第109号施行以前の師範学校の本科第１部第４学年又は本科第２部第１学年を

修了した者，並びに青年学校教員養成所の第１学年を修了した者

(6)修業年限５年の高等女学校卒業程度を入学資格とする高等女学校の専攻科又は高等科の第１

学年を修了した者又は修業年限４年の高等女学校卒業程度を入学資格とする高等女学校の専攻

科又は高等科の第２学年を修了した者

(7)国民学校初等科修了程度を入学資格とする修業年限５年の実業学校卒業程度を入学資格とす

る実業学校専攻科の第１学年を修了した者又は国民学校初等科修了程度を入学資格とする修業

年限４年の実業学校卒業程度を入学資格とする実業学校専攻科の第２学年を修了した者

(8)大正７年文部省令第３号第２条第２号により指定した学校の第１学年を修了した者（昭和３０

年３月31日までに修了した者に限る｡）

(9)従前の規定による大学において，高等学校高等科又は専門学校本科と同等以上の学校として

入学資格を認められた学校の第１学年を修了した者

⑩朝鮮教育令，台湾教育令，在関東州及び満州帝国臣民教育令又は在外指定学校規則による学

校において前各号の－に該当する者

ｑｌ）高等学校高等科学力検定試験又は専門学校卒業程度検定試験に合格した者

(１２教育職員免許法（昭和24年法律第147号）による小学校，中学校若しくは高等学校の教諭の

普通免許状を有する者又は教育職員免許法施行法（昭和24年法律第148号）により，これらの

免許状を有する者とみなされた者（旧教員免許令（明治23年勅令第134号）に基づく旧実業学
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校教員検定に関する規定（大正11年文部省令第４号）による実習科目に関する限りの実業学校

教員免許状を有する者を除く。）

⑬専門学校の別科第１学年を修了した者。但し，中等学校（旧中等学校令第19条の規定による

ものを除く。)卒業程度を入学資格とする者に限る。

⑭東京盲学校師範部甲種音楽科第１部第１学年，鍼按科第1学年を修了した者及び同校師範部

普通科乙種を卒業した者，又は東京ろう唖学校師範部技芸科第１部第１学年を修了した者及び

同校師範部普通科乙種を卒業した者

⑬各都道府県において行う新制大学の入学資格を認定する試験に合格した者（昭和26年３月３１

日までの試験に合格した者に限る｡）

(10運輸省設置法（昭和24年法律第157号）旧第35条に定める商船学校の席上課程３年修了者

（注）国立学校設置法による商船高等学校に包括された商船学校席上課程第３学年修了者を含

む。

(17）旧海軍工廠，｜日海軍航空廠，旧海軍技術廠，旧海軍火薬駁，旧海軍施設部，旧海軍燃料厳及

び旧海軍工作部（旧海軍工廠等という｡以下同じ｡）に設置した工員養成所において修業年限２

年の補修科を修了した者，旧海軍工廠等に設置した工員教習所において修業年限１年の補修科

を修了した者又は旧海軍工廠等に設置した職工教習所において修業年限２年の高等科，修業年

限１年の専修科若しくは補修科を修了した者

⑬運輸省設置法による海員学校の高等科を卒業し，同法による海技大学校の通信教育部の普通

科Ａ課程を卒業した者（昭和50年４月１日以降に海技大学校の当該課程に入学した者に限る｡）

３大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部大臣の行う大学入学資格検定

に合格した者及び合格見込みであることが証明される者

４その他大学において，相当の年齢に達し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた者
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別紙２

昭和52年度国立大学入学者選抜期日等について

１昭和52年度国立大学の入学者選抜については，第１期，第２期に分けて実施する(別表参照)。
（１）願書受付期間

第１期２月１日(火)から２月10日(木)まで

第２期２月12日(土)から２月21日(月)まで

（２）学力検査開始日

第１期３月３日(木)から

第２期３月23日(水)から

（３）合格者の発表

第１期３月20日（日）まで

第２期４月10日（日）まで

（４）健康診断，面接等についても，学力検査開始日以降に実施するものとする。

（５）第１期に入学者選抜を実施する大学は，第２期に入学者選抜を実施する大学のことを考慮し，

特に合格者の発表期日を厳守するものとする。

２第１期に入学者選抜を実施する大学及び第２期に入学者選抜を実施する大学が，昭和52年度大学

入学者選抜実施要項第６の１の(2)及び(3)により，共同して共通の第１次学力検査を実施する場合に

は，共通の第１次学力検査は第１期の期日により実施するものとする。

３第１期，第２期とも入学者が定員に満たない場合には，第２次募集を行うものとする。第２次募

集の入学者選抜期日等は，第２期の入学者選抜終了後の期日で適宜各大学で定めて実施するものと

する。

４上記により難い事情のある場合は，事前に文部省と協議すること。
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別表

第２期

北海道教育大学，室蘭工業大学，小樽商科大学，

帯広畜産大学，旭川医科大学，北見工業大学

第１期

北海道大学

弘前大学，宮城教育大学，秋田大学，山形大学，

福島大学

岩手大学，東北大学

茨城大学，宇都宮大学，群馬大学，埼玉大学，東

京医科歯科大学，東京外国語大学，東京学芸大学，

東京農工大学，東京商船大学，電気通信大学，横

浜国立大学

筑波大学，千葉大学，東京大学，東京芸術大学，

東京工業大学，東京水産大学，お茶の水女子大学，

一橋大学

富山大学，福井大学，山梨大学，信州大学，岐阜

大学，静岡大学，愛知教育大学，名古屋工業大学，

滋賀大学，京都教育大学，京都工芸繊維大学，大

阪外国語大学，大阪教育大学，神戸商船大学，奈

良教育大学，和歌山大学

新潟大学，富山医科薬科大学，金沢大学，浜松医

科大学，名古屋大学，三重大学，滋賀医科大学，

京都大学，大阪大学，神戸大学，奈良女子大学

島根大学，山口大学鳥取大学，島根医科大学，岡山大学，広島大学

香川大学，愛媛大学徳島大学，高知大学

福岡教育大学，九州工業大学，佐賀大学，大分大

学，宮崎医科大学，鹿児島大学

九州大学，九州芸術工科大学，長崎大学，熊本大

学，宮崎大学，琉球大学

計48校計34校
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別紙３

大学入学者の選抜に際して使用される調査書の作成について

１調査書作成の基本方針

（１）調査書は，高等学校生徒指導要録等に基づいて作成するものとする。

（２）調査書の作成に当たっては，個人的主観にとらわれたり，特別の作為を加えたりすることのな

いようにするものとする。

（３）調査書は，ホーム・ルーム担任教員等が記入し，関係教員をもって組織した調査書作成に関す

る委員会の審議を経て，高等学校長が作成し，その責任において，大学に提出されるものとする。

２調査書の様式，規格及び用紙

調査書は，別紙様式により日本工業規格Ｂ５判（l82x257mm）上質紙（90kg程度）とし，表裏の

両面を使って作成すること。ただし，複写機等により作成する場合は，Ｂ４縦型表判(257×364mm）

複写紙の左右に表裏を複写し，二つ折りとしても差し支えない。
●

３記入上の注意

（１）上段※印欄は，大学において必要な事項を記入するための欄とし，高等学校では記入しないこ

と。

（２）男女別，全日制・定時制・通信制の課程別，普通科・専門教育を主とする学科の別，入学・編

入学・転入学（編入学及び転入学の場合はその学年を記入）の別，卒業・卒業見込みの別の該当

事項を○で囲むこと。

なお，専門教育を主とする学科については，農業，水産，工業，商業，家庭，音楽等の別及び

各科別を，例えば工業に関する学科の機械科の場合（工・機械）のように，（）内に記入するこ

と。

（３）「各教科・科目の学習の記録」欄は，高等学校在学中の全学年について，次のように記入する

こと。

ア「教科・科目」欄の履修科目名は，生徒指導要録に基づいて記入すること。

なお，空欄不足の場合は，紙をはり足してもよい。

イ「履修単位数Ｊ欄は，当該高等学校において生徒に履修させる単位数を，「修得単位数の計」

欄は，修得を認定した学年ごとの単位数の計をそれぞれ記入すること。

なお，卒業見込みの者で，最終学年の修得単位が未決定である場合には，当該学年における
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履修単位を修得したものとして計算すること。

ウ「評定」欄は，５．４．３．２．１．の５段階で表示すること。

エ旧教育課程による高等学校卒業者の場合は，次のようにすること。

（ｱ）「評定」は，昭和23年以前の学習成績については，教科ごとに秀，優，良，可，昭和24年

度以降の分については，目標別に５．４．３．２．１．昭和31年度以降の分については，科

目別に５．４．３．２．１．のそれぞれの評語を用いて記入すること。

（ｲ）「履修単位数」の計は，昭和40年３月以降の卒業者については，学年ごとの単位数の計を

記入すること。

オ卒業見込みの者で，最終学年の成績が未決定である場合は，直近における成績を総合して，

最終学年の成績とすること。

力「教科・科目の学習についての所見」欄については，生徒自身について認められた教科・科

目の学習における特徴のうち特記すべき事項を記入するものとし，無い場合はその旨明示する

こと。

(4)「評定平均値」欄については，次のように記入すること。

ア各教科の評定平均値は，生徒指導要録に基づき，各教科ごとに各科目の評定の合計数を各教

科の評定数で除した数値（小数以下第２位を四捨五入）を記入すること。

なお，例示以外の履修教科は，空欄を利用すること。また，空欄不足の場合は，紙をはり足

してもよい。

(計算例）

下記の成績の者の計算例は，次のとおりである。

仙甕誓零`十,十s+…－－－３．７５４４

(2)小数以下第２位を四捨五入すると，この者の理科の評定平均値は，「3.8」となる。鶯
数

１
１

皿■■回■■
■■■■■■■■皿皿■■■■■■■■

回■■■■■■■■回
皿■■■■■■■■■■

教科・科目

履
修
単
位
数

評定

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

第
４
学
年

の
計

修
得
単
位
数

理
科

物理Ｉ

化学Ｉ

生物Ｉ

地学Ｉ

３

３

３

３

３

３

５

４

３

３

３

３
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イ評定平均値の平均は，(4)のアにより算出した各教科の評定平均値の合計数を履修教科数で除

した数値（小数以下第２位を四捨五入）を記入すること。

ウ昭和33年３月以前の卒業者については，評定平均値は記入しないものとする。

(5)「学習成績概評」及び「成績段階別人数」欄は，次のように記入すること。

ア「学習成績概評」欄は，高等学校における同一学年生徒全員（ただし，教育課程の異なる類

型のある場合は類型別，専門教育を主とする学科の場合は科別）の３か年間（ただし，定時制

及び通信制の課程にあっては４か年間）における各教科・科目の評定平均値の平均を次の区分

に従って，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの５段階に分け，その生徒の属する成績段階を記入すること。

イ大学が希望する場合，学習成績概評Ａに属する生徒のうち，人物，学力ともに特に優秀で，

高等学校長が責任をもって推薦できる者については，「学習成績概評｣欄に④と標示することが

できる。

この場合，高等学校長は「備考」欄にその理由を明示しなければならないものとする。

ウ「成績段階別人数」欄は，各段階に属する人数とその合計を，「Ａ○○人，Ｂ○○人,Ｃ○○

人，Ｄ○○人，Ｅ○○人，合計○○人」のように記入すること。なお(5)のアにより，類型別又

は科別に記入した場合は，「合計｣欄に同一学年生徒の合計数を（）内に記入すること。

エ昭和33年３月以前の卒業者については，学習成績概評及び成績段階別人数は記入しないもの

とする。

(6)「出欠の記録」欄は，高等学校生徒指導要録該当欄の記載事項を転記するものとするが，卒業

見込みの者の最終学年の欄は，直近の学期末現在における出欠の状況を記入し，その旨を備考欄

に明示すること。なお，旧教育課程による高等学校卒業者の場合は，１日生徒指導要録における該

当欄のみを記入すること。

(7)「健康の状況」欄は，次のように記入すること。

各教科・科目の評定平均値の平均 学習成績概評

5.0～４．３ Ａ

4.2～３．５ Ｂ

3.4～２．７ Ｃ

2.6～１．９ ，

1.8以下 Ｅ
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ア「視力｣，「色覚｣，聴力」及び「担当学校医所見」の欄には，それぞれについて高等学校生

徒健康診断票の該当欄の最も新しい記載事項を転記すること。

イ「結核」の欄には，高等学校生徒健康診断票の該当欄の記載事項を転記すること。

ウ「その他の疾病及び異常」の欄には，高等学校生徒健康診断票の該当欄の記載事項及び「心

臓の疾病及び異常」等該当欄以外の疾病・異常，各種疾患等に関する記載事項で，特に教育上

又は保健指導上必要と認められる事項があれば記入すること。

エ「担任教員所見」欄には，高等学校在学中に教育指導上特に支障のあった疾病又は異常につ

いてホーム・ルーム担任教員の所見を記入すること。

(8)「各教科以外の教育活動の記録」欄は，生徒の特別教育活動，学校行事などにおける参加，活

動状況のうち，特記すべき事項を記入すること。

なお，旧教育課程による高等学校卒業者の場合は，旧生徒指導要録における「行動及び性格の

記録」の「Ｉ事実の記録」欄の記載事項により記入すること。

(9)「行動及び性格の記録」欄は，次のように記入すること。

ア「評定」欄は，評定項目に従い，学年ごとに生徒指導要録記載のうちＡ（特にすぐれたもの，

又は程度の著しいもの）及びＣ（特に指導を要するもの）についてのみ記入すること。

なお，１日教育課程による高等学校卒業者の場合は，旧生徒指導要録により，評定項目を書き

換えて記入すること。

イ「所見」欄は，Ａ及びＣの評定理由，Ｃの場合の指導方針等の特記すべき事項について記入

すること。

記入すべき事項が無い場合は，その旨明示すること。

qcI「備考」欄には，生徒指導要録の学籍の記録の備考欄及び進路に関する記録欄の記載事項のう

ち，特に必要と認められる事項等を記入するものとし，無い場合はその旨明示すること。

なお，大学の希望により当該大学の学部・学科に対する能力・適性等について特に高等学校長

が推薦できる生徒についてはその旨記入すること。

⑪記載責任者職氏名は，必ず明記し，押印すること。

なお，記載内容を訂正した場合は，訂正か所に校長の印を押印するとともに，欄外に加除字数

を表示すること。また，紙をはり足した場合も，校長の印で割引をとること。
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調査-塁Ｌ喜一2と様式(表）

｜ヨコ訓女
Ｉ
Ｉ
Ｌ

口鳫
時

ｌ

｜腫修単位数一 |蟇
回
‐
１
１
劃
訓

修
得
犀
位
数
」

一策１学年

第
２
学
年

‐
ｌ
‐

■■■■■■■
■■■■■■■

■■■■■
■■■■■■■
■■■■■■■

：
語

■
■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■

■■

１
．

家
庭
－
１

■■■■■■■

■■■■■■
■■

BD1．、 ：ＦｍＥｍＥｍ■11■■

※ ※ ※ ※

1．

ふりがな

氏名 昭和年月日生

男
●

,女

現
住
所

都道市
府県区

町村丁目番号

学
校
名

国立
公立
私立

高等学校
(分校）

全・定・通 普通・専門（・）

昭和年月 入 学、編入学、

(第

転入学

学年）

昭和年月
卒業
卒業見込

2．各教科・科目の学習の記録

教科・科目

腫
修
単
位
数

：

第
１
学
年

ドラ第
２
学
年

第
３
学
年

亘

第
４
学
年

の
》
酎

修
得
単
位
数

教科・科目

魍
修
単
位
数

周

第
１
学
年

Ｐ定

第
２
学
年

第
３
学
年

第
４
学
年 富

数計

国
語
社
会

芸
術

外
冨

宮

話

数
学

理
科

保健
体育

陣＝

ヨコ、

庭

計

の学習に
見

3．評定平均値
教科

平均値

国語 社会 数学 理科 保健
体育

芸術 外国語 家庭 平均

4．学習成綱概評 成績段階別人数

段階
Ａ

人
Ｂ

人

Ｃ
・

人
，

人
Ｅ

人

合
計 人）

人
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様式(裏）

※ ※ ※ ※

5．出欠の記録 ６．健康の状況

授業日数

曹騨皆数
忌引

出席しなければ
ならない日数

欠席日数

１ ２ ３ ４

視力
右

左

色覚

聴力
右

左

.（・）

．（・）

担当学校医所見

担任教員所見

出席日数

備考

結核

その他の
疾病及び
異常

７ 各教科以外の

教育活動の記

録

８
行
動
及
び
性
格
の
記
録

Ｉ
評

定
Ⅱ
所
見

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

基本的な生活習慣 寛容

自主性 指導性

責任感 協力性

根気強さ 公正ざ

創意くふう 公共心

情緒の安定

９．

備

考

本書の記載事項に誤りがないことを証明する

昭和年月日

学校名

所在地

校長名⑳記載寅任者⑳
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32．進学適性検査・能研テストの家施経過について

進学適性検査の実施経過等について

１昭和21年の米国教育使節団の勧告をもととして同年12月，文部省に委員会が設けられ，昭和22年

３月に高等専門学校進学希望者全員を対象として，第１回知能検査が実施された。昭和23年度から２９

年度までは名称を進学適性検査（以下「進適」という｡）に改め，内容も一般知能検査の性質に加え，

進学希望者の知的活動の素質面からみて文科，理科のいずれに適するかを検出する内容とし，国公私

立大学，旧制大学，高等専門学校等高等教育機関の希望者全員を対象に，当該大学等の入試とは切り

離して実施された。

２進適実施についての基本的考え方は29年度までは変更はなかった。その内容を要約すれば次のと

おりである。

（１）高等教育機関の進学希望者は，進適を必ず受験しなければならないが，国が全国一斉に実施す

る検査（国立大学受験者は全部これを受験）又は進学希望校自作の検査（主として私立大学志望

の場合）のいずれを受験してもよいこととされていた。

（２）進適は入学者選抜試験そのものではなく，選抜に当たっての資料として利用するものであった。

（３）選抜の立場だけでなく，進学指導の立場にも立って行われた。

（４）国が実施する進適の場合は，検査実施に先立って例題を公開し，またその結果は標本抽出によ

り全国成績概評を公表した。

（５）国が行う検査は，文部省に問題作成等の委員会を置き，府県別に進適監理審査会を結成して実

施に当たった。審査会は当該県の国立大学に置くこととし，大学長が当該府県の最高責任者となっ

た。－県複数大学の場合は，交替とした。（受験者の状況別記１）

３昭和26年ごろから進適実施の方法やテスト結果等について批判が出るようになった。２８年に至り

高校長協会はこれを廃止すべしとの議決を行う一方，国立大学協会，日本学術会議においても議論さ

れたが，結局28年12月，文部省に大学，高校，心理学者，学識経験者をもって構成する委員会を設け，

進適の存廃について議論した結果，昭和29年度限りで全国一斉に行う進適を廃止することになった。

４進適廃止の理由としては次のようなものがあげられている。

（１）進適の科学的分析研究結果が発表されず，進適の結果に疑問がもたれた。

（２）大学では進適の結果を禎極的に利用しなくなり，進適本来の趣旨が滅却した。
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高校教育に支障が(3)進適のための準備が激しくなり，受験者は学科試験との二重負担となって，

生ずるとされた。

(4)進適実施の予算，とくに実施の謝金が少なく実施上の困難が生じた。

(5)国大協，高校長協会からそれぞれ廃止の要望があった。

(別記１）進適受験者の状況（国が実施したもの）

(注）１．２４年度にその数が減少しているのは，新制

大学への切り替えの事情による。

２．受験者数が年々増加しているが，その背景

として，進適実施当初は公私立大学において

自校で問題を作成，実施する大学が多かった

が『経費及び問題作成者等の事，情から，漸次

国で行う進適に合流する大学が年ごとに多く

なり，２９年度にはほとんど（全大学の98％）の

大学が国の進適に合流したという経緯がある。

能研テストの実施経過等について

１昭和38年１月の大学入学試験の改善に関する中央教育審議会の答申に基づき，大学，高校，文部

省の関係者が発起人となって昭和38年１月に財団法人能力開発研究所が設立された６

同研究所は，昭和38年度から43年度までの６年間，大学入学者の選抜と高校の進路指導に役立つ共

通テストの開発とその実施及びそれに関する専門的調査研究を行った。（実施状況別記１）

年度 志願者数 受験者数

３
４
５
６
７
８
９

２
２
２
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２
２
２

｜
肌
皿
汎
“
訂
ね

３
１
２
７
９
４

９
９
１
０
０
７

６
３
７
２
１
４

２
５
０
７
１
５

１
１
２
２
３
３

ｎ
町
蛆
“
師
鍋
弱

１
０
９
１
１
２
５

７
７
９
９
９
９
９

７
３
７
２
６
１
１

３
１
３
９
５
９
４

１
１
１
１
２
２
３
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２文部省では，同研究所の実施するテスト（以下「能研テスト」という。〉結果を昭和42年度の大学

入学者選抜時から合否の判定に利用できるようにするなど能研テストの利用と研究成果の普及に努め

るとともに，同研究所に対しては38年度から43年度まで補助金を交付し，同研究所の開発研究事業を

援助した。（能研の収支状況及び補助金交付実績別記２）

３しかしながら，同研究所の事業の目的に対しては，その発足当初から誤解と偏見に基づく反対運

動が日教組を中心に全国的に展開されたことや，大学側が能研テストの活用による選抜方法の改善に

極めて消極的であったことなどにより，テスト受験者数は年々減少していった。（能研テストを入学

者選抜に活用した大学数及びその利用状況は別記３）

４同研究所の事業は，その実施するテストが入学者選抜に採り入れられるのでなければ,恒常的に実

施することは困難なものであり，加えて受験者数の減少による財政上の理由，将来への見通しもはっ

きりしないなどにより，昭和43年度をもってテスト事業は中止することとなった。

５能研テストが中止された主な理由としては，次のようなものが指摘される。

（１）中教審答申から能力開発研究所の設立までの設立準備期間がなく，また設立年度から直ちに事

業が開始されるなど事前準備に十分でない面があった。

（２）能研テストの趣旨を周知する広報活動及び各大学，高校等の意見の集約が十分行なわれない面

があった。

（３）実施機関が財団法人であり，財政上の問題，職員の身分保障の問題等に難点があった。

（４）大学側に自からの問題として受けとめる熱意が薄く，能研テストの活用にも消極的であった。

（５）反対運動が当時の学園紛争に結びつき，将来への見通しを暗くした。

（別記１）能研テスト実施状況

ア受験申込者数，受験者数

受験申込者数

38年度 39年度 40年度 41年度 42年度 43年度
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33．高等学校学習指導要領折１?

第｜章総則

第１節教育課程の編成

第１款一般方針

学校においては，法令およびこの章以下に示すところに従い，生徒の人間として調和のとれた育成

を目ざし地域や学校の実態および生徒の能力・適性・進路等をじゅうぶん考慮し，課程や学科の特色

を生かした教育ができるように配慮して，適切な教育課程を編成するものとする。

第２款各教科・科目の標準単位数

学校教育法施行規則別表第３に定める各教科に属する科目(以下｢各教科・科目｣という｡）の標準単

位数は，次の表のとおりとする。

この表の単位については，ｌ単位時間を50分とし，１個学年35単位時間の授業（通信制の課程にお

いては，これに相当するもの）を１単位として計算するものとする。

農
｢蓋-:-;￣
￣

Ｌ

。■■■■四■■■・・・

各教科
各教科に
属する科目

標準
単位数

各教科
各教科に
属する科目

標準
単位数

国語

社会

数学

現代国語

古典Ｉ甲

古典Ｉ乙

古典Ⅱ

倫理・社会

政治・経済

日本史

世界史

地理Ａ

地理Ｂ

数学一般

数学Ｉ

数学ⅡＡ

数学ⅡＢ

数学Ⅲ

応用数学

基礎理科

物理Ｉ

７

２

５

３

２

２

３

３

３

３

６

６

４

５

５

６

６

３

理科

保健体育

芸術

物理Ⅱ

化学Ｉ

化学Ⅱ

生物Ｉ

生物Ⅱ

地学Ｉ

地
､Cｸﾞ

字 Ⅱ

体育

保健

音楽Ｉ

音楽Ⅱ

音楽Ⅲ

美術Ｉ

美術Ⅱ

美術Ⅲ

工芸Ｉ

工芸Ⅱ

工芸Ⅲ

３

３

３

３

３

３

３

７～９

２

・
２

２

２

２

２

２

２

２

２
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各教科 各教科に
属する科目

標準
単位数 各教科 各教科に

属する科目
標準
単位数

書道Ｉ ２

書道Ⅱ ２

書道Ⅲ ２

外国語

初級英語

英語Ａ

英語Ｂ

英語会話

ドイツ語

フランス語

外国語に関する

その他の科目

６

９

1５

３

1５

1５

家庭

家庭一般

被服Ｉ

被服Ⅱ

食物Ｉ

食物Ⅱ

保育

家庭経営

被服材料

被服管理

服飾デザイン

服飾史

被服製作

手芸

栄養

食品

食品衛生

食物管理

献立・調理

集団給食

公衆衛生

小児保健

児童心理

児童福祉

保育原理

保育技術

家庭に関するそ

の他の科目

４

２～６

２～６

２～６

２～６

２～６

２～６

２～６

２～６

２～1６

２～６

６～2０

２～1０

２～６

２～６

２～６

２～６

６～2０

２～６

２～６

４～１２

２～６

２～４

２～６

８～2０
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各教科
各教科に
属する科目

標準
単位数

各教科
各教科に
属する科目

標準
単位数

農業

工業

砂防

林業機械

測樹

林業経営

林産製造

木材加工

木材材料

造園設計

造園材料

造園施工

造園管理

緑地計画

造園

農業一般

林業一般

総合実習

農業に関するそ

の他の科目

機械実習

機械製図

機械設計

機械工作

原動機

計測・制御

機械材料

自動車実習

自動車製図

自動車設計

自動車工作

自動車構造

自動車整備

自動車電気

自動車法規

造船実習

造船製図

造船工学

造船設計

船舶構造・装證

２～８

２～６

２～６

２～1０

２～８

２～1２

２～８

４～1０

３～８

３～８

２～６

２～４

２～６

２～1０

２～1０

４～1５

14～2５

６～1２

４～８

４～８

３～８

２～６

２～４

12～2０

４～８

３～６

３～６

４～８

４－８

２～４

１～２

10～2０

８～1５

６～1２

３～６

３～８

工業

造船工作

造船力学

金属工業実習

金属工業製図

金属材料

金属加工

金属製錬

特殊材料

金属工業設計

電気実習

電気製図

電気工学Ｉ

電気工学Ⅱ

電気工学Ⅲ

電気機器

発送配電

電気応用

電子実習

電子製図

電子工学Ｉ

電子工学Ⅱ

電子工学Ⅲ

電子応用

通信機器

情報技術実習

プログラミング

数値計算法

システムエ学

電子計算機

プログラム理論

工業計測実習

工業計測製図

計測管理

自動制御

計測力学

計装工事

計測回路

建築実習

２～８

２～６

10～2０

４～８

６～８

６～８

２～６

２～４

２～４

10～2０

４～1２

６～1４

５～1４

５～1４

２～６

２～６

２～４

10～2０

４～８

６～1４

５～1０

５～1０

２～６

２～８

14～2０

３～９

２～６

２～６

３～６

５～1０

１０～2０

４～８

４～８

４～９

４～７

３～７

３～６

７～2５
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各教科 各教科に
属する科目

標準
単位数

各教科 各教科に
属する科目

標準
単位数

工業

建築設計製図

建築計画

建築構造

建築構造設計

建築施工

建築法規

建築史

設備工業実習

設備設計製図

設備計画

空気調和設備

衛生設備

設備機械・電気

設備施工

土木実習

土木製図

測量

土木応用力学

水理

土質

土木計画

土木設計

土木施工

地質工学実習

地質工学製図

地質工学Ｉ

地質工学Ⅱ

地下資源開発

火薬

環境工学実習

環境工学製図

環境衛生

環境計画

環境施設

水道Ｉ

水道Ⅱ

環境衛生処理

環境管理

７～2５

４～８

４～６

４～８

３～６

１～２

２～３

９～1８

９～1４

３～６

４～８

４～８

３～５

３～５

６～1５

４～1２

２～６

２～８

２～４

２～４

２～６

２～８

２～８

12～1５

２～４

６～８

５～８

５～８

２～４

10～2０

２～６

４～８

３～８

６～1２

２～６

２～６

２～６

２～６

工業

工業化学実習

化学工，業Ｉ

化学工業Ⅱ

化学工業Ⅲ

化学工場

化学工業持論

化学工業安全

放射化学

電気化学

化学工学実習

化学工学Ｉ

化学工学Ⅱ

化学工学Ⅲ

窯業実習

窯業製図

窯業原料

セラミック化学

窯業操作

窯業計測

窯業持論

色染化学実習

色染化学Ｉ

色染化学Ⅱ

色染化学Ⅲ

染色工場

染色デザイン

繊維工学実習

繊維工学Ｉ

繊維工学Ⅱ

繊維工学Ⅲ

繊維工場管理

繊維デザイン

インテリア実習

インテリア

設計製図

室内計画

室内材料

室内装備

19～2８

６～９

３～６

３～６

４～６

２～６

２～４

２～４

２～４

20～2９

４～８

４～６

３～６

10～2５

３～６

２～４

４～８

４～８

２～６

２～1０

10～2０

３～６

６～８

６～1０

３～６

２～４

15～2０

４～８

８～1２

４～６

２～４

２～４

８～2５

６～2０

２～８

２～６

２～６
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各教科 鳶謬る駕肯
標準
単位数

各教科
各教科に
属する科目

標準
単位数

工業

家具生産

木工機械

塗装・接着

デザイン実習

デザイン製図

デザイン計画

工業。

工芸デザイン

ビジュアル

デザイン

デザイン材料

デザイン史

デザイン実務

工業管理実習

生産技術

生産管理

工業経営

工業概説

製図

工学一般

自動車一般

電気一般

機械製作

機械一般

溶接

原子工学一般

建築一般

土木一般

化学工業一般

色染化学一般

繊維工学一般

デザイン一般

工業英語

工業に関する

その他の科目

商業一般

経済

経営

２～６

２～６

２～６

15～3０

２～１５

２～６

２～８

２～４

２～４

２～４

２～４

14～2０

８～1５

８～1５

２－８

２～４

２～８

２～６

２～６

２～６

２～８

２～６

２～６

２～６

２～４

２～４

２～４

２～４

２～４

６～１２

２～４

３～５

２～４

２～４

商業

商業法規

簿記会計Ｉ

簿記会計Ⅱ

簿記会計Ⅲ

工業簿記

銀行簿記

機械簿記

税務会計

経理実践

事務

事務機械

事務管理

計算実務

統計実務

経営数学

電子計算機一般

プログラミング

Ｉ

プログラミング

Ⅱ

和文タイプ

ライティング

英文タイプ

ライティング

速記

秘書実務

事務実践

商事

売買実務

商：品

市場調査

広告

商業美術

商業英語

商業英会話

貿易実務

商業実践

奪藷摘闇蒋曽

２～５

３～５

２～４

２～４

２～４

２～４

２～５

２～４

３～５

２～５

２～５

２～５

２～８

２～４

２～４

２～５

３～８

２～５

２～６

２～６

２～６

３～６

３～５

２～５

２～５．

２～５

２～４

２－５

２～６

２～４

２～６

３～６

３～５
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各教科 各教科に
属する科目

標準
単位数 各教科 各教科に

属する科目
標準
単位数

水産

看護

水産一般

漁業

海洋・気象

漁船・運用

航海・計器

海事法規

水産法規

栽培漁業

資源・漁場

漁業経営

操船

漁獲物処理

水産増殖

水産生物

水産土木

水産製造

水産食品化学

水産食品衛生

水産製造機器

漁船機関

機械設計工作

舶用電機

電気通信理論

錘 線測定

錘 線機器

線通信

通信法規

海洋実習

総合実習

乗船実習

水産に関する

その他の科目

看護概説

看護基礎医学

成人看護

母子看識

看護実習

章欝 圃閣藺自

２～４

４～1０

２～４

６～８

８～1０

２～４

２～４

４～1０

５～７

６～８

４～８

２～４

１０～1５

６～８

２～４

８～1０

６～1０

３～５

６～1０

10～1５

６～８

４～６

１０～1２

３～５

５～７

８～1０

４～６

２～４

４～1２

４～1２

２～４

４～８

６～1２

２～４

20～２７

理数

美術

その他特に

必要な教科

総合数学

計算機数学

総合物理

総合化学

総合生物

総合地学

理数に関する

その他の科目

音楽理論

音楽史

ソルフェージュ

合唱

合奏

声楽

鍵盤楽器

弦楽器

管楽器

打楽器

作曲

音楽に関する

その他の科目

美術理論

美術史

素描

基本造形

彩画Ａ

彩画Ｂ

版画

彫刻

デザインＡ

デザインＢ

製図

写真

総合実習

美術に関する

その他の科目

当該教科に関す

る科目

13～1８

２

６～９

６～９

６～９

６～９

３～９

３～６

６～1２

３～９

３～９

２～９

２～９

２～９

２～９

２～９

２～９

３～９

３～９

４～1２

４～1２

４～1２

４～1２

２～６

４～1２

４～1２

４～1２

２～８

２～４

２～４
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備考

ｌこの表に掲げる「外国語に関するその他の科目｣，「家庭に関するその他の科目｣，「農業に関する

その他の科目｣，「工業に関するその他の科目｣，「商業に関するその他の科目｣，「水産に関するその

他の科目｣，「看護に関するその他の科目｣，「理数に関するその他の科目｣，「音楽に関するその他の

科目」および「美術に関するその他の科目」は，学科の特質，学校や地域の実態などにより，この

表に掲げる科目だけではその学校の教育課程を編成しがたい場合に用いるものとする。この場合に

おいて，その科目の名称，目標，内容，単位数等については，その科目の属する教科の目標に基づ

き，その学校の設置者の定めるところによる。

２この表に掲げる「その他特に必要な教科」および「当該教科に関する科目」は，私立学校におい

て宗教教育を行なう場合または学校においてたとえば体育に関する学科を設ける場合などで各学科

の目標を達成するために特に必要がある場合に限り用いるものとする。これらの場合において，教

科および科目の名称，目標，内容，単位数等については，その学校の設置者の定めるところによる。

第３款各教科以外の教育活動

各教科以外の教育活動は，ホームルーム，生徒会活動，クラブ活動および学校行事から成るものと

する。

第４款各教科・科目の履修

１次の各教科・科目をすべての生徒に履修させるものとする。

（１）国語のうち「現代国語」および「古典Ｉ甲」

（２）社会のうち「倫理・社会」および「政治・経済」の２科目ならびに「日本史｣，「世界史」およ

び「地理Ａ」または「地理Ｂ」のうち２科目

（３）数学のうち「数学一般」または「数学Ｉ」

（４）理科のうち「基礎理科」１科目または「物理Ｉ」，「化学Ｉ」，「生物Ｉ」および「地学Ｉ」のう

ち２科目

（５）保健体育のうち「体育」および「保健」

（６）芸術のうち「音楽Ｉ」，「美術Ｉ」，「工芸Ｉ」および「書道Ｉ」のうち１科目

教育課程を編成するに当たっては，すべての生徒に履修させる各教科・科目の単位数は，第１節

第２款の標準単位数を下らないものとする。

なお，国語のうち「古典Ｉ乙」を履修する場合には，「古典Ｉ甲｣の履修を要しないものとする。

２普通科における各教科・科目の履修については，上記１のほか次のとおりとする。
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（１）「体育」について，全日制の課程のすべての男子に履修させる単位数は，１１単位を下らないよ

うにすること。

（２）芸術について，すべての生徒に履修させる単位数は，３単位を下らないようにすること。

（３）「家庭一般」は，すべての女子に履修させるものとし，その単位数は，４単位を下らないよう

にすること。

３専門教育を主とする学科における各教科・科目の履修については，上記１のほか次のとおりとす

る｡

（１）職業教育を主とする学科およびその他専門教育を主とする学科（理数に関する学科，音楽に関

する学科，美術に関する学科，体育に関する学科など）においては，専門教育に関する各教科・

科目について，すべての生徒に履修させる単位数は，３５単位を下らないようにすること。ただし，

商業に関する学科においては，上記の単位数の中に外国語に属する科目の単位を10単位まで含め

ることができる。

（２）「家庭一般」は，すべての女子に履修させるものとし，その単位数は，４単位を下らないよう

にすること。ただし，女子生徒数がきわめて少数である場合など特別の事情がある場合は，この

限りでない。

（３）第４款の１のすべての生徒に履修させる科目の内容と同一または類似の内容が専門教育に関す

る科目の内容に含まれている場合には，上記すべての生徒に履修させる科目を履修した場合と同

様の成果を期待することができる限りにおいて，当該専門教育に関する科目を履修することによ

って，すべての生徒に履修させる科目の内容の一部を省略し，他の部分に重点をおいて履修させ

ることができること。また，同一または類似の内容が多い場合には，上記と同様の成果を期待す

ることができる限りにおいて，すべての生徒に履修させる科目の単位数の一部または全部の履修

に替えることができること。

第５款各教科以外の教育活動の履修

１ホームルームについては，各学年において週当たり１単位時間（ｌ単位時間は，５０分とする。以

下同じ｡）を下らないものとする。ただし，定時制の課程において特別の事情がある場合には，その

授業時数の一部を減ずることができる。

２クラブ活動については，原則として，各学年において週当たり１単位時間を下らないものとする。

３生徒会活動および学校行事については，学校の実態に即してそれぞれ適切な授業時数を充てるも

のとする。
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４通信制の課程における各教科以外の教育活動の指導時数については，第３節の２に定めるところ

による。

第２節全日制および定時制の課程における教育課程

第｜款教育課程編成に当たって配慮すべき事項

教育課程を編成するに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

１一般的事項

（１）各教科・科目，ホームルームおよびクラブ活動の授業は，全日制の課程においては，年間35週

を下らないように計画すること。

（２）全日制の課程における各学年の週当たりの授業時数は34単位時間を標準とし，原則として38単

位時間をこえないようにすること。

定時制の課程における各学年の授業日数の季節的配分または週もしくは１日当たりの授業時数

については，生徒の勤労状況と地域社会の諸事情を考慮して，適切に配当するようにすること。

（３）各教科・科目の授業は，１単位について１個学年35単位時間に相当する時間を下らないように

すること。

（４）生徒の能力・適性・進路等に応じてそれぞれ適切な教育をほどこすため，必要により，教育課

程の類型を設け，そのいずれかの類型を選択して履修させるようにすること。この場合，その類

型において履修させることになっている各教科・科目以外の各教科・科目を履修させたり，生徒

が自由に選択履修することのできる各教科・科目をも設けるようにすること。

（５）定時制の課程の教育課程を編成するに当たっては，生徒の勤労や生活の状況などに即応し，負

扣過重になることを避け，教育効果を高めるようにすること。

２普通科において職業に関する各教科・科目を履修させる場合に配慮すべき事項

（１）生徒の必要や地域の実態を考慮して，「被服Ｉ｣，「食物Ｉ｣，「保育｣，「家庭経営｣，「作物｣,｢園

芸｣，「畜産｣，「農業一般｣，「林業一般｣，「製図｣，「自動車一般｣，「電気一般｣，「機械一般｣，「商

業一般｣，「簿記会計Ｉ」，「事務｣，「計算実務｣，「水産一般」などの科目のうちから適当なものを

設け，生徒に履修させることが適当であること。

（２）職業に関する各教科・科目に，ある程度まとまった時間を配当することができる場合には，上

記(1)の科目以外の各教科・科目を加えるなどして系統的に履修させ，専門的な知識と技術を習得

させるように配慮すること。

３職業教育を主とする学科において配慮すべき事項
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職業教育を主とする学科のうちのおもなものの標準的な目標は次のとおりであるから，それぞれの

目標を達成するように教育課程を編成する必要があること。

（１）農業に関するおもな学科の目標

ア農業科

作物（園芸作物を含む｡）の栽培,家畜の飼育および農業経営に関する知識と技術を習得させ，

農業の経営者・技術者を養成する。

イ園芸科

園芸作物の栽培および農業経営に関する知識と技術を習得させ，園芸を中心とする農業の経

営者・技術者を養成する。

ウ畜産科

家畜の飼育および農業経営に関する知識と技術を習得させ，畜産を中心とする農業の経営者

・技術者を養成する。

エ蚕業科

蚕の飼育および農業経営に関する知識と技術を習得させ，蚕業を中心とする農業の経営者．

技術者を養成する。

オ食品製造科

農畜産物を中心とする食品の加工および貯蔵に関する知識と技術を習得させ，食品製造に関

する業務に従事する技術者を養成する。

力農業土木科

土地改良および農地の保全・開発に関する知識と技術を習得させ，農業土木に関する業務に

従事する技術者を養成する。

キ林業科

木材の生産，治山治水および林業経営に関する知識と技術を習得させ，林業の技術者を養成

する。

ク木材加工科

木材の加工および林産物の製造に関する知識と技術を習得させ，木材の加工利用に関する業

務に従事する技術者を養成する。

ケ造園科

造園植物の育成および造園の設計・施工・管理に関する知識と技術を習得させ，造園に関す
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る業務に従事する経営者・技術者を養成する。

．生活科

農業および家庭生活に関する知識と技術を習得させ，農家を経営する婦人を養成する。

工業に関するおもな学科の目標

ア機械科

機械に関する知識と技術を習得させ，機械工業およびこれに関連する諸分野において，製造，

管理，企画，設計，研究，整備，営業などの業務に従事する技術者を養成する。

イ自動車科

自動車に関する知識と技術を習得させ，自動車工業およびこれに関連する諸分野において，

製造，管理，企画，設計，研究，整備，販売，技術サービスなどの業務に従事する技術者を養

成する。

ウ造船科

造船に関する知識と技術を習得させ，造船工業およびこれに関連する諸分野において，建造，

修理，企画，設計，管理，研究などの業務に従事する技術者を養成する。

エ金属工業科

金属に関する知識と技術を習得させ，金属工業およびこれに関連する諸分野において，金属

材料の製造，加工，試験，研究などの業務に従事する技術者を養成する。

オ電気科

電気に関する知識と技術を習得させ，電気機器製造業，電気事業およびその他の電気関係の

諸分野において，製造，管理，運用，保守，技術サービスなどの業務に従事する技術者を養成

(2)

する。

力電子科

電子に関する知識と技術を習得させ，電子工業およびこれに関連する諸分野において，製造，

管理，運用，保守，技術サービスなどの業務に従事する技術者を養成する。

キ情報技術科

電子計算機に関する知識と技術を習得させ，電子計算機を利用する工業生産，電子計算機の

製造などの諸分野において，情報処理，製造，管理，運用，保守などの業務に従事する技術者

を養成する。

クエ業計測科
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工業計測に関する知識と技術を習得させ，計測機器製造業および工業計測の応用される諸分

野において，企画，設計，製造，操作，管理などの業務に従事する技術者を養成する。

ケ建築科

建築に関する知識と技術を習得させ，建築業，建築行政などの諸分野において，建築の設計，

施行，監理，指導などの業務に従事する技術者を養成する。

．設備工業科

＄設備工業に関する知識と技術を習得させ，建設業，製造業などの諸分野において，空気調和

・給排水衛生設備などの計画，設計，施工，管理，保全などの業務に従事する技術者を養成す

る。

サ土木科

土木に関する知識と技術を習得させ，建設業，土木行政などの諸分野において，土木工事の

計画，設計，施工，管理，指導などの業務に従事する技術者を養成する。

シ地質工学科

地質工学に関する知識と技術を習得させ，鉱業，建設業などの諸分野において，地下資源の

調査・開発，建造物の基礎工事のための調査・設計・施工などの業務に従事する技術者を養成

する。

ス環境工学科

環境工学に関する知識と技術を習得させ，水道事業，環境保全事業などの諸分野において，

調査，計画，設計，施工，管理などの業務に従事する技術者を養成する。

セエ業化学科

工業化学に関する知識と技術を習得させ，化学工業およびその他の化学を応用する諸分野に

おいて，製造，試験，研究，技術サービスなどの業務に従事する技術者を養成する。

ソ化学工学科

化学工学に関する知識と技術を習得させ，化学工場その他の化学工業関係の諸分野において，

装置の運転・管理，研究，技術サービスなどの業務に従事する技術者を養成する。

夕窯業科

窯業に関する知識と技術を習得させ，窯業およびこれに関連する諸分野において，製造，企

画，研究，試験などの業務に従事する技術者を養成する。

チ色染化学科
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色染化学に関する知識と技術を習得させ，染色工業およびこれに関連する諸分野において，

製造，企画，試験，研究，検査などの業務に従事する技術者を養成する。

ツ繊維工学科

繊維工学に関する知識と技術を習得させ，繊維工業およびこれに関連する諸分野において，

製造，企画，試験，研究，検査などの業務に従事する技術者を養成する。

テインテリア科

インテリアに関する知識と技術を習得させ，室内環境の構成，施工などに関する諸分野にお

いて，企画，設計，施工，製造などの業務に従事する技術者を養成する。

トデザイン科

デザインに関する知識と技術を習得させ，産業界などにおけるデザインに関する諸分野にお

いて，デザインの制作，研究などの業務に従事する技術者を養成する。

ナエ業管理科

工業管理に関する知識と技術を習得させ，製造工業の諸分野において，生産の管理に関する

業務に従事する技術者を養成する。

(3)商業に関するおもな学科の目標

ア商業科

広<産業における商事活動，事務および経営管理に関する知識と技術を習得させ，これらの

業務に従事する者を養成する。

イ経理科

簿記会計および財務に関する知識と技術を習得させ，経理に関する事務に従事する者を養成

する。

ウ事務科

事務およびその管理に関する知識と技術を習得させ，各種の事務に従事する者を養成する。

エ情報処理科

事務および電子計算機の利用に関する知識と技術を習得させ，情報処理に関する事務に従事

する者を養成する。

オ秘書科

秘書として必要な文書事務，応接などに関する知識と技術を習得させ，秘書の職務またはこ

れに類する事務に従事する者を養成する。
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力営業科

販売を中心として，広く商事活動に関する知識と技術を習得させ，売買に関する業務に従事
する者を養成する。

キ賀易科

外国との商取引およびその業務処理に関する知識と技術を習得させ，貿易に関する業務に従
事する者を養成する。

(4)水産に関するおもな学科の目標

ア漁業科

漁業および漁船の運航に関する知識と技術を習得させ，主として漁船に乗り組んで漁業生産

に従事する技術者を養成する。

イ漁業経営科

沿岸漁場における漁業生産およびその経営に関する知識と技術を習得させ，沿岸漁業や栽培

漁業に従事する経営者・技術者を養成する。

ウ水産増殖科

水産生物およびその増殖に関する知識と技術を習得させ，水産養殖に関する業務に従事する

技術者を養成する。

エ水産製造科

水産物を中心とする食品の製造に関する知識と技術を習得させ，食品製造に関する業務に従

事する技術者を養成する。

オ機関科

漁船機関に関する知識と技術を習得させ，主として漁船に乗り組んで機関の運転管理に従事

する技術者を養成する。

力無線通信科

無線通信に関する知識と技術を習得させ，漁業局などにおける無線通信業務に従事する技術

者を養成する。

(5)家庭に関するおもな学科の目標

ア家政科

家庭経営の立場から家庭生活に関する知識と技術を総合的に習得させ,家庭生活に関する仕

事に従事する能力を有する者を養成する。
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イ被服科

被服の製作，衣生活の経営などに関する専門的な知纈と技術を習得させ，被服に関する仕事

に従事する能力を有する者を養成する。

ウ服飾デザイン科

被服のデザイン，製作などに関する専門的な知識と技術を習得させ，服飾に関する仕事に従

事する能力を有する者を養成する。

エ食物科

調理，食生活の経営などに関する専門的な知識と技術を習得させ，食物に関する仕事に従事

する能力を有する者を養成する。

オ保育科

児童の心身の発達，保育の方法などに関する専門的な知識と技術を習得させ，保育に関する

仕事に従事する能力を有する者を養成する。

（６）看護に関するおもな学科の目標

衛生看護科

看護に関する知識と技術を習得させ，医療，保健の機関などにおいて，看護の仕事に従事す

る者を養成する。

第２款指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項

１学校においては，各教科・科目，各教科以外の教育活動について相互の関連を図り，全体として

調和のとれた具体的な指導計画を作成し，発展的，系統的な指導を行なうものとする。

なお，指導計画の作成に当たっては，この章ならびに第２章以下に示す各教科・科目および各教

科以外の教育活動の指導計画の作成に関する事項にじゅうぶん留意するものとする。

２第２章に示す各教科・科目の内容は，特に示す場合を除き標準単位数に基づいて示したものであ

るが，学校において標準単位数をこえて単位数を配当する場合には，第２章に示した事項に習熟さ

せることをたてまえとする。

３学校においては，第２章以下に示していない事項を加えて指導することもさしつかえないが，そ

の場合には，第２章以下に示している教科および科目または各教科以外の教育活動の目標や内容の

趣旨を逸脱したり，生徒の負担過重となることのないようにするものとする。

４第２意に示す各教科・科目の内容に掲げる事項の順序は，特に示す場合を除き，指導の順序を示

すものではないので，学校においては各事項のまとめ方や順序にくふうを加え，効果的な指導を行



-341-

なうものとする。

５第２章以下に示す各教科・科目および各教科以外の教育活動の内容に関する事項の指導に当たっ

ては，特に示す場合のほか，それぞれの目標および内容の趣旨を逸脱しない範囲内で，生徒の実態

を考慮して，重点のおき方に適切なくふうを加え，指導の効果を高めるように努めるものとする。

６第２章に示す職業に関する各教科．科目については，次の事項に配慮するものとする。

（１）職業に関する各教科・科目は，それぞれの各教科・科目の履修に必要な実験．実習などを含め

て組織されているものであるから，理論と実際が遊離しないように取り扱うこと。

（２）職業に関する各教科・科目のうち，実習に関する科目の指導に当たっては，関係する各教科．

科目と密接な関連を図るとともに，実習を通して必要な技術を総合的に習得させ，勤労について

の正しい観念や習慣を養うようにすること。

（３）職業に関する各教科・科目については，現場実習をもって実習に替えることができること。ミ

の場合，現場実習は，その各教科・科目の内容に直接関係があり，かつ，その－部としてあらか

じめ計画され，教師の指導のもとに行なわれ，また，その成果が教育的に評価できるものである

ことを要し，その時間数は実習の総時間数の10分の７以内とすること。

（４）家庭および農業に関する各教科・科目の指導に当たっては，ホームプロジェクト（家庭実習）

ならびに学校家庭クラブおよび学校農業クラブの活動を活用して，学習の効果をあげるようにす

ることが望ましいこと。この場合，ホームプロジェクトについては，その科目の授業時数の10分

の２以内をこれに充てることができること。

７以上のほか，次の事項について配慮するものとする。

（１）個々の生徒の能力・適性等の的確な把握に努め，その伸長を図り，生徒に適切な各教科．科目

や類型を選択させるように指導するとともに，進路指導を適切に行なうこと。特に心身に障害の

ある生徒については，生徒の実態に即した適切な指導を行なうこと。

（２）教師と生徒および生徒相互の好ましい人間関係を育て，生徒指導の充実を図ること。

（３）教科書その他の教材・教具を活用し，学校図書館を計画的に利用すること。

なお，学校の実態に即して視聴覚教材を適切に選択し，活用して，指導の効果を高めること。

（４）指導の効率を高めるため，教師の協力的な指導が行なわれるようくふうするとともに，生徒の

興味や関心をじゅうぶん把握し，自主的，自発的に学習する意欲を高めるように指導すること｡

（５）指導の成果を絶えず評価し，指導の改善に努めること。

（６）実験・実習に当たっては，特に安全と保健に留意すること。
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第３款道徳教育

学校における道徳教育は，学校の教育活動全体を通じて行なうことを基本とする。したがって，各

教科・科目および各教科以外の教育活動においてそれぞれの特質に応ずる適切な指導を行なわなけれ

ばならない。

道徳教育の目標は，教育基本法および学校教育法に定められた教育の根本梢神に基づく，すなわち，

道徳教育は，人間尊重の精神を家庭，学校，その他社会における具体的な生活の中に生かし，個性豊

かな文化の創造と民主的な社会および国家の発展に努め，進んで平和的な国際社会に貢献できる日本

人を育成するため，その基盤としての道徳性を養うことを目標とする。

その際，生徒の心身の発達に即応して，特に，自律の精神や社会連帯の精神および責任を重んずる

態度や差別のないよりよい社会を実現しようとする態度を養うための指導が適切に行なわれるように

しなければならない。

第４款体育

健康で安全な生活を営むのに必要な習,慣や態度を養い，心身の調和的発達を図るため，体育に関す

る指導については，学校の教育活動全体を通じて適切に行なうものとする。特に，体力の向上につい

ては，体育および保健の科目の時間はもちろん各教科以外の教育活動においても，じゅうぶん指導す

るよう配慮しなければならない。

第５款単位の修得および卒業の認定

１学校は，生徒が学校の定める指導計画に従って各教科・科目を履修し，その成果が教科および科

目の目標からみて満足できると認められる場合には，その各教科・科目について履修した単位を修

得したことを認定しなければならない。この場合，１科目を２以上の学年にわたって分割履修した

ときは，学年ごとにその各教科・科目について履修した単位を修得したことを認定するものとする。

２学校においては，卒業までに履修させる各教科・科目およびその単位数ならびに各教科以外の教

育活動およびそれらの授業時数に関する事項を定めるものとする。この場合，各教科・科目の単位

数の計は，第１節第４款に掲げる各教科・科目の単位数を含めて85単位以上とする。

３学校においては，卒業までに修得させる各教科・科目およびその単位数を定め，校長は，それら

の各教科・科目およびその単位を修得した者で，各教科以外の教育活動の成果がその目標からみて

満足できると認められるものについて，高等学校の全課程の修了を認定するものとする。この場合，

各教科・科目について修得させる単位数の計は，８５単位以上とする。

第３節通信制の課程における教育課程
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通信制の課程における教育課程については，下記に定めるところによるほか，第２節（第１款の１

ならびに第２款の６の(3)および(4)を除く。）の定めるところによる。

１添削指導，面接指導および試験

（１）各教科・科目の添削指導の回数および面接指導の単位時間数（１単位時間は，５０分とする｡)の

標準は，１単位につき次の表のとおりとすること。

（２）職業に関する各教科・科目を履修する生徒が，現にその各教科・科目と密接な関係を有する職

業(家事を含む｡）に従事している場合において，その職業における実務等があらかじめ学校がた

てた指導計画に照らして，その各教科・科目の実習として適切なものであると認められるときは，

その生徒について，その各教科・科目の面接指導の時間数の10分の３以内の時間数を免除するこ

とができること。

（３）学校が，その指導計画に，各教科・科目または各教科以外の教育活動について計画的かつ継続

的に行なわれるラジオ放送またはテレビ放送をとりいれた場合で，生徒がその放送を視聴し，そ

の成果が満足できると認められるときは，その生徒について，その各教科・科目の面接指導の時

間数または各教科以外の教育活動の時間数のうち，ラジオ放送またはテレビ放送についてそれぞ

れ10分の５以内の時間数を免除することができること。ただし，免除する時間数は，あわせて１０

分の６をこえることができない。

（４）試験は，原則として，１単位当たり１回行なうことが望ましいこと。

２各教科以外の教育活動

各教科以外の教育活動については，ホームルームおよびクラブ活動を含めて，おのおのの生徒の

各教科・科目 添削指導（回） 面接指導(単位時間）

国語，社会および数学に属
する科目

３ １

理科に属する科目 ３ ４

保健体育のうち体育 1 ８

保健体育のうち保健 ３ １

芸術に属する科目 ５ ４

外国語に属式る科目 ３ ４

専門教育に関する各教科.
科目

各教科・科目の必要
に応じて２～３

各教科・科目の必要
に応じて２～８
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卒業までに50単位時間以上指導するものとする。

３教育課程編成に当たって配慮すべき事項

（１）生徒の勤労や生活の状況などに即応し，負担過重になることをさけ，教育効果を高めるように

するものとすること。

（２）各教科・科目の面接指導および各教科以外の教育活動の指導は，生徒が卒業までに標準として

８０日間（協力校等における指導日数を含む｡)出校して受けられるよう計画するものとすること。
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34．米国英国における大学入学者選抜方式と統一テスト実施機関の概要

(1)大学入学選抜方式

５

り

の一部で採斥 Elの對兀

①中等 蚊や腹’最低５～６科臣

， 没｜科目を上級

の願

､lや学習成締 胃の合’合格科目の成繍一中讐二章桁,

割

②州Ｕ あ｜央施する3m目の試験(広

｡。｜の5】[綴

ウ
￣［。

リ

３］又

刀nri鰭し中Ｉ（ヌ)歪１

,

の省

事項 米国 英国（イングランドとウエールズ）

(1)入学基礎資格

12年の初等・中等教育の課程を修了す

ること ◎

ＧＣＥ試験（一般修学証書試験……中

等教育修了程度の学力を検定する科目

別の統一的な試験で，普通レベル〔１６

歳段階〕と上級レベル〔18,19歳段階〕と

に分れる｡)の上級レベル２～３科目に

合格すること。

(2)大学入学者の選

抜方式

大学入学者の選抜方式は次のタイプに

大別される。

(1)入学試験によらないもの

主として州立大学の一部で採用され

ている。

①中等学校で取得すべき単位数や履

修すべき教科について一定の条件を設

け，入学志願者の中等学校での履修状

況や学習成績を審査して，入学者の合

否を決定する。

②州の認定した中等学校の卒業者であ

れぱ，原則として入学を許可する。

(2)入学試験によるもの

①大学は独自の入学試験を行わずに

専門試験機関である大学入学試験委員

会（ＣＥＥＢ）又は大学テスト協会（Ａ

ＣＴ）等の行う統一テストの成績と中

等学校の調査書等とを勘案して入学者

の合否を判定する。

(1)大学の入学者選抜方式

総合大学を中心に設けられた８試験

機関が行うＧＣＥ試験において受験す

べき科目の数及びレベルは，各大学又

は学部によって定められるが一般に，

最低５～６科目，うち少くとも２～３

科目を上級レベルで合格していること

が必要である。

合格科目の成績，中等学校の調査書，

大学によっては，さらに学部等ごとに

実施する独自の試験(面接・筆記試験）

の成績等を判定資料として，入学者を

決定する。

(独自の筆記試験を付加して課すもの

にオックスフォード

学等がある｡）

ケンブリッジ大

(2)教育カレッジ等の入学者選抜方式

GCE試験において５～６科目を普通し

ベルで合格していることが必要である
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事項 米国 英国（イングランドとウエールズ）

これに，大学が独自に行う小論文テ

スト 面接等を加える大学があり，私

立大学ではさらに同窓会の推せんが加

えられている大学もある。

これらの方式を採用する大学には，

専任の入学担当官が配置されており，

入学者選抜の方針について研究し，選

抜業務を遂行するとともに，各中等学

校の教育内容や教育水準についての情

報収集を行っている。

一般的にこの方式を採用している大

学が多い。

②各大学が独自で入学試験を行うもの

この方式を採用している大学は極く

一部の私立大学に限られている。

(参考）

・カリファルニア大学（州立),ハーバ

－ド大学，プリンストン大学等の例

大学入試委員会(ＣＥＥＢ）の進学適

性テストと学力テスト（３科目以上）

の受験を必要とする。

●マサチューセッツエ科大学の例

ＣＥＥＢの進学適性テストと学カテ

スト（数学／化学又は処理／作文又は

米国史又は西洋史の３科目）の受験を

必要とする。

●ミシガン州立大学の例

が，近年では，大学と同様に，そのう

ちの l～２科目を上級レベルで合格

していることが要求されている。この

ほか，中等学校の調査書を判定資料に

加えて，入学者を決定する。

(3)大学入試事務を一括処理するための

機関

総合大学及び教育カレッジへの入

学志願者について，出願から決定通知

に至るまでの事務処理を一括して行う

機関として，大学入試事務統一協議会

(ＵＣＣＡ）と教員養成大学入学者選

抜調整機関（ＣＲＣＨ）がある。

これらは入学者の選考には関与せず

すべての入学志願者の入学願書を一括

受理し，志願者の志望順位により第１

志望から第６志望まで，志望校に合格

するまで順次入学願書を回付する事務

を行う ◎

(参考）

近年の後期中等教育進学者の増加に

伴い，試験制度全体の改革が検討され

ている。
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(2)統一テストとその実施機関

(刀米国

高等教育機関への入学者選抜のための統一的なテストとしては，

①大学入学試験委員会(ＣＥＥＢ）の大学共通テストプログラム(ＣＥＥＢ－ＡＴＰ）

②大学テスト協会（ＡＣＴ）のACT評価プログラム（ＡＣＴ－ＡＰＰ）がある。

事項 米国 英国（イングランドとウエールズ）

ＣＥＥＢの進学適性テストの受験を必

要とする。

(3)大学数，進学率

等

校数

入学者数

該当年令人口
当りの進学率

大学(４年制） 短期大学

１．６７２ 934(1972）

1,757千人(1973）

43.1％(1973）

大学（学位課程）1973～74年

校数

入学者数

該当年令人口
当りの進学率

4４

44千人

約８％

事項 大学入学試験委員会（ＣＥＥＢ） 大学テスト協会（ＡＣＴ）

(1)統一テストの受

験資格

主として大学への進学を希望する中等学校第12学年（18歳）の生徒及び中等学

校修了者であるが，第10,11学年の生徒も受験することができる。

(2)機関の創立

非営利教育法人

1900年に東部12大学の共通入試テスト

を行うためにコロンビア大学を中心に

して創立。

非営利教育法人

1959年に中西部の公立大学の共通入試

テストを行うために，アイオワ大学を

中心に創立。

(3)加盟機関数

(テスト結果利用

機関）

1975年現在2,313（1,041大学〔４年

制大学の60％〕136短大，999高校，

66奨学団体等）機関が加盟

1976年現在2,576（大学，短大，高校

奨学団体等）機関が加盟〔大学は２，０００

以上〕(ＣＥＥＢと重複して加盟している

大学が多く，ほとんどの大学がいずれ

かに加盟している｡）

(4)業務の内容

大学共通テストプログラムをはじめ，

各種のテストの基本方針の決定と検査

のための調査研究を行っている。

大学共通テストであるＡＣＴ評価プロ

グラムをはじめ各種のテストの問題作

成，テストの実施及び調査研究を行つ
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①テストの種

事項 大学入学試験委員会（ＣＥＥＢ） 大学テスト協会（ＡＣＴ）

(4)業務の内容 問題の作成・テストの実施・採点等

の実際の業務は，ＣＥＥＢの監督の下

に，1947年にＣＥＥＢから独立したテ

スト専門機関である「教育テストサー

ピス（ＥＴＳ)」（プリンストン市）が

行っている。

ている。

テストの採点・集計等は「ウェスチン

グハウス・ラーニング社の測定研究セ

ンター」(アイオワ市)(ＷＬＣ－ＭＲＣ）

に委託している。

(5)支部数.職員数

本部：ニューヨーク市

支部：米国内８個所，プエルトリコ１

個所

全職員数：約2,000人(1975）

ＥＴＳ：本部：プリンストン市,支部：

バークレイ市（カリフォルニア）全職

員数：2,000人(1975）

本部：アイオワ市

支部：米国内15個所

本部職員数：約500人(1975～76）

ＷＬＣ－ＭＲＣ：アイオワ市

職員数：450人(1976）

(6)財政

加盟機関の出資金と出版活動，

調査研究結果の提供，連邦政府からの

委託事業等の収益により運営

収入合計4,369万ドル（131.1億円）

(1975～76）

(ＥＴＳ）テストの実施，研究成果の配

布等の収入合計5,391万ドル(166億円）

(1973～74）

加盟機関の出資金と出版活動，

調査研究結果の提供，連邦政府からの

委託事業，テスト事業等の収益により

運営収入合計1,821万ドル(54.6億円）

(1975～76）

(ＷＬＣ－ＭＲＣ）民間会社のため不明

(7)統一テストの慨

要

①テストの種類，

科目数，テスト時

間

テストはすべてマークシート方式によ

る客観式テスト

○進学適性テスト（ＳＡＴ）

基礎的な言語表現能力と数理的能力

をテストする。テスト時間は2.5時間

○学力テスト（ＡＣＨ）

テストはすべてマークシート方式によ

る客観式テスト

○学力テスト

中等学校における学習の達成度を評

価し，大学教育への一般的能力を測定

する 。
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の1既’中塞筌巾
’）に口ＨＰ

5科目（客議

①テストの種鞭 ヨは英霊

○Ｈ四

５点）に1琿璽

②採点とその処斑 最信５８００１科目‘ リ

急最低200点の範囲内で』 信

の科目間の職

ＯワーストD）ＨﾖE1IH 刀困難庭｜畷I1iibの時騨 幸ｌ－ＵＵ

Ｊ９ら｜下 受３年）の１０月号も蕊

圏去に出題した問題弁伸IEF

ＦＲの寓炉

③テスト問題０

の教員（外部季纒

勺。問題{よ話

事項 大学入学試験委員会（ＣＥＥＢ） 大学テスト協会（ＡＣＴ）

採点処理はウェス チングハウスW2300光学読取り装置で読取り，ＩＢＭ３７０シ

リーズの電算機で集計されている。

③テスト問題の作

成

問題作成の基本方針はＣＥＥＢの高校

大学等の代表者による委員会で決定さ

れるが，基本的問題の作成はＥＴＳ職

貝と高校・大学の教員（外部委嘱者）

によって行われる。問題は設問単位で，

予備テスト等を経て作成され，困難度

を測定の後蓄績される。

試験問題は，これらの蓄積された設問

ＣＥＥＢの問題作成と同様に作成され

る ◎
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③テスト問題の作｜の組信

HIH上畷１年５回実施（原嶋

④テストの実施等｜日）受験場４，lOC

。以ｐ

⑤廷受験者＃

９７５～７６

ｕｌｌＬ

５掴間口[内に本人－７F斜

曼j霧時に申筈 :豆の冒果，Ｗ苫

ワ

⑦重複： Ｊ点ＣＤに芋

晋鴎is牛の３５～４０％

可受験した場合も向方の成績が雑言

事項 大学入学試験委員会（ＣＥＥＢ） 大学テスト協会（ＡＣＴ）

の組合せで作成される。

⑤廷受験者数

(1975～76）

進学適性テスト1,541千人

学力テスト327千人

ＡＣＴテスト963千人

⑥テスト成績の報

告

テスト終了後，６週間以内に成績を志

|望大学，本人，在籍高校等に送付され

る 。

テスト終了後，５週間以内に志望大学，

6週間以内に本人，在籍高校，奨学団

体等に送付される。

テスト受験時に申告した高校の課外活

動状況,)進路志望等についての分析も

同時に送付される。

⑦重複受験

約40％の受験生が進学適性テストを２

回受けている（多くは５月と12月）が

平均点において15～20点の上昇がみら

れるが，逆に受験生の35～40％は，２

回目の受験の成績が下がっている。

２回受験した場合も両方の成績が報告

される。

③身障者のテスト

身体障害者用にテストが準備されており，点字テスト等が行われるが，障害の

程度が千差万別であるため，採点基準を同一にすることが困難である。
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(ｲ）英、国

①ＧＣＥ試験の性格

④ＧＣＥ試験は，大学等の高等教育機関への入学資格試験であると同時に，一定の職業に対す

る就職資格の役割をも果している。

⑧ＧＣＥ試験は，総合大学を中心に設けられた八つの試験機関によって実施される統一的な学

力試験であって，試験の形式，科目等は試験機関によって異なるが，国は，教育課程・試験審

議会（学校審議会と略称）を通じて，各試験機関が実施する試験の内容及び採点の方法等につ

いて全国的見地から調整を行い，また，各試験機関も相互に連絡調整を行っているので，全国

的に同一条件で，資格が認められている。

②ＧＣＥ試験の受験資格等

④通常，中等学校に５年以上在学し，満16歳に達した者に与えられる。ただし，校長の許可が

あれば満15歳の生徒でも受験することができる。この試験は主として中等学校在学者を対象に

したものであるが，教育機関に在学していない者も受験できる。

⑧ＧＣＥ試験の大半の試験科目について普通レベルと上級レベルの二種類の問題が用意される。

普通レベルの受験………通常，中等学校第５学年終了時（16歳）

上級レベルの受験………普通レベルの受験後２～３年後（18～19歳）

侍別試験………上級レベルの問題よりも程度が高く，２科目以内が受験でき,大学の優

等課程の入学者を選抜する。

③試験機関の組織等

④試験機関はケンブリッジ大学，マンチェスター大学等，ロンドン大学，ケンブリッジ大学と

オクスフォード大学，オクスフオード大学，ブリストル大学等，ウェールズ大学の７大学等が

中心になっている７地方の試験委員会，大学と関連のない試験委員会がロンドンにあり合計８

試験委員会である。

⑧ケンブリッジ大学が中心になっている「ケンブリッジ大学地方試験委員会（ＣＵＬＥＳ)｣の

組織構成を例示すれば次のとおりである。

○常勤職員数：約300人臨時職員は夏期約200人各期約100人

○試験を管理する学校試験委員会の構成：１９人

（鷺鯆蕩纈::冨韓蝋方鐵……繍綿）



-352-

○科目別委員会：出題範囲要目を作成し，試験問題の評価を行い，試験委員や調整委員の任

命や指導を担当する。科目別委員会は，１８おかれ，151人の中等学校教員,６０人の大学教

員で構成されている。

○試験委員：約3,900人

○受験者（延数）43.5万人（1970年）

③試験科目

④全国的に通算すると普通レベルで175種類，上級レベルで120種類の試験科目があるが，一

つの試験機関が用意する試験科目の数は50以上で，その大半について普通レベルと上級レベル

の二種類の問題が用意される。

’⑧試験科目は，古典語，国語，歴史，地理，数学，物理，化学等の基礎的な科目と，木工，金

工，被服，手芸，音楽等の技術，技能科目も含まれている。

◎試験は筆記試験中心で論文式であるが，普通レベルでは，マークシート方式による多肢選択

の客観式テストが多く採用されている。一部の科目については口述試験，実技試験が課せられ

る。

⑪出題と採点は各試験機関ごとに，科目別委員会の下に各試験委員が行う。

④科目別の評定

④普通レベルの各科目の試験は，９段階で評価され，グレードｌ～６までが合格であり，

⑧上級レベルの試験は７段階で評価され，Ａ～Ｅまでが合格でｂ一般にＥは得点が40～49点で

ある。

◎特別試験は，秀，優，不合格の３段階である。

⑪平均合格率は普通レベルで約60％，上級レベルで約70％である。

⑤試験の時期

③夏期と冬期の２回行われる。夏期試験は６月または７月，冬期は11～12月又は１月に実施さ

れる。冬期試験は〆主として，夏期試験の不合格者あるいは病気等の事情により夏期試験を受

験できなかった者を対象に行われるが，夏期試験に比して科目数が少い゜

⑧冬期試験の科目別平均合格率は，普通レベル，上級レベルとも約50％である。

⑥出願，試験の実施，試験官

各地方の試験機関を受験者が任意に選択して出願することができる。ただし，一定数以上まとま

って出願すると，その在学している学校が試験場として指定される。
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⑧試験場となる学校の校長は，試験機関に対して，指示どおり，公正に試験を実施する責任を

負い，教員が試験を実施する。試験機関は必要に応じ職員を派遣し，監督する。

◎試験の出願期日と受験料は通常次のとおりである。

出願締切り夏期試験２月

冬期試験９月

受験料等出願登録料2.40ポンド（1976）

受験料ｌ科目につき普通レベル２．００ポンド

〃 上級レベル3.90オミンド

⑪受験生は志望大学・学部が要求する科目，レベルを参考にして出願科目を定める。

⑦試験結果の処理

試験の結果は，試験機関から，各学校長に対し，その学校に在学する受験者の科目別成績一

覧表が送られ，学校長は，教員，受験者に通知する。

合格証書は各試験機関が交付するが，全国的に通用する。

③合格数

○1974年夏期試験（上級レベル）

総受験数４７８，０００科目人………受験者数×科目数

総合格数330,000科目人

合格率69.1％

○1973～４年に上級レベル２科目以上に合格し，大学へ進学した者：４４千人
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36．科目別正答率一覧

Ｓ､51.11.24館四一回一四一四一国一四一四一四一回一四一■｜・

２９％以下 ３０～５９％ ６０％以上

￣

国語 “％／ニラZ参参ラヲララＺ 58,9％

～〆

数学一般 30.3％ ラフ多ヅクラ２ 28.6％

一一

数学Ｉ 13.8％ ｉｊＺｚ＝:§i乞うﾌﾞﾗ 55.6％

、

倫理・社会 17.4％ ろ3≦参＝； 58.7％

／～

政治・経済 10.5％ =ろ2毛曇1夢Ｚ＝ 47.4％

￣

日本史 18.0％ :Ｚ?:ジラ錘221'三Z!;； 16.0％

一一

世界史 17.9％ ／三参三l笏 42.8％

／

地理Ａ 12.5％ ﾗiZZ’多雲／Ｚ 45.0％

、 、

地理Ｂ 25.8％ ／云娩;’２２ 37.1％

～

基礎理科 32.4％ ’’２ｼﾞ１３‘|〃ろ 28.6％

－－

物理
％

5.3 2二ZZZ多’彰ララニ 42.1％

～

化学 10.0％ZｦＺＺ:ら≦錘:=≦〃 30.0％

￣

生物 15.5％ ／:多iβi〃＝ 43.1％

～

地学 21.4％ ／Ｚ参参ＺＺｚ 25.0％

一一

英語 :ニラら乞う≦;ﾀ乞乞ラララ 47.4％
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38．選抜科目状況表

(ＫＵＮＰ８４）。”●イキョゥ

(得点順）

キヨウヅワ１動ゆ゜ワケコＷタクカ晴,課ヨウキョウヒョウ（コウヲコつ゛１コ） １２’２３'７６ pAGE1 1
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「参考」

昭和50年度国立大学共通第一次試験（実地研究）

と昭和51年度大学入学試験との成績の相関図
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米国におけるテスト結果の一覧

米国大学斌験委員会（ＯＥＥＢ）の進学適性テストの平均点
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米国大学試験委員会（ＯＥＥＢ）の学力テストの平均点
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米国大学闘験委員会（CEEB）の進学適性テスト（1975～76）の得点分布
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米国大学テスト協会（ＡＯＴ）の一般テスト用紙（表）
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米国大学テスト協会（ＡＣＴ）の一般テスト用紙（裏）
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米国大学テスト協会（ＡＣＴ）の共通入試テストの成績等報告（表）
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米国大学テスト協会（ＡＯＴ）の共通入試テストの成績等報告（裏）
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米国大学入試委員会（ＣＥＥＢ）の共通入試テスト申込用紙（表）
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米国大学入試委員会（ＣＥＥＢ）の共通入試テスト申込用紙 ｌ
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米国大学入試委員会（ＣＥＥＢ）の進学・適性テスト解答用紙（表）
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９５の①の②①

９０ＱＤの⑮、の

９７｡①の①の

９０①①の②の

９９の①の⑫の

100①①①⑫の

鋼①①の①①

３７②の①②の

ａＵ②①の①①

３９①①の②①

４０②①の①の

４１･①･の①

４２②①①①①

４３①①①①①

44①①の①の

輯①｡①の①

“｡①の①の

４７｡①①の①

４０｡①の②の

４９①⑰(つ＠の

５０｡①の①の

５１の①の①の

唾③①⑪①の

輿｡ごhの｡①

釦｡＠の①の

５５＠の｡①の

５６゜の①の①

５７･の｡①ｑ＞

５０･の①⑤の

59【Ｄの①⑫Ｃ

６０＠の①＠の

６１①①の①の

６２①①｡｡①

財①①の②の

“｡①①②の

閏｡｡｡①①

開①①の①の

６７の｡｡⑫の

５０＠･の①の

６９の①の①の

７０の①の①の

う１･･の①の

７２･の①⑫①

７３の①の⑫の

７４｡＠の①の

２３゜｡①、①

２４･の①＠の

知の｡②①の

鋪･●③｡①

２７①の･の①

２０の①①｡①

”くり①の①①

３０の①①①①

３１の①の①①

３２③①①①①

麺｡①の①の

狐｡①の①の

聾･①の②の

●
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一
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１
Ｐ
７
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２
１
Ｐ
７
４
２
１
Ｐ
７
４
２
１

Ｎ
Ｃ
ｌ
Ｎ
ｖ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｚ
ｏ
Ｎ
Ａ

Ｊ
ｍ
Ｅ

鑿
hｌＯＭＨＦＹＥ２

匡
ＡＳＥＧＵＲＥＳＥＤＥＭＡＲＣＡＲＢＩＥＮＣＯＮＬＡＰＩＺＳＵＳＲＥＳＰＵＥＳＴＡＳ

ＢＯＲＲＥＣＯＭＰＬＥＴＡＭＥＮＴＥＣＵＡＬＯＵＩＥＲＲＥＳＰＵＥＳＴハＯＵＥＯＵＩＥＲＡＣＡＭＢＩＡＲ

１（勘垣＞、（｡□｡３１くり③。、①６１④③、③②９１④②、、②
２色＞③、｡の３Ｚ④③Ｑ｡｡②６２④③、、⑤９２の②。、③
３〔｡③、○の３３④③。｡②Ｇ３の③｡。③９３④①、。③
４③③③。①鋼の①。くり②６４④①｡｡②９４の①、。こ）
５〈Ｄ③、｡②３５の③。。②６５④②。｡②９６⑤③。。＠
ｅくう③。。、３６④□の、。①６８④③｡、⑤９６④③。。①
７④③。。。３７①②。。⑤６７④③、。③９７①①。｡①
８⑤③。。①。a④⑥。。②６０④②。。②頚⑤①｡。①
９③⑤。。①３９①②、＠゜６９④①｡。③”④①｡、①
１０④、＠゜の４０④②。。①フＯ④②④。⑤１００の③。｡⑤
１１④③。。③４１の、｡。①７１④②。。①１０１①①＠°①
Ｏｚ④③。。①４２③③｡。①７２④①｡。⑤１ｍ①①｡。①
１３④②。｡⑤４３③⑤。、①７コ①②。｡⑥１０ｓ④③。、の
１４③③。｡⑤４４⑤＠〕、、①７月③③、、③１０４④②、⑨②
１５③②｡⑨（｡４５④②ｑＤ、①７５①③。。⑤１０６④③。＠の
１６③②Ｃ＞②③４０④③。②⑤花①①。。⑤１０６①①｡。⑤
$フ③②｡｡②４７④①。。②フフ④③、。②１０７④③。、ｑＤ
１Ｂ垂）②。⑨②４８④ＧＤ、②①元④①｡。③１０８④①｡。。
１９①（②、⑨①４０④③。。①”④③。。⑤１０９④④。。①
２０②③。。①６０①③。。②ＢＯ④③。＠②１１０④①。。②
２１④、。｡①５１の②。＠⑤０１④③｡。①１１１④①。、②
ＺＺ④③＠゜①５２③③、。①Ｂ２①③。、②１１２④①。⑨①
室④②。。①５３④⑤｡。①“①②。、②１１コ④①、。②
２４④③。｡①５４①③。。②凹④③｡、⑤１１４④①｡。＠
壷④ＱＤ、。①５５④③。、①“④①。｡①１１５①①。。①
お③②、。②鑓④③｡｡①ＯＢ⑤③。｡①１１５の③、｡①
２７③③。②⑤５フの③｡。①師①②。。②１１７④③。＠①
２８③②①。①Ｂ８ｑＤ③、。②８８④③、｡②１１Ｂ①③。。⑥
”③①、⑤の６９④③。＠②Ｂ９④⑤、②Ｃｊｌｌ９④③、、①
３０④＠゜、ＣＤ８０④③。⑨③ｇｏの①、。②１２０③③、。③
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